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は じ め I
一　
】

昨年の我が国経済は、対外経済摩擦の激化、円高不況、NICSの追い上げ等きびしい環境

下におかれましたが、後半に至り内需拡大の効果が現われ、景気の回復とともに明るい先行

観がうかがえますが、急速な技術革新の進展、需要の多様化・高度化、円高の定着等企業を

とりまく環境に大きな変化が見られます。こうした中にあって、大企業はもとより多くの中

小企業でも、事業内容の多角化、新分野への進出や製品の高級化 。高付加価値化、新製品の開

発、合理化、省力化等による対応が求められ、そのため、技術水準の向上と技術開発力の強

化を図ることが極めて重要です。

当センターは、中小企業の技術力向上の支援機関として、また地域に開かれた工業技術振

興の拠点を目指して設置された総合的な試験場として3年目を迎え、組織体制の強化、試験

分栃機器の充実を図るとともに、中小企業を中心とした技術指導、支援事業の拡大、研究活

動の加速化、人材育成事業の強化、情報収集提供・広報活動の推進等多面にわたる事業を展

開してきました。即ち、中小企業における、新製品、新用途開発、生産効率化等の技術開発

促進のため、巡回指導、技術アドバイザー指導、特別相談指導、技術講習会、試験分析受託、

試験分析機器全面解放等数多くのメニューを用意し、企業各位のニーズに即した対応を進め

てきました。

研究活動は、その加速化のため、研究参与の協力のもとに、自動化に関する要素技術に取

り組むとともに、複合材料、食品関連技術など■テーマについて研究を進めています。また

中型汎用コンピュータの導入によって、有限要素法による構造解析、磁場解析等の研究の外、

デザイン統計処理など多目的利用を図るとともに、技術文献・図書の整備充実を進めてきま

した。

一方、当センターと表裏一体の運営を図っています働工業技術振興協会も、3年目に入

り、技術研修講座の拡充、科学技術セミナーの他地域での開催、技術晴報の有効抽出と啓蒙

普及、異業種 3グループ活動および科学技術振興プラザの実施等各種事業を積極的に推進し

ています。



今、本県では、昭和62年 6月 に策定された「湖国21世紀 ビジョン」が本格的にスター トし

たところですが、当センターとしましては、振興協会との連けいを図りつつ、このビジョン

の大きな柱であります「創意と活力にみちた地域産業づくり」実現のため、今後も全力をあ

げて事業展開を進める所存です。

ここに昭和62年度の事業概要をとりまとめ報告します。御高覧の上、御指導御鞭撻を賜 り

ますならぱ幸いです。

昭和 63年 7月

滋賀県工業技術センター

所 長 畑  信 夫
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業務の企画・推進

(け 滋賀県工業技術振興懇話会の開催

本県工業技術の長期的な展望、企業ニーズに適応 した研究開発の推進および技術開発基盤の

整備を図るため、滋賀県工業技術振興懇話会 (座長 越後和典 滋賀大学経済学部教授)を 開催

し、産・学・官からの専門的な意見や提言を得ました。

第 5回工業技術振興懇話会

開 催 日  昭和62年 10月 23日④

開催場所  公立学校共済 さざなみ荘

議 題 等 ・ 昭和61年度事業実績および昭和63年事業計画について

・ 研究業務の概要について

第 6回工業技術振興懇話会

開 催 日  昭和63年 2月 22日 ⑪

開催場所  工業技術センター

議 題 等 ・ 工業技術センターの現況 と今後の方向性について

・ 県内地場産業と公設試験研究機関について

・
引
ンマー帥グリーンファーム見学

懇 話 会 風 景
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滋賀県工業技術振興懇話会名簿 (昭和63年 3月 )

氏 名 所 属 役 職 専 門 分 野区 分

社   長小  川 彰  三 湖 北 精 工 帥

東レい 電子情報材料研究所 研究所長片 岡 俊 郎

木  村  新太 郎 木 村 機 械 建 設 工 業 伽 社   長

同岸  田 定 安 曇 川 電 子 工 業 帥

事業所長崎  山 九 夫 立 石 電 機 帥  草 津 事 業 所

滋 賀 県 食 品 産 業 協 議 会 会  長辰 巳 又 男

帥 暁 電 機 製 作 所 社   長西 河 勝 男

工 場 長丸 野 和 也 積水化学工業伽 滋賀水口工場

社   長宅 信 ア ル メ タ ッ ク ス 帥

日本アイ・ビー・エム帥 野洲工場 工 場 長山 本 和 夫

松下電器産業佛 エアコン事業部 事業部長

経 済 界

11  名

(五十音順)

吉 田 和 正

教  授 生産機械工学岩  田 明 神 戸 大 学

同 経  済  学越 後 和 典 滋 賀 大 学

同 応用微生物学木 村   光 京 都 大 学

通信情報工学手 塚  慶 大 阪 大 学 同

山  田   始 滋 賀 県 立 短 期 大 学 同 材  料  学

学  識

5     44

(五十音順)

商工部長石  丸 薙 大 阪 通 商 産 業 局

大 阪 工 業 技 術 試 験 所 所   長速 水 諒 三

理 事 長高 田 二 郎 働 滋 賀県 工 業技 術 振 興協 会

滋 賀 県 商 工 労 働 部 部   長上 原 恵 美

畑   信 夫 滋 賀 県 工 業 技 術 セ ン タ ー 所  長

課   長

行  政

そ の 他

6    名

西  村    隆 滋 賀 県 商 工 労 働 部 商 工 課
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(2)工業技術振興に関する調査研究

本県工業の技術開発力強化のための基盤の整備と倉↓造的技術開発の促進を図るための当工業

技術センターの各種事業や今後の本県工業技術振興施策推進の基礎資料を得るため、次の調査

研究を実施 しました。

滋賀県工業技術分野別実態調査

調査分野 (業種) プラスチック製品製造業

食料品製造業

調査期間     昭和62年 8月 ～昭和63年 2月

委 託 先     い地域計画研究所

調査項日     本県工業集積の現況と特徴および発展方向

技術市場、経営の現況 と今後の動向

技術実態

技術人材の確保・育成

技術力向上への意欲

研究開発活動状況

技術情報収集状況

産・学・官の連携状況

技術課題

技術振興の課題 と今後の方向性
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2 依頼試験分析および機器提供

(1)依頼試験分析

企業、各種団体や公共機関から依頼を受け、提出された材料・製品などの成分分析・各種試

験測定を行っています。これらの業務に迅速的確に対処できるよう各種試験機器の整備を図る

とともに、試験方法等について新 しい技術の習得に努めています。昭和62年度の依頼試験業務

の実績は次のとおりです。

昭和62年度依頼試験分析実施状況 (62年 4月 ～63年 3月 )

単 位 数 単 位 名区 分 項 目 件   数

強 度 試 験 27 141 試   料

硬   さ  試   験 18 試料・測定

電子顕微鏡試験 (写真撮影) 視   野

(X線分析 ) 成   分

試   料

材 料 試 験

疲 労 試 験 (金  属)

10 測    定精 密 計 測 長   さ  測   定

成   分定 性 分 析 (指定成分)

31 測   定定 性 分 析 (全 成 分)

35 452 成    分

化 学 分 析

定 量 分 析

12 43 成    分定 量 分 析

試   料

食 品 物 性

微 生 物 試 験 ア ミ ノ 酸 分 析

98 718八
計

12 時   間振 動 試 験

キ  ャ  ス  試  験 16 日

環 境 試 験

746A 計 102
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(2)開放試験機器の提供

企業が生産技術の改善、製品の品質向上、新製品の開発等を目的として、設備機器を利用し

試験・研究を実施 しようとするときは、センター業務との関連性 を考慮のうえ、可能なかぎり

機器等を開放し、活用を図っています。

昭和62年度設備機器不U用状況

月 別 利 用 作 数

分 野 別 利 用 件 数

分野別主な利用機器

合計11月 12月 1月 2月 3月6月 7月 8月 9月 10月項   目 4月 5月

147 148 1,686134 153 125 139 137機 器 数 142 137 141 154 129

1,33493 115 112 124 121118 122 100 104 117延 企 業 数 99 109

65 58 62 67
(670)

53 49 51 63 49実 企 業 数 52 46 55

2月 3月 合計10月 11月 12月 1月5月 6月 7月 8月 9月分  野 4月

60 60 67 79 70166 44 57 38 50電子・機械 55 66 59

77 80 69 98585 77 115 75 7987 71 82 88
工業材料・

化 学 食 品

工 業材料 ・化 学 食 品 関係電 子 ・ 機 械 関 係

件 数 機 器 名 件 数件 数 機  器 名件 数 機 器 名機  器 名

34112 液体クロマトグラフ真 円 度 測 定 機 43
イ ンス トロ ン型

万 能 試 験 機
二 次 元 測 定 機 116

70 蛍光X線分析装置 3327
フーリェ変換赤

外 分 光 光 度 計
89

験

ム

試

テ

圧電

ス

耐

シ
振 動 試 験 機

32
子

鏡

電型

微

査走

顕
60 原子吸光分析装置万 能 投 影 機 27万能 材料試験機 64

3248 実 体 顕 微 鏡27 熱 分 析 装 置表面粗 さ測定機 51 疲 労 試 験 機

41 自記 分光光度計 30雑 音 総 合 評 価

試  験  機
25 偏 光 顕 微 鏡低 温恒温恒湿槽 45

30粒度分布測定装置
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3 技 術相 談 指 導

県内企業において新技術の導入や新製品を開発するために生じる種々の問題点について相談・

指導を積極的に実施 し、当センターヘの来所による相談や大学教授によるハイテクの特別相談、

技術課題に対 し企業の現地において指導を実施する巡回技術指導制度や技術アドバイザー制度等

多くの企業の要請に応えました。また、県内企業の技術者に対 し、当センター設置試験研究機器

の利用を促進するため、技術普及講習会を実施 しました。その実績は、次のとおりです。

技術相談風景

実 施 件 数 等
事 業 名

昭 和 62年 度

技 術 相 談 2,518件

巡 回 技 術 指 導

般   巡   回 20企業

簡 易 巡 回 41企業

公 害 巡 回 6企業

技 術 ア ド バ イ ザ 35企業 (130日 )

特 別 技 術 相 談 110件

技 術 普 及 講 習 会

技 術 普 及 (講 義 ) 1回

技 術 普 及 (講 義・実 習) 14回
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昭和62年度特別技術相談役指導事業

昭和62年度技術普及講習会 (講義)

(食品関係)
於 :滋賀県工業技術センター

相談 日数相談件数指 導 分 野職 名氏 名

23 12

情 報 工 学

マイクロコンピュータ応用

技術および周辺機器技術

静岡大学名誉教授

浜松情報専門学校長
松 本 欣 二

1235

機 械 工 学

精密加工・切削加工・塑

性加工および特殊加工

名 古 屋 大 学 教 授山 口 勝 美

16 12

制 御 工 学

自動制御・サーボおよび

ロボット

京都大学名誉教授

立 命 館 大 学 教 授
花 房 秀 郎

11 11

材 料 工 学

冷間鍛造・高分子材料加

工および高分子複合材料

(FRP)

同 志 社 大 学 教 授平 井 垣 夫

12 12

金 属 工 学

金属材料・鉄鋼材料およ

び熱処理

京都大学名誉教授田 村 今 男

13 12
食 品 工 学

食品化学および栄養化学
金 森 正 雄

京都府立大学

名誉教授

武庫川女子大学教授

加

数

参

人
実 施  日講 師名 称

36人63. 3. 12
佛 フーズサプライ

インターナショナル

平 澤 久 紀

食 品 工 業 に お け る 新 製 品

開 発 の 考 え 方 ・ 進 め 方
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62年度技術普及講習会 (講義および実習)

(機械・電子関係)

(化学・材料・食品関係)

於 :滋賀県工業技術センター

於 :滋賀県工業技術センター

名 称 講 師 実 施  日
加

数

参

人

次 元 精 密 計 測 技 術
伽 ミツ トヨ

小笠原 隆 史

9 . 29

^ウ62. 10. 1
5人

C   A   E   技   術

(有 限要 素法 によ る構 造解析 技術 )

日本アイ・ビー・エム佛

辰 岡 正 樹

超 音 波 に よ る 非 破 壊 探 傷 技 術

日本 クラウトクレーマー・
フェルスター佛
深 田   修

62. 10.  2

10. 6 10

妨 害 波 計 測 技 術
僻 ア ドバ ンテス ト

増 野 吉 夫

62. 10. 7

^-62. 10. 8
12

歪 ゲ ー ジ を利 用 した 計 測 技 術
日本電気三栄帥

秋 山 宰
62. 10. 9 10

表 面 形 状 測 定 技 術
ランクテーラーホブツン帥

本 村 貴 博
62. 10. 13

真 円 度 測 定 技 術 同 上 62. 10. 14 10

次 元 精 密 計 測 技 術
伽 ミツ トヨ

小笠原 隆 史

62. 11. 10

^ψ62. 11. 12

C   A   E   技   術

(有 限要素法 による構造解析技術)

日本アイ・ピー・エム帥

辰 岡 正 樹
62, 11: 13

名 称 講 師 実  施 日
加

数

参

人

蛍 光 X線 分 析 技 術
棚島津製作所

越 智 賞 友
62. 9. 10 10人

X 線 回 折 分 析 技 術
棚 リ ガ ク

土 庄 明 秀
62. 9. 25 10

熱 分 析 測 定 技 術
帥 リ ガ ク

高 橋 好
62. 10. 5

核 磁 気 共 鳴 分 析 技 術
佛日立製作所

七 字 邦 夫
62. 10. 23 10

電 子 顕 微 鏡 試 験 技 術
帥 日立製作所

鈴 木 叶

11.  4

～62. 11. 5
12
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巡回技術指導 (一般)

指   導  班
指 導 事 項

内   部
企業数

タト    著b
業 種 名 対象地域

施

数

実

日

石 部 町

大 津 市

栗 東 町

草 津 市

○合成マイカに関する粉砕、

混合、輸送、成形等

〇カラーブラウン管のマウン

ト組立工程における金属同

志の抵抗溶接方法

〇自社開発製品に対する電気

用品取締法の適用

○フェライ ト振動子の自動周

波数追尾

O不良磁気ヘ ッドの接着部分

のはく離技術

○ベンチャービジネスの経営

戦略

○非円形歯車の設計理論

斉 田 雄 介

井 上 嘉 明

河 村 安 太 郎

川 崎 雅 生

月 瀬 寛 二

池 田 滋 亜

桜 井  淳

井′上 来 一

荒 川 正 文

雄

二

雄
／
夫

彦

明

睦

英

信

俊

俊

良

岡

辺

尾

原

田

山

中

渡

鷲

宮

戸

横
電   気

小  計

竜 王 町

草 津 市

斉 田 雄 介

川 崎 雅 生

月 瀬 寛 二

桜 井  淳

○工作機械用制御盤の空冷式

熱交換器における交換熱量

の測定

〇アルミホイール切削加工の

不良品低減対策とアルミ切

削加工法

山 下  等

田 中 春 三
機  械

小   計

近江八幡市

信 楽 町

斉 田 雄 介

西 内 廣 志

洵村安太郎

月 瀬 寛 二

○アルミ合金鋳物の自動重力

鋳造工程の生産性向上

O青銅品の金型鋳造

O横型式連続鋳造による黄銅

鋳物の欠陥の解明

土 田 正 信

小 林  武

水 口 町

金  属

小  計

車 津 市 ○吹 き付け塗装技術

OCAD/CAM導 入に対す

る考え方

介

明

博

雄

嘉

康

田

上

西

斉

井

今

佐 藤 義 太 郎

前 川 佳 徳

化    :浄

大 津 市
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指   導   班
業 種 名 対象地域

施

数

実

日
企業数

外   部 内   部
指 導 事 項

石 部 町

化    烏浄

奥 田 敬 二 河 村 安 太 郎

矢 田  稔

池 田 滋 亜

O液体や粉体の測定値 (比重、

重量、図形分、粒度等)の
データ処理

小   計

甲 西 町

食   品

づき矢田 'II 田丁

中 村 和 憲

宮 原 俊 夫

田

本

矢

松

稔

正

○漬物廃水の有効な処理方法

小   計

繊  維 近 江 町
森 野 修 範 河 村 安 太 郎

井 上 栄 一

O縫製機器の自動化および半

自動化

小   計

そ の 他 大 津 市
鷲 尾 信 雄 井 上 嘉 明

桜 井  淳

O抵抗溶接の品質の安定化

小   計

合  計 20 20

巡回技術指導 (簡易)

指   導  班
業種 名 対象地域

施

数

実

日
企業数

外   部 内   部
指 導 事 項

志 賀 町 0.5

車 津 市 0.5

大 津 市

日 里予  田丁 0.5

電  気

新 旭 町 0.5

範

二

修

純

野

下

森

松

斉 田 雄 介

井 上 嘉 明

河 村 安 太 郎

川 崎 雅 生

月 瀬 寛 二

池 田 滋 亜

桜 井  淳

O看板、表示板の製造の機械

化、省力化

Oス テータコイルのリー ド線

を引き出すためのハ ンダ付

け作業の自動化

O電子部品等の組立の自動化、

機械化

O生産ラインの効率化
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指   導   班

内   部
指 導 事 項

施

数

実

日
企業数

タト    著b
業 種 名 対象地域

安 曇 川 町 0.5

高 月 町 0,5

秦 荘 町 0.5

守 山 市

0.5

電  気

栗 東 町

12小   計

水 口 田丁

八 日 市 市 1.5

安 曇 川 町

甲 西 町

0.5虎 姫 町

草 津 市

彦 根 市 0.5

1.5栗 東 町

今 津 町 0.5

志 賀 町 0.5

五 個 荘 町 0 5

土 山 町

〇発生磁界の強度測定および

磁界のしゃ閉対策

〇小口径泥漿式推進技術

○磁界測定と磁気 しゃ閉

○偏心モータによる振動研磨

機の仕上工程への活用等

○グレーチングの載可試験 に

係 る測定技術

O生産ラインの自動化

○省力化のための治工具設計

技術

○鋳造、圧廷時における欠陥

発生の原因究明

○ミシンのプログラム交換の

簡易化

○扇子製造の自動化、機械化

O機械部品等の組立の自動化

○多品種少量生産の効率化

〇生産設備の活用状況 と生産

システムの総合改善

〇インバータ負荷の電源回路

にのる高調波

範

一
一
三

修

純

春

野

下

中

森

松

田

斉 田 雄 介

井 上 嘉 明

河 村 安 太 郎

川 崎 雅 生

二

亜

淳

一

寛

滋
　
　
栄

瀬

田

井

上

月

池

桜

井

機  械

中 主 町 0.5
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指   導  班
業 種 名 対象地域

施

数

実

日
企業数

タト    菩I 内   部
指 導 事 項

大 津 市 0.5

小   計 11.5 23

金   属 水 口 町 0.5
範

一
一

修

純

野

下

森

松

河 村 安 太 郎 ○鋳造、圧廷時における欠陥

発生の原因究明

小   計 0,5

豊 郷 町 0.5

甲 賀 町 0.5化  学

今 西 康 博

河 村 安 太 郎

月 瀬 寛 二

井 上 来 一

野 上 雅 彦

○成形品塗装の管理

〇自動塗装装置のコンベヤー、

シャフ ト折れ原因

小   計

草 津 市 0.5

甲 西 町 0.5食   品

愛 矢日 'II「I丁 0.5

田

本

矢

松

稔

正

〇食品研究室の改良、改善

○漬物廃水の有効な処理方法

小   計 1.5

合  計 20.5 41

巡回技術指導 (公害)

指   導   班
業 種 名 対象地域

施

数

実

日
企業数

タト     宿8 内   部
指 導 事 項

電   気 草 津 市 2
石 原 好 之 井 上 嘉 明

池 田 滋 亜

○モーターの電磁騒音の測定

法 と騒音低減法

小   計

栗 東 町

――ユ2 -―



指   導   班

内   部
指 導 事 項施

数

実

日
企業数

タト    菩B
業 種 名 対象地域

草 津 市

長 浜 市

O工場および敷地境界線にお

ける騒音対策

夫

弘

俊

敏

原

井

宮

藤

斉 田 雄 介

西 内 廣 志

川 崎 雅 生機  械

彦 根 市

小   計

介

稔

雄田

田

斉

矢
同   上同   上窯   業 近江八幡市

小   計

10合  計

技術ア ドバイザー事業

指   導   班
指 導 事 項

タト    菩5 内   部
対象地域

施

数

実

日
企業数業 種 名

高 月 町

大 津 市

日 野  田丁

車 津 市

栗 東 町

○コンピュータを使った生産

計画および生産管理

○新工場建設に伴 う合理的な

生産工程およびレイアウ ト

O組立作業、運搬作業および

計測の自動化

○生産ラインの合理化

oカ タログ制作

〇パ ッケージおよびカタログ

デザイン

○超音波洗浄機の設計、製作

技術

○ジャガー ド織機の針の動作

チェック機構

美

範

恵

宏

忠

修

珠

岡

野

井

山

森

森

岩

築

斉 田 雄 介

井 上 嘉 明

河 村 安 太 郎

川 崎 雅 生

月 瀬 寛 二

桜 井  淳

野 上 雅 彦

平 沢  逸
電   気

17小   計

井 上 嘉 明 O QC、 TQC技術12 宮 原 俊 夫石  音I 田丁

―- 13-―



指   導   班
業 種 名 対象地域

施

数

実

日
企業数

外   部 内   部
指 導 事 項

大 津 市

栗 東 町

水 口 町

八 日 市 市
機  械

中 川 悟 孝

西 田 耕 之 助

神 沢 一 吉

森 口 十 二

竹 下 常 四 郎

森 野 修 範

森 岡 忠 美

加 藤  薫

河 村 安 太 郎

矢 田  稔

川 崎 雅 生

瀬

中

須

月

山

那

寛 二

仁 敏

喜 一

○特殊カーボンのラップ時に

おける操作性の簡略化

○発生ガスの除去、無臭化の

方法

○ホッパー材料の強度計算

○松脂の洗浄方法と松脂代替

品の開発

0400ト ンプレスの寿命

○工程 と物の流れの最適化お

よび在庫ゼロ生産システム

○空気圧縮機の空気冷却装置

の開発

○空気圧縮機の空気冷却部分

の開発

小   計 38 10

金  属 栗 東 町
赤 松 勝 也

築 山  宏

西 内 廣 志
O各合金の応用技術
O表面処理、溶射等の施工後
の材料構造解析

小   計

石 部 町

大 津 市 10

草 津 市

水 口 町

豊 郷 町

栗 東 町

化  学

守 山 市

二

美

等

治

敬

忠
　
　
芳

田

岡

下

井

奥

森

山

永

夫

範

俊

修

原

野

宮

森

斉 田 雄 介

井 上 嘉 明

今 西 康 博

河 村 安 太 郎

矢 田  稔

月 瀬 寛 二

山 中 仁 敏

桜 井  淳

那 須 喜 一

〇工程管理

○切削加工の省人化

O乾燥器による乾燥技術

O射出成形品のコンタミ (ゴ

ミ)の発生の要因とその対

策

〇接着剤の分析

O生産工程の自動化、省人化

小  計 32

-14-



指   導   班
指 導 事 項業 種 名 対象地域

施

数

実

日
企業数

タト    著| 内   部

栗 東 町

マ キ ノ 町

松 本  正 Oコ ブ巻きの芯の加工技術

O食品の新製品開発

Oハ ト麦入り味嗜の製造法

(臭気除去対策)

食   品

安 土 町

平 沢 久 紀

奥 井 一 義

小   計 13

O縫製の自動化および半自動

化
繊  維 近 江 町

森 野 修 範 月 瀬 寛 二

小  計

大 津 市

草 津 市

山 下  等 矢 田  稔 〇耐火煉瓦加工工場の廃水処

理

○新設 (移転)に伴 う耐火煉瓦

加工工場の廃水処理

窯   業

小  計

井 上 嘉 明

井 上 栄 一

○単品生産から量産体制への

移行 と新設工場のレイアウ

ト

木 工 品 栗 東 町

森 野 修 範

小   計

矢 田  稔 ○焼却炉の条件設定と選定そ の 他 栗 東 町 山 下  等

小   計

130 35合  計
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参 考

主な技術指導事例

◎課 題  循環再利用排水処理施設の塩濃度の防止対策

耐火 レンガの切断冷却水 に工業用水 を繰 り返 し凝集沈澱処理 して使用 しているが、塩

濃度上昇により機器設備の腐食、床面の劣化、作業員の安全の確保 に問題があり、設備

投資を行わないで塩濃度上昇 を極力下げたい。

指 導  新水使用の既存方法による塩濃度上昇と比較 し、レンガ特性 に留意 しながら薬剤 を変

えた方法では塩濃度上昇が極めて低いことが判明 した。また、凝集法 を用いずデカンタ

でも浮遊物質を30p.p.mま で分離可能で、この場合、無薬注で処理可能なことも判明 し

た。

◎課 題  箱型乾燥器の処理能力の向上対策

一般用箱型乾燥器において消史剤を浸透 したハニカム型フィルターを低温乾燥する場

合の処理能力即ち速度を増加 したい。特に、下部の乾燥ムラが発生するので現在より乾

燥温度を上げないで目的を達成 したい。

指 導  当該乾燥器の現場調査を行い、現状のダイヤグラムにおける給排気の温湿度測定を行

い、予熱および恒温乾燥器における温度が設定温度より低 く、また排気時間が長く無効

な排出が多いことが判明した。さらに、バッチ排気でなく、排気を温湿度管理 し平衡合

水率点を検出して乾燥を終了させる方法等を指導 し成果をあげた。

◎課 題

指 導

金属機械加工の標準時間の設定と稼動率の向上

予定した時間内に加工が完了せず納期遅れが多発するので機械加工の標準時間を設定

して文↓応 したい。

機械加工の標準時間を設定することは資料等多くあるため、それほど困難ではないが、

工場によって工作機械の稼動状況に大差があり、そのため切削時間に変化はなくても、

加工完了までの時間に差が出ているケースが多い。この企業でも実情を調査 してみると

工作機械が稼動 していない時間が多く、そのため納期遅れが発生 していることが判明し

た。そこで、ワークサンプリングにより正確な稼動率を測定 し、その結果から稼動率を

向上させる対策を実行することの方が、標準時間を定めることより有効かつ重要である

ことを指導した。

◎課 題  板金製函工場の生産ラインのレイアウ トの改善

工場の生産効率を向上させるためのレイアウトを変更したい。

指 導  現状 を調査すると工場の全面積のうち加工作業に使っている面積が狭 く、全体の50%

以下である。また、加工工程に従って加工機械へ加工品を供給するライン (動線)が複
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◎課 題

指 導

雑に交叉しており、面積的にも機能的にも効率が低い状態である。そこで、第一に工場

内の物品を整理 し加工作業に使える面積を広 くした。次に、主要な加工品を4種選定 し、

それらの加工工程に基づく動線が交叉しないように加工機械の配置を変更 し、新らしい

生産ラインを指導した。

電気用品取締法に基づく▽マークの取得

直流電動機を使用したマッサージ機を開発 した。ついては電気用品取締法に基づく形

式認可を受けたいが、どんな手続 きが必要か。

当品は甲種電気用品に該当し、手続きは二段階からなる。まず事業区分を明記 して(今

回は「交流電動機等応用機器製造事業」に該当)、 製造事業者登録を大阪通産局長に申請

する。事業区分に応 じて、備えるべき製造設備、検査設備が定められている。登録証が

交付されると、当該製品の形式区分に基いて (今回は「直流電源装置」に該当)、 当該製

品の試験を、指定試験機関である日本電気用品試験所 (」 ET)に申請する。JETでは、

構造、定格、絶縁性能、温度上昇、強度などを試験 し、合格すれば、合格証を交付する。

この合格証を添えて、通産大臣に認可を申請し、認可書の交付を受けてはじめて当該製

品の製造と販売ができる。

◎課 題  大型プレスの残寿命予測

約17年間使用しているクランクプレスを大掛 りな分解をせずに残寿命の予測ができな

いかと相談があった。

指 導  過去の定期点検結果と負荷条件、構造寸法図と使用軸受等のリス トおよびJISに 基づ

く運転精度測定ならぴに予想される摩耗箇所の特定等を調査 し、運動部の損傷の程度や

負荷条件での軸受部寿命計算値等によって残寿命を予測 した。

◎課 題  MRP(資 材所要量計画)と いつた生産管理手法の導入

受注生産のための生産計画は 1箇 月分を月一度月始めに作成 し、月中においてさみだ

れ式に来る注文と注文の追加取消 しのつど手作業で修正 しているが、この方法では長時

間を要し対応に苦慮している。効率のよい生産計画を立てられないかとの相談があつた。

指 導  月一度立案していた生産計画を週毎に立案するように改善し、かつ必要量把握にMR

P手法を活用するよう指導した。この方法だと最終製品の生産計画に合わせて、これに

必要な部品や資材の所要量の流れを総合的に管理するので、生産計画に応 じて月、週、

日ごとの時系列によって必要な部品や資材を過不足なく適時に供給できる。また、次月

分にわたり計画することも可能となり、従来、行っていた一月毎の処理にこだわらない

エンドレス計画が立てられるようになった。

◎課 題  小物電子部品のハンダ付け作業の効率化

小物電子部品のハ ンダ付け作業において、 4箇所のハンダ付けを1回 の動作でまとめ

て処理することにより能率を向上させたい。ハンダ付けするターミナル回りのスペース
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指 導

が狭いことが問題である。

ハ ンダこての先端 を突起加工 し、 4箇所 を 1つ のこてで加熱すると共に糸ハ ンダも4

本並列に供給する。こて先の突起の形状 をいろいろと工夫することにより、小物部品の

多箇所同時ハ ング付けが可能になった。

電動機回転子外周の仕上げ加工に係る自動機の試作

電動機回転子外周の仕上げ加工を自動化するため、刃物台を動かすX一 Yテーブル(速

度フィー ドバ ック付)を 自社で開発 している。試作 したところ、動作直線性が悪 く、フィ

ー ドバックゲインを大きくすると発振する。動作直線性を改善する方法はどうすればよ

いか。

動作直線性を改善するには、速度フィー ドバ ックのほかに、サーボモータの時間遅れ

を補償するための電流フィー ドバックループを付 し、摩擦抵抗等を補償するためフィー

ドフォワー ド制御をするとよい。この対策後、ステップ応答法等で系のパラメータを調

べ、X,Y両 軸のパラメータが同じになっていること、また十分な安定余裕があること

を確かめるとよいとす旨導した。

機製工場のリー ドタイム短縮化

一着一着がことごとく異なる製品である。そのため各工程では、やり易いものから先

に加工する傾向があって、生地の投入から完成までの時間のバラツキが大きい。リー ド

タイムを短 く、均―にしたい。

各工程の仕掛 り品を1着づつにすればよいのであるが、手待ちが多発するようになる。

栽断後の布地 (一着分)を入れる運搬箱の総数を強制的に従来の半分に減少して、手待

ち発生のない作業工程の検討を行った結果、リー ドタイムが減少 しつつある。

◎課

指

題

導

◎課 題

指 導
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4日 研究 (技術開発)活動

中小企業においては、多様化したニーズに適合した新製品開発や、技術革新に対応する新技術

の導入および多品種少量生産における生産の合理化・効率化等への積極的な取組みが主つ豊れて

います。また、エレクトロニクス、新素材、バイオテクノロジーなどの先端技術の進展はめざま

しく、これらに対応 した技術開発が要求されていることや、消真者ニーズの多様化と社会環境の

変化などにより、高付加価値・高品質を備えた製品づくりおよび産業廃棄物等の多目的利用も要

請されています。

このような状況から研究業務は、技術移転を前提とした応用研究を中心に、電子・機械の設計・

計測・制御等の要素技術および複合材料ならびに食品技術などの研究を行いました。

(1)研究参与の設置

研究業務に関する指導と助言を得るため、 5名 の学識者を研究参与に委嘱 しています。

専  門  分  野所  属 職氏    名

制御工学、ヒューマン・インターフェイス

FAシ ステムエ学、画像処理技術

鉄鋼材料学、金属加工学

高分子化学、合成化学

蛋自質化学、応用生物化学

井 上

渡 部

津 崎

木 村

林

紘 一

透

兼 彰

良 晴

力 丸

京都大学工学部・教授

京都大学工学部・助教授

京都大学工学部・助手

京都正芸繊維大学繊維学部・助教授

京都大学食糧科学研究所・助教授

金属中の成分の分析
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(2)研 究 概 要

① 研究テーマ

62年度は、13の テーマについて研究参与の協力を得ながら研究を実施 しました。

科 研 究 ア マ 担 当 者

技

術

第

一

科

カラー画像を用いたプリント基板検査の自動化に関する研究

会話型オフライン・ロボット・ティーチング・システムの研究開発

ロボットシミュレータの研究開発――プログラミング教育用ロボットトレー

ナの開発――

モーダル解析法の実用化研究――振動機械 における応力挙動 シミュレーショ

ンの研究――

赤外 レーザーを用いた距離計測 システムの試作

桜 井  淳

池 田 滋 亜

川 崎 雅 生

月 瀬 寛 二

河 村 安 太 郎

河 村 安 太 郎

技

術

第

二

科

高分子複合材料の非破壊による評価試験技術に関する研究――促進耐候試験

及び冷熱サイクル試験を行ったABS射 出成形板の劣化具合いの超音波探傷

装置による評価について一―

ガラスクロス強化エポキシ樹脂の ミズリングに関する研究――ガラスクロス

強化エポキシ樹脂の急激な加熱によるふ くれ現象の発生原因について一―

炭素繊維強化エポキシ樹脂 (CFRP)の “ぬれ性"に 関する研究―― ピッチ系

炭素繊維の酸化表面処理およびサイジング処理がCFRPの力学的性質におよ

ばす影響について一―

セラミック溶射被膜の耐熱衝撃性向上に関する 2。 3の要因について

高圧を利用した食品の加工 。保存技術の開発に関する基礎研究

食品加工工場からの高濃度糖廃液の処理に関する研究

県内産漬物の味に関する調査報告

デザイン手法の高度化に関する研究――デザインソフトの開発について一―

井 上 来 一

那 須 喜 一

山 中 仁 敏

西 内 廣 志

今 西 康 博

松 本  正

矢 田  稔

矢 田  稔

野 上 雅 彦
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② 研究成果の概要

カラー画像を用いたプリント基板検査の自動化に関する研究

技術第一科  桜 井   淳

製品が複雑・高度化 し、生産速度が高まっている現在、製品の検査工程において、人間の

目視による検査では対応できない場合が多くなっている。日視検査従事者の生理的・精神的

負担も大きく、現実に視力低下の問題や精神的ス トレスの増加の問題などを引き起こしてい

る。そこで、日視検査の自動化を実兄するための基礎的研究として、本研究では、カラー画

像処理を応用して、プリント基板検査を自動化する方法を研究している。61年度の研究成果

に基づいて、本年度はIC部品の実装方向の判別法、コンデ ンサや抵抗などの部品の画像抽出

法、さらに、自動検査のための部品の基準情報 (各部品の座標位置、形状、方向、色など)

のコンピュータヘの登録法について検討 した。

カラー画像を用いることにより、濃淡データを用いるより容易にIC部品を抽出し、その実

装方向を判断することができた。また、コンデンサや抵抗のカラーコー ドを抽出することも

可能であつた。

会話型オフライン・ロボット・テイーチング・システムの研究開発

技術第一科  池 田 滋 亜

産業用ロボットの教示法は、現在、テイーチング・プレイバックが主流であるが、今後は、

オフライン・テイーチングの重要性が
'曽

すと考えられる。本研究では、特にヒューマン・イ

ンターフェイスを重視したオフライン・テイーチング・システムの開発を意図するものであ

る。61年度に、ロボットの軌道 を容易に入力する手段として、多関節型の 3次元入力装置

(3次元マウス)の 開発と、テイーチング・システムの概略設計を行った。本年度は、この

概略設計に基づき、システムの中核部分の詳細設計とコーデイングを行った。教示の補助と

なる現場の風景 (背景画面)の表示モジュール、教示の除に必要なワークやパレット等 (要

素)の表示モジュールを作成 し、さらに、ロボットの動作を3次元空間の指示とメニューの

選択で会話的に教示するモジュールの詳細設計をし、その中核部分を作成した。
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ロボットシミュレータの研究開発

―
プログラミング教育用ロボットトレーナの開発――

技術第一科  川 崎 雅 生

近年、ロボメトがあらゆる産業分野で使用されるようになってきた。これに伴い、ロボッ

トの動作教示の効率化が望まれているが、教示法として今後の主流となるのが、オフライン

でのプログラミングである。

また、学校教育の場でも、ロボットのプログラミングに関する講義と実習が行われるよう

になってきたが、ロボット実機は、金額・スペースの問題等で多くは設置できないのが、現

状である。

そこで、本研究では、パソコン上で動作するロボットのシミュレーションプログラムを製

作することにより、ロボット言語の教育に使用できるようなロボットトレーナを開発 し、そ

の有効性 を検討 した。

モーダル解析法の実用化研究

――振動機械における応力挙動シミュレーションの研究――

技術第一科

帥石田衡器製作所

月瀬 寛二 河村安太郎

岡野  公祥子田 尻

機械構造物の最適化設計の一手段として、実験的な面からはモーダル解析が、数値計算の

面からは有限要素法による構造解析が研究され、進展 しつつある。これらの手法を広く普及

誉せることが今後重要になると考えられるので、実用化の観点から研究に取組んでいる。

本研究では、事例としてリエア型フィーダ (オ ンレイティングコンベア)を取 り上げ、こ

のような構造物の動特性を設計段階で把握する方策の確立を目指 している。その一環として、

本年度は、(1)ス テンレス製 トラフの破れ事故の有限要素法解析と応力測定による原因追及、

(2)ト ラフのモーダル解析 と補強棒 を取 り付けた場合の効果の検討、(3)モ ーダル解析結果 (実

験結果)と 有限要素法解析結果 (計算結果)の整合性を取る上でのモデリング法の検討、な

どを行った。
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赤外レーザを用いた距離計測システムの試作

技術第一科  河 村 安太郎

無人搬送車などの知能化には積載型の距離計測システムが必要であるが、数メー トルから

数十メー トルの範囲を正確に測定できるものがない。そこで、三角測量方式による距離計測

において、計測可能な距離を延ばす方策を探るため、赤外レーザとPSD(半 導体位置検出

素子)を用いた距離計測システムの試作を行った。距離の延長や精度向上は今後さらに検討

せねばならないが、数メー トルまでの距離における計測精度、技術上の問題点やその対策法

などを検討 した結果を報告している。

高分子複合材料の非破壊による評価試験技術に関する研究

一―促進耐候試験及び冷熱サイクル試験を行つたABS射出

成形板の劣化具合いの超音波探傷装置による評価について一一

技術第二科  井 上 栄 一

高分子複合材料の非破壊評価技術が確立されれば、より多様な分野で材料が利用されるよ

うになり製造メーカーにとって有益であると考えられる。なかでも超音波による評イ面法は応

用範囲も広いといわれ早期の技術的確立が望まれている。本研究では物質変化の伴 う場合の

力学特性値変動の指針 として一般的な超音波特性値が使用できるかどうかを明らかにするた

め、射出成形板 (ABS HIPS)の促進耐候試験、冷熱サイクル試験を行い、これら劣化の作

用を与えた試験片について、超音波探傷装置 (直接接触探傷法を用いた)な らびに超音波厚

さ計を用い、超音波減衰量と超音波伝播速度を測定した。以上の結果と引張 り特性などとの

関係より、超音波による評価法の有効性を検討 した。

ガラスクロス強化エポキシ樹脂のミズリングに関する研究

――ガラスクロス強化エポキン樹脂の急激な加熱による

ふくれ現象の発生原因について一一

技術第二科  那 須 喜

電子部品の組立て基板などに用いられるガラスクロス強化エポキシ樹脂はハンダ付けなど

の急激な加熱によりふくれ現象を起こす事がある。これは、ミズリングあるいはブリスター

と呼ばれ、その発生原因の一つには外部からの水の浸入があると考えられている。前回の研

究では、煮沸による促進試験により力学的強度が著しく低下する事がわかつた。そこで今回

は水の浸入過程を解明するため、煮沸する水に種々の物質を添加 してその浸入状態を調べた。
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炭素繊維強化エポキシ樹脂 (CFRP)の“ぬれ性"に 関する研究

―― ピッチ系炭素繊維の酸化表面処理およびサイジング処理が

CFRPの力学的性質におよぼす影響について一―

技術第二科  山 中 仁 敏

現在使用 されている炭素繊維強化エポキシ樹脂 (CFRP)の 強化材であるPAN系 炭素

繊維の代 りとしてピッチ系炭素繊維が使用 されようとしているが、このピッチ系炭素繊維 と、

マ トリックス樹脂 との接着性 (ぬ れ性)がCFRPに どのように影響するかはほとんど解明

されていない。 そこで、“ぬれ性"向上 を目的 として行われる酸化表面処理およびサイジング

処理が、ピッチ系炭素繊維で強化 したCFRPの 力学的性質におよばす影響について調べた。

即 ち、引張弾性率の異なる3系列のピッチ系炭素繊維について、(1)無処理の糸 (以後、無処

理系 とい う)(2)酸化表面処理 を行った糸 (以後、表面処理糸 という)(3)酸化表面処理 を行った

後サイジング処理 を行った糸 (以後、サイジング糸 という)の 3種の処理 を施 した計 9種類

の繊維 を強化材として一方向CFRPを 作成 し、それらについて層間せん断試験 (ILLS)
と曲げ試験 を行った。

その結果、層間せん断強 さ、曲げ強 さとも3系列の繊維でほぼ同様 に、表面処理糸は無処

理糸に比べ明らかに強 さの増加が認められたが、サイジング糸は表面処理糸 に比べ明確な変

化が認められなかった。

セラミック溶射被膜の耐熱衝撃性向上に関する 2・ 3の要因について

技術第二科  西内 廣志

カオス・ハイテク協同組合

今西 康博

種岡 一男

最近、金属材料の表面にセラミックを溶射 し耐熱性、耐摩耗性を向上させる複合化技術が

進展 している。しかし、金属とセラミックの接合は、素材間の熱膨張係数が大きく異なるた

め、熱衝撃によってセラミック層が剣離するという問題がある。

そこで、本研究ではセラミック溶射被膜の耐熱衝撃性を向上させるため、基材 (冷間圧廷

鋼板)と セラミック溶射層との間に、下地溶射 (溶射材としてNi― Cr系、Ni一 Al系 の 2働

を施 し、熟衝撃試験 を行ってその効果を検討 した。その結果、下地溶射を施すことによって

セラミック溶射被膜の耐熱衝撃性が向上 した。なかでも、Ni一 Crの下地溶射はセラミック溶

射被膜の耐熱衝撃性をよリー層向上させることがわかった。
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高圧を利用した食品の加工・保存技術の開発に関する基礎研究

技術第二科  松 本   正

最近になり、3000気圧以上の高圧を与えると、タンパク質は変性凝固し、デンプンはα化

すること、また、微生物や寄生虫を死減させるということが明らかになった。さらに、高圧

は我々の “からだ"に とって有用なビタミン類を分解 しないということもわかってきた。 そ

こで、この高圧 を食品の加工・保存技術 として応用することを目的に、微生物や牛乳、 しよ

う油、鶏卵、ブラックバス等各種食品を高圧で処理 し、生菌数、色の変化、生成ゲルの物性

等 を検討 した。

その結果、微生物、■乳、しょう油においては圧力の増加とともに生菌数は減少した。し

かし、その割合は菌の種類や食品によって、異なった。また、加圧により生成するゲルは加

熱により生成するゲルと比べると、やわらかいが弾力性があり、しなやかであることからこ

の性質を生かした新製品の開発が期待できそうである。

食品加工工場からの高濃度糖廃液の処理に関する研究

技術第二科  矢 田   稔

琵琶湖産の佃煮加工工場から排出される糖廃液 (調味液)は、糖濃度が高い (4009/ゼ)ば

かりでなく、数パーセントの食塩を含み、加工工場でもその処理 に苦慮している。そこで、

その高濃度糖廃液の処理および利用方法を確立するため、酵母による処理試験と限外ろ過膜

によるろ過試験を行つた。

その結果、酵母にみる処理では、Saccharomyces uvaram(IFO-0565)に よる連続処理

で、大部分の糖の消費とCOD除去率約70%が認められた。また、ろ過試験では色素除去率

86%(分画分子量10,000の 膜)、 97%(同 1,000)と いう結果であり、再利用可能な液が得ら

れた。
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県内産漬物の味に関する調査報告

技術第二科  矢 田   稔

重要な農産加工品である県内産漬物は京漬物の影に隠れ特色が出しきれていない。そこで、

県内産漬物の品質向上を図り、近江の漬物としてその特色を出すための基礎資料を得ること

を目的に、県内産袋詰め漬物について呈味成分を主に分析 を行った。

その結果、pHは 3,79～ 4.61、 塩化ナ トリウムは1.7～ 7.1(平均4.4)%で あった。また、有

機酸は、乳酸 (～10.00m9%)、 酢酸 (～ 10,00m9%)、 リンゴ酸 (～ 4.50m9%)、 クエン酸 (～

350m9%)等 が検出された。

デザイン手法の高度化に関する研究

――デザインソフトの開発について一―

技術第二科  野 上 雅 彦

今日、CADの普及には著 しいものがあり、デザインの世界に於ても様々な分野での利用

が拡大されつつある。消費者ニーズの多用化により多品種少量生産が要求される今、デザイ

ン作業の合理化の為のみならず、コンピュータの利用により初めて可能となる倉J造や表現こ

そ、これから押 し進めて行 くべき課題であろう。そこで、当センターでもCADを積極的に

取 り入れていくことにより、デザイン手法の高度化をはかり、県内企業のデザイン指導への

応用と共に、中小企業自身へのCADの指導および導入を促進 していく。

そのために本年度では、当センター設置のホス トコンピュータとCAEソ フトを用いてC
ADの実践 を行 うことで、コンピュータのデザインヘの利用時における特性 を把握 し、これ

から本研究を進めて行 くに当たっての指針を得ようとした。
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(3)共同研究および研究生受託

① 共同研究

② 研究生受託

担 当 科期 間研  究  テ マ機 関 名

技術第一科62.10:20-63.3 .31爛石田衡器製作所
振動機械における応力挙動シミュレーションの研

究

技術第一科62.11.1～ 63.7.31
プラスチック立体構造体の最適設計シミュレーシ

ョンの研究

タキロン爛

八日市工場

技術第一科63. 1 .6^ψ 63.12.31草 津 電 機 爛
コンピュータシミュレーション (有限要素法)に

よる誘導電動機の磁界解析 と特性解析の研究

技術第二科62.12. 1^ウ 63.10.31
カオスツ イヽテク

協 同 組 合
セラミック溶射の研究

技術第二科62.4.1～ 63.3.31エアコンの防カピ技術の研究
松 下 電 器 帥

エ ア コ ン 回

担 当 科期    FHl機 関 名 研  究  テ マ

技術第二科62.6.15‐ヤ63.12.31生物制御による物質の保存に関する研究
僻 ネ オ ス

中 央 研 究 所
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14)研究発表および特許申請

① 学会口頭発表

② 研究成果普及講習会

③ 特許出願

発明の名称 :「 コンピュータヘの 3次元入力装置」

出 願 日 : R召和62年 10月 16日

発 明 者 :技術第一科  池 田 滋 亜

発 表 題 目 主 催 機 関 会   場 月 日 発  表  者

カラー画像処理 を用いたプリ

ント基板検査の自動化に関す

る基礎的研究
日本自動制御協会 大阪OMMビ ル 7 . 23

桜 井  淳

河 村 安 太 郎

井 上 嘉 明

渡 郡  透(研究が与)

3次元入力装置の試作

――オフライン・ロボット・

ティーチング・システムの開

発のために一―

同  上 同  上 同 上

池 田 滋 亜

河 村 安 太 郎

井 上 嘉 明

井 上 紘 ― (研究参与)

3次元空間教示における3次

元入力装置の利用
計測自動制御学会 同  上 10. 27

池 田 滋 亜

笠 原 民 良 (京大・工)

井 上 紘 ―(研究が与)

題 目 会    場 月 日 参  加  者

プリンター共用装置の開発 工業技術センター 7・ 14 12 企 業
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(5)当所汎用コンピュータ (日 本アイ・ビー・エムlk14361型)の 多目的利用

備 考課 題 概 要

所 内 開 発

(詳細は昭和62年度

研究報告に技術開発

ノー トとして掲載)

設備機器使用と依頼試験の利用状況を分析す

るための統計処理 システムを開発 した。このた

めに、県内約4,000事 業所の名称、住所、業種、

規模などが入ったデータベースを持っている。

設備機器使用や依頼試験の申請時にその内容

を端末装置から入力する。出力としては、月別

の利用状況のみならず、地域別、業種別、事業

所規模別、事業所別、機器別、使用目的別など

15種類の利用統計情報 を得ることができる。

試験分析機器の利用状況

統計分析 システムの開発

と運用

所 内 開 発63年度から、技術相談や技術指導の記録 (事

業所名、相談内容、対応方法など)を コンピュ

ータ処理することを計画中で、62年度は記録カ

ードのコンピュータヘの入カプログラムを作成

した。相談・指導記録の統計分析システムの開

発は63年度に行う予定である。

所

内

管

理

業

務

相談・指導記録のコンピ

ュータヘの入カプログラ

ムの開発

帥石田衡器製作所と

の共同研究

(詳細は昭和62年度

研究報告に掲載)

オシレティングコンベアのような振動機械の

設計を、コンピュータシミュレーション (有限

要素法解折)と モーダル解析法 (実物の振動モ

ー ドの測定法)を併用 して、合理的・経済的に

行 う方法を研究する。

振動機械 における応力挙

動シミュレーションの研

究

タキロン佛八日市工

場 との共同研究

プラスチック立体構造体などのような複雑な

形状の構造体の設計を、コンピュータシミュレ

ーションにより、局部的な応力集中の有無を調

べるなどして、短期間に合理的 。経済的に行 う

方法 を研究する。

プラスチック立体構造体

の最適設計シミュレーシ

ョンの研究

草津電機帥 との共同

研究

電動機に代表される電気機器の設計を、コン

ピュータシミュレーションにより磁界解析や特

性解析をするなどして、短期間に合理的 。経済

的に行う方法を研究する。

コンピュータンミュレー

ション(有限要素法解析 )

による誘導電動機の磁界

解析 と特性解析

(詳細は昭和62年度

研究報告に掲載)

コンピュータグラフイックスを利用 したデザ

イン手法について研究 している。 62年度は、

立体モデルをコンピュータヘ入力し、コンピュ

ータ内で彩色や隠影などを施 して表示するソフ

トウエア (ソ リッドモデラー)を使って、浮世

絵 (写楽の役者絵)の立体表示や事務用品のパ

ッケージF口刷デザインなどを行った。

研

究

業

務

コンピュータグラフイッ

クスを利用 したデザイン

の研究
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(6)職員の専門技術研修

科 氏    名 派  遣  先 期 間 研 修 内 容

技

術

第

科

桜 井   淳

同   上

同
　
　
同

　

　

　

同

　

　

　

同

上

　

　

上

上

上

池 田 滋 亜

同   上

同 上

同

　

　

同

上

上

月 瀬 寛 二

同   上

同 上

日 本 電 気 佛 (大阪市)

日本自動制御協会

第 1回 インテリジェント

FA研究会 (大阪市)

日 本 電 気 伽 (大阪市)

中 小 企 業 事 業 団

中小企業大学校 (東京都 )

日 本 電 気 帥 (大阪市)

日 本 電 気 帥 (大阪市)

日 本 電 気 帥 (大阪市)

日本自動制御協会

第 1回 インテリジェント

FA研究会 (大阪市)

日 本 電 気 帥 (大阪市)

同 上

中 小 企 業 事 業 団

中月ヽ企業大学校 (東京都)

日本機械学会 (東 京都)

仰 東 陽 テ ク ニ カ

日本アイ・ ビー・エム仰

(大阪市)

6. 3～ 6. 5

7. 23

9. 8～ 9.10

11.  5～ 12.  3

2. 15

3. 28-3. 30

7

7. 23

8. 5～ 8. 7

9, 18

2. 1～ 2. 26

5, 20^ψ 5。 22

１

　

　

　

４

デバイスセ ミナ(Cコ ンパイラ)

ファクトリー・オー トメーション

について

デバイスセミナ (32ビ ットマイコン)

中小企業技術指導員研修

メカトロニクス lヶ 月コース

デバイスセ ミナ

(並列演算用マイコン基礎コース)

デバイスセミナ

(並列演算用マイコン応用コース)

デバイスセミナ

(並列演算用マイコン基礎コース)

ファクトリー・オー トメーション

について

デバイスセ ミナ

(オ ムニネットコントローラ)

デバイスセミナ(ゲートアレイ)

中小企業技術指導員研修

情報ネットワークlヶ 月コース

モード解析とその効果的利用方法

講習会

モーダル加振セ ミナー

先進情報システムセ ミナー
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期 関 研 修 内 容科 氏    名 派  遣  先

7. 17

9。  1～ 9。  3

29

6. 19-6 20

10. 14～ 10. 16

2. 19‐-2. 20

6 . 30

3. 23～ 3 25

デバイスセ ミナ

(並列演算用マイコン基礎 コース)

デバイスセ ミナ

(並列演算用マイコン応用コース)

デバイスセミナ

(ICメ モリの応用)

レーザ光線安全講習会

オプ トエ レク トロニクス技術 につ

いて

同 上

同 上

同 上

電子技術 と自動化について

ファク トリー・オー トメーション

について

新型電力用半導体デバイスについ

て

デバイスセ ミナ

(メ カ トロ用マイコン)

技

術

第

科

川 崎 雅 生

同   上

同 上

河 村 安太郎

同 上

同 上

同 上

同   上

井 上 嘉 明

同   上

同

　

　

同

上

　

　

上

日 本 電 気 爛 (大阪市)

同 上

同 上

日 本 電 気 爛 (金沢市)

大 阪 工 業 技 術 試 験 所

工業技術連絡会議

第 3回 オプ トメカ トロ

研究会 (つ くば市)

工業技術連絡会議

第 4回  オプ トメカ トロ

研究会 (長野市)

工業技術連絡会議

第 5回  オプ トメカ トロ

研突会 (東京都)

大阪市立工業研究所

日本自動制御協会

第 1回 インテリジェント

FA研究会 (大阪市)

パワーエレクトロニクス

研究会 (大阪市)

日 本 電 気 側 (大阪市)

7. 1～ 7. 3

7. 13～ 7. 17

CAEDSソ リッドモデラー研修

デザイン行政研修

野 上 雅 彦

同   上

日本アイ・ピー・エム懺

(大阪市)

通商産業省

通商産業研究所 (東京都 )

技

術

第

二
科
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期   間 研 修 内 容科 氏    名 派  遣  先

技

術

第

科

野 上 雅 彦

同   上

同

同

同

同

上

上

上

上

那 須 喜 一

同   上

同

　

　

同

上

　

　

上

井 上 栄 一

同   上

同 上

山 中 仁 敏

同   上

同 上

松 本   正

国際デザインフォーラム

'87(高山市)

コンピュータグラフイッ

クスシンポジウム'87

(大阪市)

国 際 デ ザ イ ン 展 '87

(大阪市)

ハイテクノロジーアー ト

展 (大阪市)

大 阪 デザイ ンフェダ88

地域 デザ イ ン会謂 88

(松本市)

大 阪 工業技術 試験 所

滋賀県企画郡情報統計課

大 阪 工 業 技 術 試 験 所

大 阪市 立 工業研 究所

大 阪 工 業 技 術 試 験 所

東 洋 精 機 帥 (大阪市)

滋賀県立機械金属工業指導所

日本アイ 。ビー・エム伽

(大阪市 )

帥 日立製作所(日 立市)

大 阪市 立工 業研 究所

中国工 業技術 試験 所

(呉市)

10. 8～ 10, 10

10. 24

11, 13

2. 16

3. 10～ 3. 11

6. 30

7. 14～ 7. 30

(延べ 8日 間 )

11. 20～ 12. 14

(延べ10日 間 )

2. 17

6. 22～ 7. 30

(延べ 15日 間)

10. 23

6 . 24

8 , 23‐ヤ8, 28

2. 18

6. 14…-6. 20

最近のデザインの動向について

同 上

同

同

同

同

上

上

上

上

修研グン

△
ム
　
　
　
　
ミヽ

演
　
　
ラ

講
　
　
グ

料
　
　

ロ

材
　
　
プ

子
　
　
ル

分
　
　
ボ

一局
　
　
　
コ

熱分析技術研修

新素材の分析評価技術について

高分子材料力学測定研修

ウェザメータ講演会

cAD技 術について

樹脂流動解析プログラムについて

核磁気共鳴装置講習会

新素材の分析評価技術 について

バクテリオファージ取 り扱い技術

研修
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研 修 内 容派  遣  先 期    間科 氏    名

バイオテクノロジーについて

同 上

バイオリアクターセミナー

バイオテクノロジーについて

バイオリアクター利用技術につい

て

バイオテクノロジーについて

新素材の分析・評価技術について

電子顕微鏡講習会

複合材料について

大 阪 市 立 工 業 研 究 所

国際バイオテクノロジー

工業技術院 微生物工業

技術研究所 (つ くば市)

岡山県工業技術センター

大 阪 市 立 工 業 研 究 所

近畿バイオセ ミナ ね

FUKUI  (福 井市)

大 阪 市 立 工 業 研 究 所

僻 堀 場 製 作 所
(京都市)

工業技術院 機械技術

研究所   (つ くば市)

7 . 21

10. 12～ 10. 15

11. 20～ 11. 21

2. 19

9 . 30

11. 24-11. 25

16

7. 3

11. 26-11. 27

技

術

第

二

科

松 本   正

同

　

　

同
　
　
同

上

　

　

上
　
　
上

矢 田 稔

同

　

　

同

上

　

　

上

西 内 廣 志

同   上
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5B広報・情報提供

(1)科学技術振興プラザの開催

産・学・官の交流機会の倉J出 と科学技術の啓発普及を図ることを目的に滋賀県科学技術振興

プラザを(財)滋賀県工業技術振興協会に委託のうえ実施 し、250名 に上る参加を得ました。

(詳細は、協会事業概要の⑦プラザ開催事業を参照下さい。)

(2)刊行物の発行

① 技術情報紙「テクノネットワーク」

工業技術センターの活動報告、試験研究機器紹介

をはじめ最新の技術情報から技術の基礎知識まで広

範な工業技術に関する情報を提供するため発行 し、

県内企業の経営者、研究者、技術者および関係機関、

団体等に配布しました。

O発行  年 3回 (7月 、12月 、3月 )VOL、 6～ 8

OttБ数  各1,800部                     テクノネットワーク

② 業務報告書の創刊

工業技術センターの業務活動報告の年報的なものであり、昭和60年 7月 の開所から昭和62

年 3月 までの技術相談・指導、試験分析等の事業実績、研究開発成果をわかりやすく解説す

るとともに、当報告書の創刊号として、工業技術センターの設置目的および昭和50年代半ばに

さかのぼる設置までの経締を詳細を掲載のうえ発行し、主に関係行政・研究機関に配布しました。

O発行  9月
O部数  600部

③ 研究報告書の発行

県内企業への技術移転を目指 した応用研究を主軸に、併せて先導的研究も実施するという

内容の「工業技術センター研究指針」にもとづき、この方向に沿ってメカトロニクス応用の

自動生産化システムの研究、複合材料の評価に関する研究等に着手したところですが、これ

ら研究成果を広 く県内企業に普及するとともに、技術指導等の基礎資料としての活用を図る

ため、研究報告としてとりまとめました。

発行  9月
吉[数   200音 [

④ そ の 他

「工業技術センターパ ンフレットふ「利用の手引」、「↓旨導制度案内」を作成しました。

(3)展   示

滋賀県技能フェアヘの出展

ミ優れた技で豊かな未来ミをテーマに昭和62年 12月 5日 tLl～ 6日 lR)の 2日 間大津市におの浜の

綾羽工業会館で開催されました「第 3回技能フェア」に県立試験研究機関 4機関 (工業技術セ
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ンター、信楽窯業試験場、繊維工業指導所、機械金属工業指導所)がそろって出展 しました。

この技能フェアは県内企業等の教育訓練を振興 し、労働者の職業能力の開発向上を促進する

とともに技能尊重気運の高揚を図り、あわせて産業の発展に寄与することを目的として開催さ

れたものです。本県工業技術振興の拠点をめざす当センターも県内企業の技術開発力と倉J造力

を養い、産、官の交流機会の倉J出 と広 く県民に科学技術の普及啓もうを促すため、日頃の研究

成果や先端試験研究機器を展示し、 2日 間で12,500人 におよぶ見学者に「地域に開かれた工業

技術センター」をFP象強 く受けとめていただくことができました。

主要出展物

赤外線放射温度計

コンピュータグラフィックス

立体TV
電子顕徴鏡写真 (セ ラミックス溶射表面)

技能フェアでの展示

141 工業技術情報資料等の収集・提供

工業技術に関する図書、雑誌および資料を備え、県内企業からの閲覧に供するための体制整備

に努めました。

現在の蔵書 国内図書   約4,900冊

国内雑誌   約40種

日本工業規格  (全部門)

日本科学技術情報センター JOIS
日本特許情報機構     PATOLIS
※滋賀県工業技術振興協会にて運用

(5)見学者等の対応

開設以来、施設、機器、運営等について、海外を合め県内外から技術者・経営者・行政関係者

等の多数の調査、見学者があり対応をしています。昭和62年度の見学者等は2,672人でした。

※

オンライン

サービス
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6日 (財)滋賀県工業技術振興協会の活動

(1)協会の概要

名  称

所 在 地

電話番号

設  立

目  的

財団法人滋賀県工業技術振興協会

滋賀県栗太郡栗東町上砥山232番地

0775--58--1530

昭和60年 3月 26日

この法人は、工業に関する技術者の育成、情報の収集および分析力の強化、交

流機会の倉J出等の技術開発基盤の強化を図ることによって各企業の技術水準の向

上に寄与 し、もって県内工業の発展に資することを目的としています。

主な事業

・ 工業技術者の人材育成に関する事業 (技術研修事業)

・ 工業技術情報の収集。提供に関する事業 (情報端末機利用によるジヨイス・パトリスの検索等)

・ 工業技術の普及および交流促進に関する事業 (科学技術セミナー、技術交流プラザ等の開141

・ 工業技術の研究開発の推進に関する事業

・ その他目的を達成するために必要な事業

(2)沿   革

滋賀県の工業は昭和30年代後半からのいわゆる高度経済成長に加速されながら、全国平均を

上回る急速な発展をみせました。県外企業の立地により従来の地場産業的なものからメカトロ

ニクスを中心とした加工組立型産業が中心となりましたが、技術革新の波は急速であり、それ

らの対応が本県の大きな技術的課題ともなりました。今後技術立県としての地位を確立するた

め、総合的な試験研究機関としての滋賀県工業技術センターの建設に伴い、人材育成、技術 。

人的交流、情報の収集・提供 といったソフト部門を受持つ(財)滋賀県工業技術振興協会の設立

が企画され、昭和60年 3月 26日 に発足 しました。

昭和60年

3月 26日 滋賀県と経済 6団体が母体となり、 (財)滋賀県工業技術振興協会を設立。

4月 1日 事務局職員 2名 で業務を開始。以降 6月 1日 に1名、 7月 1日 に常務理事兼事

務局長を加えて、 4人体制を確立。

5月 13日 第 1回運営委員会を開催。

5月 31日 第 1回理事会を開催。

7月 15日 異業種交流グループ「昭和60年度滋賀県技術交流プラザ」発足。

7月 18日 第 1回 日の技術研修専門部会を開催。

8月 1日 (特 )日 本科学技術情報センターおよび(財)日 本特許情報機構 とのオンライン化

を図り、情報検索業務を開始。

9月 9日  第 1期技術研修を開始。

9月 13日 第 1回科学技術セミナーを開始。

昭和61年

4月 1日 本年度の業務として技術研修 8講座10コ ース、科学技術セミナー10回、ジョイス・
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パ トリス情報の検索等を開始。

4月 11日  本年度の異業種グループが「カオス60」 の名称のもとに任意団体として発足。

5月 23日  「昭和61年度滋賀県技術交流プラザ」発足。

10月 19・ 25日 工業技術センター、工業技術振興協会開設 1年の記念事業として「滋賀県

科学技術振興プラザ」を2日 間にわたり開催。

昭和62年

4月 1日

5月 27日

6月 1日

8月 19日

9月 19日

昭和63年

1月 19日

本年度の業務として、技術研修12講座、科学技術セミナー 8回、ジョイス・パ

トリス情報の検索を開始。第 2期 目の技術交流プラザが「テクノス61」 として発

足。

第 3期 目の「滋賀県技術交流プラザ」発足。

異業種交流グループ「カオス60」 が「カオス・ハイテク協同組合」を設立。

科学技術セミナーの延べ参加者、2,000人 を超える。

科学技術振興プラザで初の異業種企業合同展示会を開催。

技術研修の延べ受講者、500名 を超える。

科学技術セミナー

(3)組   織

交 流 担 当

(係長茉務 )

当
ナ

担
名

修

１

研
く

情 報 担 当

(1 名 )

理 事 長

副 理 事 長 理 事 会

運営委員会
常 務 理 事

(兼)事務局長

技術研修専門郡会

係    長
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(4)事業の概要

昭和62年度は協会設立後、第 3年目にあたり、従来の運営体制と事業内容の基盤造りから一

歩進め、事業の多様な展開と内容の充実を図ってきました。技術研修の新講座の開設や科学技

術セミナーの各地域での開催など、積極的な取 り組みを進めてきました。

さらには、技術陪報・特許情報に関する検索業務の積極的な推進および異業種交流事業を進

めて行 くなかでの異業種交流連絡協議会の設置ならびに科学技術振興プラザの開催等を行って

きました。

①理事会、運営委員会の開催

開  催  日 会  議  名 議 題

年

日

和

月

昭

５

△ム
耐叫

事

１

理
彿

昭和61年度事業報告および収支決算につき承認

を求めることについて

組織規定および事務処理規程の変更につき承認

を求めることについて

役員の任期満了に伴 う後任役員の選任を求める

ことについて

第 1号議案

第 2号議案

第 3号議案

昭 和 62年
7月 15日

会

耐

事

２

理

彿

役員の辞任に伴 う後任役員の選任 を求めること

について

理事長および副理事長の選任 を求めることにつ

いて

常務理事 を選任するにつき同意 を求めることに

ついて

第 4号議案

第 5号議案

第 6号議案

昭 和 63年
1月 11日

運 営 委 員会 ・昭和62年度の事業経過について

,昭和63年度の事業計画について

。「滋賀県工業技術振興基金」造成募金の推進について

(中間報告)

年

日

和

月

昭

３

会

動

事

３

理

悌

第 7号議案  昭和62岸度収支補正予算につき議決を求める

ことについて

第 8号議案  昭和63年度事業計画および収支予算につき議

決を求めることについて

年

日

和

月

昭

３

△ム
耐叫

事

４
理
悌

第 9号議案  昭和62年度収支補正予算につき議決を求める

ことについて

②技術研修専門部会の開催

開 催  日 増市    F] 内 容

年

日

和

月

昭

６

工業材料部門

電子機械部門

・昭和62年度技術研修計画について

(日 程、講師、運営方法等)

年

日

和

月

昭

Ｈ

食 品 部 門 昭和62年度技術研修計画について

(日 程、講師、運営方法等)

年

日

６３

５

和

月

昭

２

工業材料部門

電子機械部門

。昭和63年度技術研修計画について
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③ 技術研修事業

前年度の講座に「電気通信講座」「自動化省力化技術入門講座」を加えるとともに32日 間

にわたる長期間のメカトロニクス講座を2講座に分割することにより、受講しやすい体制に

し、年間12講座の研修を開催しました。

12講座に対する受講者の企業規模の平均は、おおよそ大企業40%、 中小企業60%の割合で、

前年度より若干、大企業の比率が増加 しています。

また、受講者の地域別の割合をみると、湖南が過半数を占め、次いで甲賀、中部となって

います。

技術研修実績

企業規模別受講者数

時間数受講者 日 数講 座 名実 施 年 月 日

日

9

間

３

時

３

名

２４62.5。 11～ 6.2

1818最近のセンサ技術講座62,6.16～ 6.22

11 371962.6 .27-7 .20

3620 11技術管理者のためのパソコン講座62.6.1～ 6.30

231162,7.14～ 7.31

3617材料表画処理技術講座62.8.18-10.6

14 492462.9.22～ 11.5

63161962.11.9～ 12.25
メカトロニクスーⅡ

(応用コース)

252562.11.19～ 12.24

262263.1 .19～ 2.12 プラスチック応用技術講座

1931食品技術講座63.2.3～ 2.23

221463.2.26～ 3.4

387244 10312講 座計

計中 小 企 業 そ の 他大 企 業区  分

244名9名94名 141名受 講 者 数

100,03.757.8比 率 (%) 38.5
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地域別受講者数

パソコン講座

④ 技術情報収集・提供事業

県内企業が求める技術情報「 JOIS」 と特許情報「PATOLIS」 の利用状況は、わ

ずかであるが増加 しました。

また、ジョイス・パ トリス利用のパンフレットや情報紙「テクノネットワーク」を発行す

るなど、当協会と工業技術センターが一体となり、技術情報の提供に努めました。

情報検索

区  分 湖  南 甲 賀 中 部 湖  東 湖 】ヒ 湖  西 その他 計

受講者数 139名 49名 33名 12名 8名 2名 1名 244名

比率 (%) 57.0 20.1 13.5 4,9 3.3 0.8 0.4 100.0

J01S 利 用 状 況 PATOL I S  不J用 】犬ヱ兄

年   月 件  数 利用時間 年   月 作  数 利用時間

62 4
件 分

62
件

4
分

5 16 5 30

6 44 6 19

7 42

8 26 8 52

9 9 16

10 10 41

11 91 11 11

12 33 12

63 1 63 77

2 13 427 2 4 37

3 182 3 100

小   計 33 880 小   計 31 469

合   計 64T4   1,349う }
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情報紙の発行

部   数名 称発 行 年 月

1,800テクノネットワーク VOL.662

1,800テクノネットワーク VOL.712

1,800テクノネットワーク VOL.863

⑤ 技術。人的交流促進事業 (科学技術セミナーの開催)

科学技術セ ミナーは、話題性のある技術、先端的技術および将来期待される技術等につい

て、基本理論、応用への道筋、さらには実践的活用の実例をふまえて情報を提供 しました。

また、今年度は広域的な取 り組みとして、彦根市および長浜市でもセミナーを開催しました。

「超電導」や「技術‖H発」など興味深いテーマには多くの参加者を得ることができました。

今後の実施にあたっては、テーマの工夫や地域的な配慮等により、セ ミナー充実に努めてい

きます。

科学技術セミナー実績

が加者数師講ア マ回 年月日

名

43

武蔵工業大学講師

小山 粥雄

日本電気爛マイクロ波衛星通信 システム

本部 本部長代理

大迫 正彦

62.6 .19

0
電気通信 2題
・ニューメディアを支える

電気通信技術

・衛星通信 を支える電気通

信技術

13

78

名古屋大学工学部教授

山口 勝美

トヨタエ機佛第 5研究開発部長

鈴木  弘

精密加工技術 2題

・新素材の加工技術について

・超精密加工技術の現状と

今後について

14 62.7.21

州

141

京都大学工学部教授

岡田 隆男

関西電力爛滋賀支店電気課長

田村 和豊

・
・９
い

最近の技術開発の話題から

2題
・超電導技術の現状 と将来
。電圧 ショックによるコン

ピュータ等の変調とその

対策

15

78

工業技術院計量研究所力学部長

矢野  宏

佛山城精機製作所代表取締役

堀  信夫

技術開発の進め方

・効果的な技術開発 とその

方法
。中小企業経営における技

技開発 について

16 62.9.11

9

44

彦根市

開催

古河電気工業爛研究開発本部

技師長  根岸  朗

関西電力爛滋賀支店電気課長

田村 和豊

17 62.11,26

1Al

新素材の開発 とその実用
,新素材の開発 とその実用

化について
,電圧ショックによるIfm
器等への影響 と防止対策
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18 63.1 .20

17kl

情報の活用と企業戦略
・情報の活用事例について
・技術情報収集のためのネ

ットワークシステムにつ

いて

関西ビジネスインフォメーション帥研究
調査部長  加藤 敏夫

lel日 本科学技術情報センター大阪

支所長   増田 邦久 71

19 63.2.24
1/kl

技術開発 2題

・実践的技術開発のすすめ

方
・独創技術の新製品開発の

すすめ方

仰京都試作研究所

所長   中川 悟孝
爛エナジー 代表取締役

中村 恵宥

105

長浜市

開催

20 63.3.8
山

農業と工業の接点
・水耕栽培から植物工場ヘ

向けて

・水耕栽培プラント見学

京都府立大学農学部教授

並木 隆和

ヤンマーグリーンファーム琵琶湖見学
82

計 8  回 642

⑥ 技術交流事業

。昭和62年度滋賀県技術交流プラザ事業

前年度に引 き続 き県から委託 を受け、第 3番 目の異業種交流 グループを結成 して活動を開

始 しました。

今年度のグループは、湖北、湖西地域からの参加 もみられ、県下全域 にわたるグループと

なりました。

まずは互いに企業内容を紹介することから始め、技術的な課題 を議論 し、また宿泊研修の

実施で一層交流 を深めました。

会員間の情報交換、仕事の受発注、新 しい課題への取 り組み等、具体的な活動へ進みつつ

あります。

このグループも63年度から任意グループ「オラクル62」 として、新 しい活動 を開始するこ

とになりました。

滋賀県技術交流プラザ活動状況

年 月 日 内 容 実 施 場 所 参加著数 指 導 員

62.5.27体 )

く発表会〉
1.技術交流プラザの主旨について

2.技術交流プラザの運営について

3.役員の選出について
4.工業技術センター見学
5,新役員による幹事会

「工業技術センター」

栗東町

名

19
技術士

新庄秀光

62.6.ユ 仰 )～ 15偶 ) 企業概要調査 (ア ンケー ト)

62.6.24仰,

1.企業紹介

・株式会社松原鐵工所

・株式会社紫香楽製菓本舗
・湖北工業株式会社

2 企業概要調査中間報告

3.意義ある技術交流プラザとするために

「工業技術センター」

「魚新楼 J

栗東町

23
同  上
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24 同  上

(財)勤労福祉会館

「つがやま荘」

守山市

62,7.221al

1 企業紹介

・郷商事株式会社

・サン食品工業株式会社

・昭和工業株式会社

2.企業紹介総評  助言者

3.異業種交流グループ連絡協議会の設置ついて

4.宿泊研修について

2(全謂罷鉤妍101工業技術センター・栗東町628.3伸 ) 異業種交流連絡協議会推進委員会

2(劉隈効111)上同62.8 201■ l 異業種交流連絡協議会代表者会議

20 同  上

「石川県工業試験場」

「加賀友禅団地」

金沢市

「よしのや依緑園」

(山 中温泉)

石川県江沼郡
62 8 .261■ l

～27い )

〈宿ヤ白石升修)

(見 学)

1.石川県工業試験場

2.加賀友禅団地

(講演)

町著臀啓離 雹壕竃督呼Υγ鍵肇果」

(懇談会)

1.企業の諸問題と技術交流プラザの関わりについて

2.分科会のあり方について

2(全解効18)工業技術センター、栗東町62 9.91■ l 異業種交流連絡協議会推進委員会

2(全解効,9)同    上62.9,2И伊呻 上同

同   上 2(餌開動18)62.9.26tL) 上同

「工業技術センター」

「ザ・ウェルネス」

栗東町

「工業技術センター」

栗東町

(全体参加) 同   上

1.企業紹介

・旭計器工業株式会社

・八幡電工株式会社

・ユニーエ業株式会社

2.企業紹介に対する助言者コメント

3.(記念講演〉

(1)企業と倉J造性 千葉大学教授 多 湖  輝

(2)倍 (は たら)く よろこび

株式会社マンテン会長 横 田 辰 三

く異業種交流連絡協議会発会式〉

4.異業種交流 3グループの展示会(～ 10/2)

〔異業種交流グループ間交流市〕の開催

62.9 .29υ 芍

「ユニーエ業い」虎姫町

「湖北工業い」 高月町

「いタキヒョー」 ″

「濱湖月」   長浜市

20 同   上62.10.281al

(工場見学会)

1,ユニーエ業株式会社

2.湖北工業株式会社

3.株式会社タキヒヨー

62年度近畿プロック技術交流プラザ6211121■ l～ 131al

同  上

「帥市金工業社」車津市

「日本アームエ業帥」

甲賀郡石部町

1362.11121■ l

(工場見学会〉

1.株式会社市金工業社

2.日 本アームエ業株式会社

〈テクノス61と の合同例会)

1 各グループの活動報告

(1)テ クノス61

(2)技術交流プラザ

2.会員紹介

(1)テ クノス61

(2)技 術交流プラザ

「工業技術センター」

栗東町

62 12.91■ l
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3 交流体験発表

(1)技術交流

テクノス61

,株式会社中戸研究所

・株式会社シガMEC
・株式会社カンプリ草津

技術交流プラザ

・株式会社紫香楽製薬本舗

(2)商 ∴,I企画プールについて

4.効果的な異業種交流の進め方

「とらきち」

草津市

(全体参 同  上

63. 1～ 2
交流プラザアンケー ト・

感想文について(配布、回収)

63 1 201Al

1.「情報活用と企業戦略」

関西ビジネスインフォメーション株式会社

研究調査部長 加 藤 敏 夫

2.企 業 紹 介

・水ロエンジエアリング株式会社

・ワコースチール株式会社

・株式会社矢島製作所
。株式会社シンコーメタリコン

3 企業紹介の指導助言

4 連絡協議会行事について

5。 中小企業融合化施策について

6.技術交流プラザ全国大会について

「工業技術センター」

栗東町

17 同   上

63.2 121al

異業種交流連絡協議会

代表者・推進委員合同会議

(1)融合化施策 (2)現状と展望 (3)事 業

「工業技術センター」

・ 他     栗東町

3

(全体参

加13)

63.2 .171/kl

1(講演会〉

「研究開発と異業種交流」

株式会社ナード研究所 会長 荒 川 守 正

2 連絡協議会会議の結果報告

。融合化施策

・グループの現状 (カ オス60、 テクノス61)

。協議会63年度事業

3. アンケート中間集計による次年度への取り組みについて

4.分科会活動について

「工業技術センター」

栗東町

14

(全体参

加351

同  上

63.3.3体 )～ 4 1al 昭和62年度技術交流プラザ全国大会
東京農林年金会館

「ニューパストラル」東京都港区

県

参

賀

の
の

滋

ら
者

虫

か

加

63.3 .11.管 め 助言者打合せ会 「工業技術センター」栗東町 同  上

63.3 .18い け

1.企業紹介

・株式会社センサーテック

・株式会社明拓システム

2 技術交流プラザ全国大会報告

3.62年度技術交流プラザのまとめ

・アンケー ト集計結果

・感想文について

4.次年度への取り組みについて

・例会、分科会のあり方

・グループ名称の決定

・年会費について

・運営の方法について

「工業技術センター」

暗 勅 」

alHT

17 同   上
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●異業種交流グループ支援事業

当協会より誕生 したグループ、「カオス60」 「テクノス61」 の活動を支援 してきました。

「カオス60」 は技術交流プラザ第 1番 目のグループであり、異業種交流の成果として「カ

オス・ハイテク協同組合」を結成し、国の施策である融合化へ向けて積極的な取 り組みを開

始しています。

「テクノス61」 は技術交流プラザ第 2番 目のグループであり、「商品企画プール」の 3分

科公を中心として活動をおこなってきました。

⑦ 科学技術振興プラザ開催事業

産・学・官の交流機会の倉J出 と科学技術の啓発普及を図ることを目的として、科学技術振

興プラザを実施しました。

(日  時〉 昭和62年 9月 29日 (火)午前 9時～午後 5時

(場  所) 滋賀県工業技術センター

(内  容〉

記念講演会  「企業と倉J造性」

千葉大学教授 多 湖  輝

特別講演会  「拷 (1ま たら)く よろこび」

爛マンテン会長 横 田 辰 夫

科学技術映画の上映

「宇宙科学技術映画シリーズ」一未来へのたびだち―「科学と技術と人間と」

「コミュニケーション・その未来」

展 示 会

「異業種交流グループ間交流市」

出展企業数  技術交流プラザ62 16社

テクノス61    17社
カオス60     12社            計 45社

一 般 公 開

滋賀県工業技術センター主要機器の公開

音楽 による倉J造力開発セ ミナー

「′いの健康 と音楽」

CBSソニー・チーフディレクター

野村  章

(参加者)   250名

45

科学技術振興プラザの展示会



施設および設備の概要

1.敷地および建物

2.設備 。機器



1日 敷地および建物

所在地 滋賀県栗太郡栗東町上砥山232番地

電 話 0775-58-1500  FAX o775-58-1373

(1)案 内 図

大安家具
0

>

インターチェンジ

工業技術センター

◎JR不J用の場合

草津駅または手原駅下車

・帝産バス「 トレセン行 (東宝ランド経由)」 または

「六地蔵行」北の山下車徒歩………………………約 3分

・ タクシー

草津駅から……………………………………………約15分

手原駅から……………………………………………約 5分

◎自家用車利用の場合

。名神高速道路・栗東インターチェンジより………約 5分 (2.5km)

・ 国道 1号線上鈎交差点東へ…………………………約 8分 (3.5km)

N

Л

く

Ｆ

8

田山
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(2)配 置 図

土 地

至栗東インターチェンジ

国道 1号線

至信楽

建物

32,016ド (登記面積、実測面積33,224.71∬ )

うち緑地 19,000ポ

研究管理棟 (鉄筋コンクリー ト造 2階建一部 5階建 )

4,296ポ (一階床面積 1,987∬ )

実験棟 (鉄筋コンクリー ト造平屋建 。日本自転車振興会補助 )

693だ

別棟 (開放試験室)(鉄筋コンクリー ト造平屋建・国庫補助)

154ド

その他       254∬

別棟 排水処理

試験室

′

υ

0

一号線
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(3)建物見取図

3F

5F

2F

lF

車庫

食品加工

試作室

デザイン
エ作室

ラステッタ

製品開放

試験室

倉庫 および機械室

精密計測室
(技術第二科 )

研究室

(技術第一科 )機械室

光計測室
(財 )滋賀県工業

ホール

機械室

中研修室

(実 験 棟 )

振動試験室

熔接試験室

耐電圧試験室

熟処理試験室

材料強度試験室

研削加工室

切削加工室

塑性加工室

放電加工室

切断調整室

図書室

産
業

デ
ザ
イ

ン
室

会議室

情報提供室

大研修室

分析室

機械室
マイコン
実習室

食品実験室

蛍光 X線室 無機化学

分析室

ラミング室

食品機器

分析室

無菌室
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2B設 備 ・ 機 器

昭和62年度に取得 した機器等は次のとおりです。

名 規 格 数量 取得年月日

高 速 画 像 演 算 装 置 日本電気腑 PC-98XLmodel14外 一式 6″手7月 23日

高 速 自 動 旋 光 計 伽堀場製作所 SEPA-200 一式 6〆,7月 25日

分 光 蛍 光 光 度 計 爛日立製作所 F-3000 一式 6奔 7月 25日

二 次 元 画 像 処 理 装 置 シャープ棚 X-68000外 一式 6〆,8月 12日

演  算  ユ ツ     ト 仰エー・デ ィーエス PIP-4011シ ステム 一式 6〆手8月 20日

電気加熱式試験用加硫 プレス 安田精機製作所鶴 No.-196 一式 6奔 8月 20日

レ ー ザ ー 外 径 測 定 装 置 仰三豊製作所 LSM-1610GH 一式 6〆二8月 20日

超 音 波 水 浸 探 傷 用 付 属 装 置
日本クラウ トクレーマー・フェルスター棚
K-611136-S K-611136-WV 一式 6ノ手8月 20日

小 型 振 動 試 験 装 置 IMVtt VS-5006 一式 6〆,8月 20日

X線 回 折 用 試 料 高 温 装 置 理学電機伽 catNo.231181 NO.518811 二
式 6〆F8月 20日

輪 郭 形 状 測 定 機 爛三豊製作所 CB-81DP― A3外 一式 6必子10月 30日

写 真 機 日本光学伽 F3ハ イアイポイント 一式 62子10月 30日

光 ス ペ ク トル ア ナ ラ イザ ー アンリツ棚 M S 9001A l外 一式 6〆Fll月 30日

磁  気  テ プ 選書 リス ト 一本 6が子12月 5日

複 写 機
レトラセットジャパ ン伽
オムニクロム2000プ ロセッサ

一式 6〆F12月 7日

光 学 用 ハ ニ カ ム 定 盤 昭和サイエンス伽 ORE-2010-SH 一式 62子12月 14日

光 学 測 定 ユ ニ ッ ト 一式 6多子12月 14日

光 ・ 電 変 換 シ ス テ ム 一式 6多子12月 25日

ベ ル トコ ンベ ャ ー シ ス テ ム 一式 6y,1月 28日

重 力 加 速 度 衝 撃 試 験 機 伊藤精機佛 PED-400MR外 一式 6γ子1月 29日

三 軸 加 速 度 計 (AC電源付 ) 仰東陽テクニカ306Ao6 482A04 一式 6y子 1月 30日

重力加速度衝撃試験機補助板 伊藤精機伽 PEP-400MR 一台 6γ手1月 30日

X Yレ コ ダ 横河北辰電機佛 3022-11lTIME 一台 63年 2月 25日

伸 び計キャリブ レー ション装置 仰島津製作所 SL-25 一台 63年 3月 8日

精 密 恒 温 器 ヤマト仰 DH-2 一台 6y,3月 18日

回転テーブル(表面粗 さ測定器用) 東京精密伽 E―AT― S01C外 一式 6γF3月 18日

コ ン ピ タ ソ フ ト
アイ・ ビー・エム伽
5734-PL 3 5740-CB 1 5799-Bヽ VK 各一本 63イ li 3月 19日
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１

　

　

２

組織と職員の概要

機構および業務内容

職    員



lB機構および業務内容

工業技術センターは、総合的な試験研究、指導、研修等を実施するために、企画管理課、技術

第一科・第二科を設けています。そして、(財)滋賀県工業技術振興協会と連携を図りながら効果

的な活動を推進 しています。

企画管理課

管 理 係 (1)セ ンターの庶務に関すること。

(2)そ の他他の科および係に属 さない事項

企 画 係 (1)試験研究の企画調整に関すること。

(2)工業技術の情報および調査研究に関す

ること。

(3)工業技術振興協会に関すること。

(4)そ の他工業技術の振興に関すること。

所 長一一次
電子応用係 (1)電気・電子技術に関する試験研究およ

び指導に関すること。
技術第一科

職員数 21名

(夏籍1'そ)

機械応用係 (1)機械技術 に関する試験研究および指導

に関すること。

工業材料係 (1)工業材料に関する試験研究および指導

に関すること。

化学食品係 (1)化学および食品に関する試験研究およ

び↓旨導に関すること。

デザイン係 (1)産業デザインに関する研究および↓旨導

に関すること。

技術第
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2.職 員 名 簿

職員の異動

(昭和63年 3月 31日 現在)

職 名 氏  名氏  名 職  名 氏  名職  名

技 術 第二科技 術 第一科所    長 畑   信 夫

専  門  員 今 西 康 博科    長 斉 田 雄 介次    長 岸 本 正 一

工 業 材料係専  門  員 井 上 嘉 明企 画 管理課

西 内 廣 志
電子応用係長

(兼 )

井 上 嘉 明 主 査課 長 野 村 充 美

山 中 仁 敏主 任 技 師 川 崎 雅 生 技 師管理係長 (兼 ) 野 村 充 美

井 上 栄 一池 田 滋 亜 技 師主 査 中 西 洋 子 技 師

那 須 喜 一斉 田 雄 介 技    師)II尻 良 治
械

長

機

係

応 用

(兼 )

企 画 係 長

河 村 安太郎
品
荊

食

ぐ

学

長

化

係
今 西 康 博山 本 和 好 主 査主    査

矢 田  稔月 瀬 寛 二 主 任 技 師中 山 勝 之 主 任 技 師
所 付 係 長

((財)滋賀県工業み
術振興協会出向)

松 本  正櫻 井  淳 主 任 技 師西 川 哲 郎 技 師
所付主任技師
((財)滋 賀県工業jj

術振興協会出向)

デ ザ イ ン係

技 師 野 上 雅 彦

異 動 後 の 勤 務 先氏  名 在職期間前 職 名

県道路公社総務部次長三 上 淳 一
60, 4. 1～

62. 3, 31
企画管理課長

繊維工業指導所清 水   茂
60. 4. 1～

62. 3. 31主 任 技 師
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予 算 の 概 要

1.事 業 費

2.歳入 。歳出



昭和62年度事業費

歳  入

金   額概 要

円

1,000,000科学技術振興プラザ開催

54,4141818庁舎等管理運営費 (普及広報費を含む)

35,000,000工業技術振興基金の積立

28,807,124
(財)滋賀県工業技術振興協会への助成

99,886,246試験研究用備品等設備整備

30,621,461試験研究指導費

3,960,000研究企画調整費

9,192,500技 術 開 発 費

5,069,000技 術 指 導 費

3,601,465技術ア ドバイザーおよび巡回技術指導費

26,860,041工業技術センター施設整備基金への積立

117,317,772
件   費

415,730,427計

収 入 済 額 摘 要調 定 額科  目 予 算 額

試験分析機器等設備使用料  5
試験等手数料       1

円

０

０

５３

３８

円

6,919,850使用料及び
手 数 料

円

6,400,000

円

6,919,850

43,516,573
工業技術センター施設整備基金運用収入

工業技術振興基金運用収入43,517,000 43,516,573財 産 収 入

工業技術振興基金寄付金35,000,000 35,000,000寄 付 金 35,000,000

工業技術センター施設整備基金取 り崩 し99,886,246 99,886,246繰 入 金 100,081,000

185,322,669計 184,998,000 185,322,669
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歳  出

科 目

款 項 目 節
予  算  額 執  行  額 残   額

報   酬
円

1,560,000
円

1,560,000
円

報 償 費 580,000 580,000

旅   費 1,217,265 1,217,265

需 用 費 177,200 177,200

役 務 費 55,000 55,000

商

工

業

費

工
業

振
興
費

使用料及び
賃 借 料

12,000 12,000

小    計 3,601,465 3,6011465

報   酬 5,760,000 5,760,000

給   料 62,776,000 62,775,900 100

職 員 手 当 37,738,000 37,688,630 49,370

共 済 費 18,413,000 18,411,217 1,783

報 償 費 1,695,000 1,169,500 525,500

旅    費 4,042,000 3,977,347 64,653

需 用 費 52,417,000 52,359,430 571570

役 務 費 4,770,000 8,400

委 託 料 24,7221000 24,581,690 140,310

使用料及び
賃 借 料

35,452,000 35,278,551 173,449

備品購入費 75,425,000 75,424,107 893

負担金補助
及び交付金

28,050,000 28,046,949

積 立 金 61,861,000 61,860,041 959

中

小

企

業

費

工

業

技

術

セ

ン

タ

費

公 課 費 37,000 34,000 3,000

商

工

費

小    計 413,158,000 412,128,962 1,029,038

△
計 416,759,465 415,730,427 1,029,038
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1 設置の目的、機能、沿革

設 置 の 目 的

本県の工業は、昭和30年代後半から新規工場立地の進展に伴い大きく発展 してきました。従

来は繊維工業が中心でしたが一般機器、輸送用機器、電気機器等の加工組立型産業が中心を占

めるようになり、工業構造は大きく変化してきました。

こうした状況の中にあって、本県進出企業と在来中小企業間では技術水準の格差が大 きく、

また、企業間の連携・協力体制が十分でないこともあって、中小企業の技術力向上、支援体制

整備の要請は急激な技術の進歩に伴いますます強まり重要な課題となってきました。

これまで、県内には、地場産業の発展に機能を果たす機関はあっても、県内工業の全般的課

題に深 くかかわり、県内の工業に対して基盤的役割を果たす機関は未整備でした。とくに、本

県産業の主要な部分が高度で先端・先進的な技術を必要とする電子・機械・精密加工等の業種

に転換 してきたことや、これら業種や複合技術に関連する協力企業群の技術水準の向上が不可

欠となってきたことなどにより、今後とも本県産業の中核 となるこれら業界への技術力向上支

援体制を充実することが大切となってきました。さらに、こうした時代背景の中で、本県工業

の経営努力や行政施策のみでは対応し得ない状況にあり、企業相互間の連携や産 。学・官の連

携により、各分野に分散され個別に蓄積されてきた技術ポテンシャルを、結集するなどの適切

な対応が必要となってきました。

このような課題に応えるため、また産業界からの強い要請もあり、産地を中心とした従来の

試験研究機関に加えて、電子、機械、化学、食品、材料、デザインなど、広範な分野を対象と

する総合的な試験研究指導・研修機関として、さらには、本県工業技術振興の拠点として、工

業技術センターは設置されたものです。
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機 能 と 事 業

研 究 企 画

(1)工業技術振興懇話会の開催

(2)工業技術振興懇話会専門部会の開催

(3)工業技術分野別実態調査の実施

試 験 ・ 分 析

(1)試験分梯機器の整備

(2)原材料・製品等の依頼試験

(3)開放試験機器の提供

指 導 ・ 助 言

(1)技術相談・指導

(2)技術相談役の設置

(3)技術普及講習会の実施

14)技術ア ドバイザー派遣・巡回指導の実施

工

業

技

術

セ

ン

タ

研  究 (技術開発 )

(1

(2

(3

研究活動の推進

コンピュータの利用促進

研究参与の設置

広 報

(1)広報紙の発行

(2)工技連連合部会・地方部会等の開催

(3)図書の整備 。開放利用

教 育 ・ 研 修 (1)技術研修の開催

情 報 収 集 提 供

(1)科学技術セ ミナーの開催

(2)JOIS,PATOLISの オンライン不」用

(3)情報誌の発行

交 流 促 進

工

業

技

術

振

興

協

会

技術交流プラザ事業の実施

科学技術振興プラザ開催事業の実施

(シ ンポジウム・講演会 )

(1)

(2)
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沿    革

昭和55年 9月

昭和57年 2月

昭和57年 5月

昭和57年 5月

日召和57年 6月

昭和57年 7月

昭和57年 8月

日召不日58年 2月

昭和58年 3月

昭和59年 1月

昭和59年 4月

昭和59年 7月

昭和59年 7月

昭和60年 3月

日召和60年 3月

昭和60年 3月

昭和60年 4月

草津商工会議所会頭から「県立工業技術センターの設置について」の要望書の提出

県立工業技術センター設計・調査予算計上

滋賀県工業技術センター基本計画検討部内ワーキンググループの設置

「滋賀県工業技術センター基本計画検討会議」の設置および第1回検討会議

第2回検討会議

第3回検討会議

第 4回検討会議

県立工業技術センターの施設、規模、用地面積等の方針および予算を内定

「滋賀県工業技術試験研究施設整備基金条例」制定

栗東町「県立工業技術センター建設用地の造成工事」起工

「工業技術センター開設準備室」設置(室長以下6名 )

栗東町「県立工業技術センター建設用地の造成工事」完工

「県立工業技術センター建物建設工事」着工

(財)滋賀県工業技術振興協会設立

「滋賀県工業技術振興基金条例」制定

「県立工業技術センター建物建設工事」完工

滋賀県工業技術センター業務開始
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2。 決  算  額

年度別歳入・歳出一覧

歳 入

一 般 財 源 計財 産 収 入 繰 入 金 諸 収 入

年

　

度
使用料及び

手 数 料
国庫支出金

円

2,695,240

円

2,695,2411

円 円

　

一

円
円

　

一57

円

　

一

43,967,Ollll 43,967,lX1058

2,120,427,lX10 2,543,098,350350,189,350 58,585,lXlll13,897,00059

493,533,334411,845,000 196,987,904241,353,33060 i397,100 12,950,lX10

218,562,326 535,851,289261,292,9811 33,165,lX106,818,350 16,012,63361

236,907,654 360,370,28299,886,24616,656,53262 6,919,850

歳 出

人 件 費 計研究開発費
振興協会

助  成
運 営 費

年

　
　
度 建 設 費 施設整備費 普及指導費

円

2.695,2X0

円

　

一

円

　

一

円

　

一

円 円 円

　

一57

円

2,695,2411

43,967,lXlll58 43,967,lX10

2,543,l198,3504,lll10,00059 2,188,909,∽ 0 350,189,350

49,491,557 92,468,366 493,533,33422,757,9311 4,086,lX10 29,5811,48160 295,149,OIXl

535,851,28930,770,881 50,503,872 110,027,03261 301,307,984 34,221,520 9,020,000

360,370,23228,807,124 54,414,818 117,317,772109,987,607 40,650,461 9,192,511062

注 :1
2

3

4

財産収入……工業技術振興基金運用収入

繰 入 金……工業技術センター施設整備基金取り崩し

諸 収 入……日本自転車振興会補助金

建 設 費……調査等事務費を含む。
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3B施設利用件数等の推移

年度別依頼試験分析受付件数

年度別開放試験機器提供件数

年度別技術相談指導件数

(単位 :受付件数)

(単位 :受付機器数)

化学分析
食品物性・

微生物試験

書

本

績

複

成

の
計

年

度

電気・電子

試  験
材料試験 精密測定 環境試験 物性試験

け

２０ 4760 15

23112 60 21 120 1861

15 10337 4 4562

化学分析機器食品加工機器 工作機器等 計
年

度

子

器

電

機

気

顛

電

計
物理量測定機器

45454 1160 28 356

1,209768 69 24261 121

28 1,686952 61 48362 161

技術普及講習会巡 回 技 術 指 導
特  別

技術相談

技術普及

(講義)

技術普及

(藁蓄)

年

　
　

　

度

技術相談
一般巡回 簡易巡回 公害巡回

技   術

アドバイザー

回

8
企業

5

企業

31
件 回

160
作

609
企業

21

企業

35

1435 32 12161 2,080 20

35 110 1462 2,518 20 41
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4.試験・研究機器等一覧

(1)電気、電子計測機器

電気・磁気環境

計 測 機 器

機 器 名 型    式 仕  様 lVl   含ヒ 用   途
得
度

取
年

A01
験

ム
計
ｐ
ア

圧電

ス

耐
甲
ン

ニチ
T
コンい
-50K60M

直流 100KV、 lmA、 交流 50K V、 3

,幹
雷インパルスmKV的ん0 耐電圧試験

A02
ライトニングサー
ジシミュレータ

三基電子工業仰
LSG-12K― S 塾可能手半即ι縦、蛤,承

ンヘ電気・電子機器のサ
ージ耐1生評価

A03 雑音総合評価
試  験  機

三基電子工業仰
TN-2000F

高周波ノイズ:方形波、三角波、
サイクルサグ:サ グ量可変、
静電気 :最大30K V

電気・電子機器の
イズ耐性評価

ノ
60

A04 妨害波測定装置
仰アドバンテスト
T R432外 軍チ鴇0肥μζ諦股埓‰箱ア舟

ナ 80MHz～ 1.000MHz

電磁雑音レベル測定
(ポ ータブルタイプ)

60

高  精
妨害波測

度
定装置

いアドバンテスト
T R4173opt01

殿整十盤経ザ押Y揺留卍見航晨ユむ
1000S

電磁雑音レベル測定 61

A05

プ ラスチ ッ ク
シールド材評価器

仰アドバンテスト
T R 17301

電界測定・磁界測定
1～100MHz、 10～ 1,000MHz

ル
果

一
効

ンヽ
ド

ク

ル

ツ

一

手
く
ン

ス

の

ラ

材

定

プ

ド
測

A06 電磁波発生装置
東北金属工業仰
5522-A

放電電圧
静電容量

0～ lKV/0～ 6KV切替、
150pF± 10%

ミ

耐
羽根方式静電気シ
ューレータによる
ノイズ試験

61

機 器 名 型    式 仕  様 1生   含ヒ 用   途
得
度

取
年

B01 静 電 電 圧 計
横河電機佛

2065-03、  2064-03
測定範囲 0～ 5KVお よび0～ 50KV 高電圧測定 61

B02 表 面 電 位 計
ド

Ｍ

仰

２０

全

一

安

Ｖ 測定範囲 0～ 100KV 表面電位の非接触測
定

61

B03 微少直流電圧計 菊水電子工業仰
115A

測定範囲 0～±500V、 0～ 50mA 微少直流電圧
定

電流測
60

B04 絶 縁 抵 抗 計 僻アドバンテスト
T R8601外

測定範囲 l X106～ 2X101° 9、 4X10~14
～2X10~5A

表面抵抗
測定

体積抵抗 60

B05 表 面 抵 抗 計 ＴＨ

い

一

化

Ｐ

油

Ｃ

菱

Ｍ

三

T200

測定範囲 0.lm9～ 1,999MΩ 、 l X10°～
9。 99X1012Ω

表面抵抗測定 61

B06 接 地 抵 抗 計
横河電機仰

T Y P E3235
測定範囲 0～ 1,000Ω、0～30V 接地抵抗、接地電圧

測定

―- 60-―



機 器 名 型    式 仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年

精密級直流電位差計、ホイーストンプリッ
ジ、ダブルプリッジ

直流電圧、直流抵抗
精密測定

60B07
善左
ム

測隊
叱
ァ

精

ス

流一直
マ
ン

横河電機伽
2722-02外

温度、電圧特性測定 60B08 マ ル チ ロ ガ ー 岩崎通信機仰
SC-7501

測定範囲 0～250V(AC、 DC)、 0～
20M9、 -200℃ ～+137℃

60
デジタルマルチ
メ  ー  タ

岩崎通信機帥
SC-7401、 7403 姫卿ｎＡ”‐ＯＡ

測

１０
１０

ヤ的ザ離縮岳と電気特性測定

60高精度デジタル
マ ルチ メー タ

横河電機佛
2501A-23

測定範囲 ±0.

継謎
V(播Sて寸解漁鵡も、`微少電圧等の高精度

測定

B09

100H z～ 100K H zに

おけるL,C.R.測定
60B10

ル

タ一

タ

メ

↓
ン

ＲＣ

デ

Ｌ

横河ヒューレットパッ
カード懺
4274A

測定範囲
1,999mF

0,001■H～ 19.

0,001mΩ～19

99KH、 0.01fF～
.99M9

10KHz～ 10MH
けるL.C,R,

zに お
測定

60高  周
LCRメ

波

タ

横河ヒューレットパッ
カード仰
4275A

測定範囲 0,001nH～ 199.99■ 、0,01fF～
199,99μ F、 0,01m9～ 19.999MΩ

B ll

60測定範囲 l mHz～150MHz 周波数、周期等測定B12
ル

タ

サ
・
ン

′

エツ

ニユ

カ
岩崎通信機働
SC-7204

入力信号のひずみ率
・S/N比測定B13 ひ ず み 率 計 松下通信工業働

VP-7702C 測定範囲 0.01%～ 100%(5 Hz～ 150KHz)

Q値・誘電率測定 60B14 Q  メ タ
目黒電波測器榊
MQ-1601 習霰穀乳5蹂識 M脱

60響翻 0弓
～創 l10Hz～ 2M脱、位相角・位相特性測

定B15 位  相  計
目黒電波測器い
MPM-551

単相電力・電力量測
定

60B16 電力・電力量計
(単  相  用)

日置電機僻
3181

測定範囲 0～ 2,000W、 0～ 10CWh

60日置電機い
3161

測定範囲 0～ 200KW、 0～ 103.4KWh 二相電力 電力量測
定

B17 勁
に

電力量計
相  用)

力
録

電
記

相

・

二
定

電力量測
60日置電機仰

3162、  3171
測定範囲 0～ 1,000KW、 0～ lo4.8KWhB18 記録 電 力量 計

観   測

用   途
得
度

取
年機 器 名 型    式 仕  様 性  能

周波数帯域 DC～ 350MHz、 感度 5mV
/div、 掃引時間 10nS/d市、3現象

電圧波形観測・測定シンクロスコープ 岩崎通信機い
SS-5421

数帯域 DC～ 40MHz、 感度 lmV/
掃引時間 0.lμ S/div、 3現象

周波
div、

電圧波形観測・測定

C01

シンクロスコープ 岩崎通信機仰
SS-5705
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機 器 名 型    式 仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年

C02
ス

ス

↓ン

プ
一
　

・

レ

コ

岩崎通信機伸
TS-8123

周波数帯域 DC～ 100MHz、 感度 24mV
/div、 掃引時間 2nS/div、 2現象、波
形記憶

単発の高速現象測定
・解析

60

C03
デ ジ タ ル
ストレージオンロ

岩崎通信機仰
DMS-6440

周波数帯域 DC～ 100KHz、 感度 5mV

塗
div、 書き込み速度 2μS/Word、 2現 単発の高速現象測定

・解析
60

C04
ウ

メ
一
　
．′狛「．

ブ

ザモ  ラ

横河電機い
3652-02

8チ ャンネル、12Bit X 32KW、  0～ 50

KHz、 10μSサ ンプル
高速現像のサンプリ
ングと記憶

60

C05 波 形 記憶 解析
処 理 装 置

岩崎通信機仰
SM-2100C

DC～ 5 MHz、 16BhX64KW、 フーリエ解
析、スペクトラム解析他

波形の周波数解析 60

C06 半
カープ

導  体
トレーサ

ソ

ス

一

　

６

∴
図
５７

テクトロニク

雫々ヨ夢;Iケ峯,あ暮露樋♂
端子素子トランジスタ等特性

試験 60

C07
ク
ザラ

呻ン

ナ

ロ

ア
安藤電気佛
AE-4212

43チ ャンネルステート解析、Z80、 8085逆
アセンブラ

論理回路・CPU動
作解析

60

C08 回線 トレーサ 安藤電気仰
AE-5104

RS 232C、 X.20/V.10、 X.21/V,11、
RS-449の トレース

シリアル回線の動作
解析・シミュレート

61

記 録 装 置

発 生 器

機 器 名 型    式 仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年

D01 データレコーダー
ア

Ｒ

イ

Ｍ

テ ク僻
-30

記録速度 1.19～ 38.10cll1/s、  7チ ャン
ネル 蜃奎ワ巽壕型毒笙

の
60

D02 電磁オシログラフ 日本電気三栄い
ビジグラフ5L42

チャート速度 最大4m/s、
記録紙巾 203altu、 12チ ャンネル

電圧 ,電流の高速記
録

D03
録

ペ点

己

多 ン

計
式)

横河電機仰
4088-11

30チ ャンネル、直流電圧入カ ー50V～ +
50V 電圧変動の測定記録 60

X一 Yレ コーダ 横河電機仰
3033-23

2ペ ン、50μV/cn～ 5V/cn 電圧変動のXY記録 60

D04

X一 Yレ コーダ 横河電機仰
3022-■ lTIME 1ペ ン、自動ペンアップダウン機能付

電圧変動のXY記録、
Y軸時間送りも可能

62

機 器 名 型    式 仕  様 tと     宮ヒ 用   途
得
度

取
年

E01
】′′　、ゥハ．

ア

ェ

フ
ｒ
゛
ン

タション
レ ― タ

岩崎通信機伸
FG-350 皆忙1衝鬱硝怒半争系語姿誦最ワ子と有形路

Vp― p

周波数特性測定用
標準信号源

の
60
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機 器 名 型    式 仕  様 性  能 用 途
得
度

取
年

E01 超低周波発振器
仰■ヌエフ回路設計
プロック
FG-124 与♯と

'盪

ラ)時
Ittq正

肇辞ェ尋
参
渚誡昇 周ヽ波数特性測定

標準信号源
用の

60

E02 発  振  器
目黒電波測器仰
MCR-4021

l Hz～ ■OKHz正 弦波、出力 5 Vr.m.s
(6009)

周波数特性測定用の
標準信号源

E03 パルス発生装置
アンリツ仰
MG412 B

パルス巾
～10MHと、
ンネル出力

50nS～ 500mS
出力 ±5V

、周波数
(509)、

‐Ｈｚ角
払誦
解性ヽ

路

特

回

の

ル
ど

夕

を

いン

子

イ

素

デ
理
析

60

E04 標準信号発生器
松下通信工業仰
VP-8180A

周波数 8～ 512MHz、 出力
端)、 FM変調、AM変調

2V(開放 周波数特性測定用の
標準信号源

60

E05
AC電 圧 電流
発  生

~器 横河電機仰
2558-01

電圧
A、 出
スイーす鰺鵜部(試 標準電圧源・電流源 60

E06
Ｄ

発
C 電圧 電流

生  器
横河電機佛
2550-03 電圧 0～±1,200V、 電流 0～ 36A 直流電圧電流計器の

校正
60

変 換 装 置

磁気特性測定装置

機 器 名 型    式 仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年

F01 周波 数変換 器
山菱電機仰
HAA-2K

出力周波数 50、 60、 400Hz又は45～ 65Hz
出力電圧 10～ 240V、 最大容量 2.4KVA

商用電源と異なった
周波数の電源供給

60

F02
Ｅ

変
/O O Ｅ

器換
Ｗ
Ｌ

Ｌ

Ｓ

Ｎ

０１

翻
Ｗ２３Ｓ、ＮヽＬＷ

伍

Ｌヽ
Ｓ

本

Ｎ

３‐

日

使用波長850mm、 出力lmw、
周波数範囲 100KHz～ 1,000MHz

光ファイバーの伝達
性能試験

62

F03 抵 抗 減 衰 器 安藤電気仰
AL-205

周波数
dB入出

DC～ 150KHz、 減衰量 0～ 121

カインピーダンス6009
利得、損央等の伝送
量比較測定

60

F04
ル
器

ヤ

抗抵

ィ

変

ダ

可
横河電機僻 棘鞘 陥!鵡鶴曲皿ブリッジ等校正 61

機 器 名 型    式 仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年

G01 磁  束  計
横河電機仰 磁束 ±l X102～ l x105KMx.Turns 磁束測定 60

ガ ウ ス メ ー タ
シマタイムインダス
リー仰
MO D E L123A

磁束密度
周波数

10～ 10,000mG、

DC及 び20～ 1,000Hz
徹少磁界測定 61

G02

ガ ウ ス メ ー タ 電子磁気工業仰
GM-1220

磁束密度
周波数

0～ 30K G、

DC｀ 400Hz
磁界測定 60

G03 磁気特性測定装置
電子磁気工業伽

B H5300 UV
磁化力 ±0.05～ 10A、

磁束 ±104～ ±109Mx.Turn

磁性材料の直流磁化
特性(B― Hカ ープ)

測定
60
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そ の 他

仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年機 器 名 型    式

サイリスタ位相制御
方式の静上形定電圧
電源

60H02 交流定電圧電源
装 置 単 相 用

二

Ｖ

口

Ｃ

卜

Ａ

メ クス仰
-2-7.5Sl

力

力

出

出
100V(± 4%)、 60Hz(± 2 Hz)、

容量 7.5KVA

直流電流測定 60H03 直 流 電 流 計 横河電機佛
2011

10PA～ 15A

各種言語によるソフ
トウェア開発

60H04
発

ン

開

ョンヽ一

ワ

・
′
ア

ソ

ス
日本電気仰
PC-9801E

メモリ 640Kバイド、言語 C、 Pascal、

FORTRAN、 COBOL、 BASIC、 fOrth、

Lisp

60H10 論理回路検査器
横河ヒューレットパッ
カード榊
5035T

論理回路検査

61は く 検 電 器
島津理化器械棚
LE一 P14

物体の帯電有無の
査

検
H13

ソアー

5025 饗を巽乳義辞ぎ
00V｀ °～10A(DC、

電気特性測定 60H14 回 路   計

測定範囲 15～750V 交流EF■測定 60H15 交 流 電 圧 計
横河電機伽

2013

測定範囲 0,3～ 1,000V 直流電圧測定 60H16 直 流 電 圧 計
横河電機仰

60H17 交 流 電 流 計
横河電機棚 測定範囲 0.1～100A 交流電流測定

交流負荷の力率測定 60H18 力  率  計
横河電機い

2039
測定範囲 0.2A/1A、 5A/25A

電圧。電流測定電 圧 電 流 計
横汀電機仰 測定範囲 lmA～ 30A、 50m V～ 1,000VH19

60測定範囲 120V/240V、 45Hz～65Hz 周波数測定H20 周 波 数 計
横河電機仰
2038T31

電圧波形の観測
定

測
60H21 オンロスコープ 松下

V
通信工業仰
P-5512A

周波数帯域 DC～ 100MHz、感度 2m V
/div、 掃引時間 2nS/div、 4現象

D C40～ 240V(± 1%)、 6KVA 直流定電圧発生装置H22 直流安定化電源
メトロニクス仰
DS-25-20Z2

直流定電圧発生装置 60メトロニクス仰
523B

0～ 18V、 lA/2.5A、 0～ 35V、 0.5A

/1.25A
H23
H24

エルミネータ電源
装      置

二相用定電圧発生装
置

60山菱電機榊
SNAC-5S

200V(± 1%)、 60Hz(-2～ +l Hz)、

5KVAH25
装

用

源隅
相

纏
三

蛎
置

単相用定電圧発生装
置

60山菱電機仰
NAC-lK

100V(± 1%)、 60Hz(-2～ +l Hz)、

lKVAH26 AC安定化電源
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機 器 名 型    式 仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年

H27 インダ
標

ク
準

タンス
器

安藤電気棚
RSシ リーズ 100μ H、  lmH、 10mH、 100mH、  lH インダクタンス校正

測定等
60

H28 単巻電圧調整器
棚松永製作所

SD-1310、 S3P
-245 鍾 l陥、獣吼(柳

)ヽ

交流電圧調整 60

H29 スライダック抵抗
横河電機伽 4.79、 109、 399、 1709、 6009、 1,4009、

4,8009 可変抵抗 60

Ｈ

Ｈ 標 準 抵 抗 器
横河電機伽

2792
10mΩ～1069 抵抗計校正等 60

:133 標 準 電 池
横河電機伸

2749
代表値 1.0193V(23℃ )、 ±50ppm ЛS、 C1021、50ppm級 60

H34 可 変 蓄 電 器
安藤電気仰
DSC-1 籍留二

ψ
くら力埠IttF;Op:ス

テツプ` 交流ブ
リ

ヤ

ッジ等にお
パンタンスけるキ

60

H35
グ

タ

ン

一

リ

ユ

ア

ピ

ニ

ン

市ン

コ

ン

ニ

エ

ミヽ

タンディ社
TR S80モ デル16B

MC6800、 Z80、

マクロアセンブ
XENIX、 C、 Fortran77、

フ
各種データ処理また
は制御

60

Z80、 8085の プログ
ラム開発

60H36
パーソナルコンピ
ュータプログラム
開発 システム

いディジテック研究所
NMS-808M

MP/M、 C、 ForFran80、 Macro80、 IC
E、 ROMラ イタ、ROM消去器

H37 検査 IC S N74シ リーズ 16ピ ンICの動作確
勃 60

Ｉ
ニ
ア

Cロ ジ ッ ク

タ
ス

横河ヒュレットパッカ
ード僻
10529A

(2)機械試験機器

精 密 測 定

機 器 名 型    式 仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年

60J01 二次 元測 定機
仰ミツトヨ

F J 1006 饗宗嬰票単溢
1'I!望胎Y650mm、 Z600w、 金型・機械部品等の

二次元寸法測定

表 面 粗 さ 計
ランクテーラホブソン
い SURTRONI
C10-Ra型

測定範囲 0.1～ 4鏃mRa 中心線平均粗
測定

さ簡易
61

J02

表 面 粗 さ 計
ランクテーラホブソン

仰 SURTRONI
C10-Rtm型

測定範囲 0.1～199.9/mRz 十点平均粗さ簡易測
定

61

J03 表面粗さ測定機
フ

佛
ンクテーラホブソン

タリサーフ6

最大移動距離 120ult、 最大縦倍率 20万倍
表面粗さ
段差測定

うねり、
60

J04 輪郭形状測定機

ヨ

Ｔ

卜

Ｎ

ツ

Ｏ

ミ

Ｃ

榊

RACER
DP―A3CB-81

測定範囲 X200oIIl、 Y60all、 Z40ald、 スタ
イラス追従角度 77° (登 り)、 87° (下 り)

機械部品等の輪郭形
状測定

62
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機 器 名 型    式 仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年

J05 真 円度 測 定機
ランクテーラホブソン
仰

タリロンド73-IH 響唐響軍径雰紆糾占響摺碧
m、 最大倍率 2

0.025即
機械部品等の真円度
測定

60

J06 万 能 測 長 機
カールツアイスイエナ
社
U L M01-600D サ甘テ:精fiOml・

5脚、測定範囲外径 600Eul、 長
ピ

Ｘ
ビ

ツ

、ねじ径、なじ
チ等精密測定

ω

」07
レ ー ザ ー
外径測定装置

仰ミツトヨ
LSM-1610GM 測定範囲 0.4～ 120aII、 指示精度 士撒m 非接触による外径測

定
62

アンリツ僻
M533A 測定範囲 ±2.5mal

長さ、変位等の非接
触による比較測定

J08 非接 触 変位 計

J09 電
メ

子 マ イ ク ロ
ー   タ

仰ミツトヨ
M303 最大測定範囲 1,500卜m 長さ

測定
変位等の比較

61

J10 オートコリメータ
ランクテーラホブソン
仰
TA-121 靭「曇馬醤日精饗分と,覇ヂ返し精度 0.75 微小角度、平面度測

定
60

プロックゲージ 仰ミツトヨ
BMl-76-0 JIS O級、76個組

機械部品検査におけ
る標準

60

J ll

プロックゲージ 仰ミツトヨ
BMl― F■ 2/卜 00

JIS 00級、112個組
精密測定における標
準

60

超 音 波 厚 さ計
日本パナメトリクスい
MODE L5222

測定範囲:鉄板0.54El～ 2501dal厚 さ、測定材
質 :Al、 ステンレス等均質材料

超音波による厚さ測
定

60

」12

FRP専 用
超音波厚 さ計

日本パナメトリクス榊
MODE L5227 測定範囲:F RP3.561un～ 751111厚 さ 超音波によるFRP

板厚さ測定
60

J13
式
機

流
定測

電
厚

渦
膜

仰サンコウ電子研究所
BL-10D 離牌端弔部ヽ 非磁性金属上の絶縁

性膜厚さ測定
60

J14 電  磁  式
膜 厚 測 定 機

傲サンコウ電子研究所
SM-300

測定膜厚範囲
最低必要平面

0～ 3 4un、

φ22mE
磁性金属上の非磁性
膜厚さ測定

60

」15 万 能 投 影 機 いミツトヨ
PJ-3■ 諄陥鵜鵜

5、  10、  20、 50、

500mTI X 500血

部品の輪郭形状寸法
測定

60

オ

フ

ザ
生
フ

チ う
狩

ツ

ル

ト DOALL社 直径 254皿 平面度測定

P01
オ

フ

ザ
生
フ

チ カ

ツ

ル

ト
日本測定工具仰
OPT 直径 601MI 平面度測定

P02
オ ル

ル

カ

レ

チザ
生
フパ

いミツトヨ
OP-25

平面度
厚み

0.0001EEI、 平行度 0,0002剛 、
12.00、 12,12、 12.25、 12.37fun

平行度と平面度測定 60

P03
モノクロマチック
ラ  イ   ト

フップマスター社
CP-1 蛍光面積 350X290mal

オプチカルフラット
等の観察用光源

61
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機 器 名 型    式 仕  様 1生   宮ヒ 用   途
得
度

取
年

vブ ロ ッ ク ユニ精機棚 寸法 75、 100、 150、 20041111 円筒物の固定 60P04

棚ミツトヨ
H645 最大測定高さ 450alll、 直続 0.02Ell 機械部品の高さ測定 60P05 ハ イトゲージ

小内径寸法測定 60P06 ボ アーゲ ー ジ Ｍ

ヨ

４

卜

一

ツ

Ｇ

ミ

Ｃ

棚

測定範囲 1.5～ 4 avll

P08
ф
ン

一

一ゲ

タ

ヤ

ス

ガ
と
ア

ヨ

一

卜

Ｔ

ツ

Ｄ

ミ

Ｕ

榊 測定範囲 0～ 5 Eld、 最小読取値 0.0002
041、 指示精度 ±0.町血

電気マイクロメータ
等高精度測定機検査

60

ヨ

一

卜

Ｔ

ツ

Ｄ

ミ

Ｕ

伽
測定範囲
指示精度

0～ 25all、 最小読取値 0.0014ul、

±2即
ダイヤルゲージ等の
検査校正

い 60P09
ンヽ
一ア

リンダーゲ

タ

゛
ン

一ス

穴径の検査基準 60P ll
マ
プ

フ

一
↓ン一

タ
ゲ

ス
グ 黒田精工欄 外径 3 alll～ 50皿、l aldピ ッチ

61P12
マ ス タ ー

リングゲー ジ 黒日精工伸 内径 3 alll～ 50血、1411ピ ッチ 外径の検査基準

寸法 200411、 感度 0,02皿 水準値の精密測定 60P13 精密角型水準器 富士精密傲

仰ミツトヨ
No313-101

測定可能ねじ:ピ ッチ0,17～ 3.2aull、 18ケ組 ねじの簡易測定三針 ユ ニ ッ ト

61
仰ツ

B

ミ

２‐

ガ

一
測定可能ねじ:ピ ッチ0,2～ 1ldul、 34ケ組 有効径測定

P14

ねじ測定用三針

平面度の目視測定 61P15
三角ス トレート
エ  ツ   ジ

ミ

３９

ガ

一

ツ

Ｂ

榊 稜線の真直度 0.00031111、

長さ 75皿 、140Ell

61
仰ツガミ

T― SI
ローラの中心距離 1004ull、 200皿

任意の角度を精密に
得るP16 サ イ ン パ

機 械 試 験

仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年機 器 名 型    式

61K01 動 歪 測 定 器 日本電気三栄仰
6M84、 6M92

ワ算帰r語答習綱妥(需羅各すそ皆嘉,芽 動的歪応力測定

61K02 静 歪 測 定 器
日本電気三栄仰

7V∝ 謡i・
欧 測定点数

～24時間
50チ ャンネル、測定間隔 1秒 静歪量測定

ボルトの締付け軸力
測定

K03
径

計
ヽ口
力

鋼

軸

波

ト

一
日
ル

超

ボ
萩原電気仰
M8006

測定範囲 :ボ ルト径8～ 20mll、 長さ50～200

a ld
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機 器 名 型    式 仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年

K03 超音波式大口径
ボ ル ト草由力計

萩原電気棚
M8304

測定範囲 :ボ ルト径20～ 99411、 長さ200～

999alll

ボルトの締付け軸力
測定

60

K04 小型振動試験機
IMV柳
VS-50-06

加振力 50kgf、 最大加速度 50G

最大変位 10mmp― p、 振動数 5～ 3,000Hz
小型部品等の振動試
験

62

K05 振 動 試 験 機
IMV棚
VS-1000-5

加振力 1,000kgf、 最大加速度 120G

最大変位 25mmp一 p、 振動数 5～ 3,000Hz

電気製品等の振動試
験

60

(06 落下衝撃試験機
伊藤精機棚
PEP-400M R型

最大衝
よび三

撃加速度 500G、 波形 :正弦半波お
角波、繰り返し 4回 /分

電気製品等の衝撃試
験、空気加速式

K07 水圧試験用ポンプ 僻山本水圧工業所
PH-10型 最大加圧力 300電く、手押しポンプ式

内部圧力の加圧 (耐

圧力。漏れ等の試験)

61

材 料 試 験

機 器 名 型    式 仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年

L01 万能材料試験機
棚島津製作所
UDH― F50

最大能力50tf、 恒温槽使用時最大能力 10tf、

恒温槽温度範囲 -35～ 250℃

・
温

縮

恒

圧

び
０
よ

張

お

引

験

験

の
試

試

料

げ

内

材
曲

槽
60

インス トロン型
万 能 試 験 機

伽島津製作所
AG-5000A

最大能力 5 tf(引 張・圧縮)500kgF(曲
げ)恒温槽 :温度範囲 -40° ～250℃

60
各種材料の引張り、
圧縮、曲げ特性測定

L02

伸  び  計
キャリル ーション

仰島津製作所
SL-25 校正範囲 0～ 250mm

インストロン型万能
試験機の伸び計校正

62

L03 ね じ り試験機
仰島津製作所
UET-50

最大軒量 50km、 ねじり速度 5° ～180° /

min、 両振、片振、部分両振のサイクリン
グ試験

材料のねじり試験
ねじり疲労試験

60

L04
ク

験

温一局

試

― プ

機

仰東京衡機製造所
マルチプル型

炉温最大 1,100℃ 、荷重範囲 75～ 1,500k9、

試験片本数同時18本可能
材料の高温における
クリーメ破断試験

60

L05 深絞 り試験機
仰東京衡機製造所
TF-102-12

ポンチカ 12tf、 しわ押え力 4 tF、 ポンチス

トローク80mm、 しわ押えストローク 5 Eul

板材の深絞り、エリ
クセン、孔拡げ試験

60

L06
型

機

ン

験

セ

試

ク

度

り

膜
工
姓
Ⅸ

仰安田精機製作所
NO.516

ポンチ直径 ,0± 0.05ald、

ダイス内径 ,7± 0,05Eun

塗料皮膜等の密着制
離試験

60

L07 疲 労 試 験 機
傲東京衡機製造所
PC-160N

動的最大荷重±12.8tf、 ストローク(静的)

±50allll、 周波数 0～ 100Hz
材料の引張・圧縮疲

労試験
60

L08 振動疲労試験機
棚島津製作所
UF-15

最大繰り返し曲げモーメント±0.225隆即、
共振タイプ

平板の平面曲げ疲れ

試験
60

L09 西原式摩耗試験機
佛島津製作所

2型

圧縮荷重 30～ 300kg、 回転数 800 rpm、

滑り度 9、 20、 30%
材料の滑りころがり
摩耗試験

60
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得
度

取
年仕  様 性  能 用   途機 器 名 型    式

摩耗輪によるプラス

チック材料等の摩耗
試験

60L10 テーパ摩耗試験機
仙東洋精機製作所

No.410

試験荷重 250、 500、 1,000gf、

摩耗回転数 60rpm、 70rpm

60帥東洋精機製作所
611

秤量2」 または4J、 7.5Jま たは15J
プラスチック材料等
の衝撃強度試験

一
機

ピ

験

ル

試

ヤ

撃

ンヽ
生倒

金属材料の衝撃強度
試験

61棚島津製作所
30kgf・ m型

秤量 30kgf・ m、 ハンマ最大持上角度 144度

L ll

一
機

ピ

験

ル

試

ヤ

撃
ンヽ
牲倒

60稀量2Jま たは4」 、7.5Jま たは15J
プラスチック材料等
の衝撃強度試験

L12
卜

機
ツ
醸駅

ゾ

試

イ

撃

ア

衝
棚東洋精機製作所

612

60
試料のブリネル硬さ

測定L13
ブ

硬

, ル

機

不ヽ

験試
棚島津製作所
油圧形

荷重範囲 500～ 3,000kg、 鋼球圧子直径 5、

10mm、 試料最大高さ235mm

60
金属材料等の硬さ試

験
L14 ショア硬さ試験機 僻東京衡機製造所

D型 (ダイヤモンドハンマによる落下反発

方式)試料厚さ 10dul以 上

金属材料(焼入、焼戻
し品)等の硬さ試験

60仰明石製作所
ARD一 A

試験荷重 60、 100、 150kgF

試料最大高さ 1504ull
L15

口

硬
ツ ク ル

機
ェ
睦
弘

ゥ

試さ

金属材料等の硬さ試

験
60棚明石製作所

AVK― A
試験荷重 1～ 50kgf

計測倍率X100、 試料最大高さ150mm
ス

機
一
験

力

試

ビ

硬

ビッカースくばみ計

測
61計測範囲 0,1～ 99孫m

L16

計 測 顕 微 鏡 傲明石製作所

金属材料等の硬さ分

布試験
60伽明石製作所

MVK― E
試験荷重 10～ 1,000gf

計測倍率X400L17 微 小 硬 度 計

金属材料等の高温硬
さ試験

60加熱温度 室温～1,200℃

試験荷重 1～ 50kgf
L18

式

計

ス

度

力．
硬

ツ
れ血

ピ

一島

仰明石製作所
AVK― HF

60
プラスチック材料等
の硬さ試験L19

デュロメーター

硬  度  計

ツビック社
3115、 3117、 7206

形式A、 形式B

60

ガラス繊維強化プラ
スチック材料の硬さ
試験

バーコル硬度計
バーバーコルマン社
GYZ」 シリーズ

形式A(GYZ」934-1)、 形式B(GYZJ930
GYZJ936L20

60
磁性金属の表面欠陥

検査磁 粉探傷 装 置
電子磁気工業傲

ER-26YD、 Um-5 BF

出力磁化電流最大 3,000A(直接側)、 最大
2,500A(コ イル側)、 接触電極問50～ 66011EL21

60
金属材料の内部欠陥
検査

立石電機棚
UTRON-50

探傷機 :日 本クラウトクレーマ製USIP
12、 溶接欠陥位置自動検出機能付

傷

ム

一漂
Ｆ

ア

波立
「

ス

「進
〒
ン

手動による水浸探傷 62

日本クラウトクレーマー

フェルスター伽
K-61■ 36-W
K-61■ 36-S

手動2軸位置決め徹軸 0～ 450Ell、 υ軸 0～

4504nl)、可動気υ、Z3軸 およびプローブ仰角、

回転

L22

超音波水浸探傷用

付 属 装 置
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微 小 観 察

試 料 調 整

機 器 名 型    式 仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年

M01 工 具 顕 微 鏡
棚ミツトヨ

TM―■1

最小読取値 5脚m、 倍率 20、 50、 1∞倍
測定物の移動範囲 100alll X 50aull

部品の輪郭形状寸法
測定・表面状態観察

60

M02 実 体 顕 微 鏡
日本光学工鶉脚
SMZ-10-3

反射透過撮影方式
倍率 6.6～ 40倍

金属破面等観察 60

金 属 顕 微 鏡
日本光学工業仙
VHS― FT-1

反射方式
観察倍率 50～ 1,000倍

金属材料等組織観察 60

M03

鏡

置

微

装

顕

影

動

撮

自

真

全

写
オリンパス光学工業僻
PM-10A D S-1

自動露出モード
35皿、ポラロイドカメラ

金属顕微鏡、実体顕
微鏡の写真撮影装置

60

M04 偏 光 顕 微 鏡
日本光学工業棚
XTP―■

反射透過撮影方式
倍率 50～ 1,0∞倍

無機結晶、有機結晶
等観察

60

M05
ム

鏡

テ

触伝顕

ス

物

ンヽ

と
生

オリンパス光学工業仙
BHS― N 倍率 50～ 1,000倍 微生物の形態観察 60

M06 画像解析装置
僻島津製作所
オムニコン3500

分解度(55万画点)、 測定項目 (面積、内孔
の周辺長、投影長等)

工業材料等の介在物、
粒径等計測

60

M07
エネルギー分散分
析装置付走査
電 子 顕 徹

型
鏡

伽日立製作所
S-650

倍率 20～ 10万倍
測定元素範囲5B～92UC皮長分散、エネルギー期

工業材料等の微少領
域における観察・分
析

M08
口

噸
直

ク

装

マ型

真

大

写
日本光学工業仰
マルチフォトモデル13

倍率 2～ 20倍
金属破面。無機物の
形状観察撮影

60

機 器 名 型    式 仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年

N01 湿式試料切断機
小松商事榊

V H603型
砥石による湿式試料切断 金属材料等切断

N02 精密低速切断機
ピューラー社
11-1180

0～ 300rpm無 段変速
ダイヤモンド切断砥石4イ ンチ

超硬材料切断

N03 試 料 研 磨 機
ピューラー社
44-1502-003

ロースピード3連式
8イ ンチ研磨盤

金属組織用試験片等
研磨

循環冷却装置付
金属組織試験片等粗
研磨

N04
卜

機

，

磨

ベ式

¶

湿

粗
ビューラー社
16-1270

60N05
ポ タ ブ ル

電 解研 摩`装 置
佛リガク

電解電圧 DCl.5～ 30V

電解電流 DCO～ 2.5A
金属組織試験片電解
研磨
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用   途
得
度

取
年機 器 名 型    式 仕  様 性  能

金属組織用試験片樹

階埋込み
60N06 油圧式手動埋込機

ビューラー社
20-1320

モールド(1/イ ンチ)

60試験片熱風乾燥熱 風 乾 燥 機
伽三啓

100-0001
風量 1.1∬ /minN07

61硬質材料研磨
ダイヤモンド粒度、45ミ クロン

70ミ クロン
ダイヤモンド研磨

デイスクユニット
ピューラー社

環   境

用   途
得
度

取
年型    式 仕  様 荘上    宮ヒ機 器 名

60耐光性促進試験
カーボンアークランプ (連続60時間)キ セ

ノンランプの両者が使用可能
スガ試験機棚
WEL-6XSつ CHBEC

001
デューサイクルサ
ンシャインキセノン

ウェザーメーター

紫外線による耐光性
促進試験

60スガ試験機棚
WEL一 SH-2CB 紫外線カーボンアークランプ(連続48時間)002

紫  外  線
ロ ングライフ
ウェザーメーター

60
温湿度サイクル試験

等環境試験
-40℃ ～100℃ 、精度±0,5℃ 、30%RH～
98%RH、 精度±3%RH003 低温恒温恒湿槽

いタバイエスペック
PL-3GT

60試料の温水加熱
ヒーター 350W、 700W、 1,400Wの 3段

切り変え方式ウォーターバス
東洋科学産業仙
WB-16S

試料の定温加熟 61柴田科学器機工業傲
B471

最高温度 180℃

内容量  9ηオ イ ル バ ス

60
微生物の振トウ培養

酵素活性の測定
使用温度範囲 :室温+5° ～70℃

振トウ数 60～ 120回 /min・ 無段変速
ヤマト科学い
BT-46

004

オ

ン

ウ

イ

―ターバス

キュベータ

61試料の定温加熱
ヒーター 2.lk w

最高設定温度 250℃

オ

恒

ク

槽

チ

油

マ卜

温
東洋科学産業い
EHT-45

60
精密な温度設定によ
る定温加熱

ヒーター 2.Okw、 使用温度範囲:室温+7・

～80℃ 、温度調節精度±0.01℃

005

精密恒温水槽
東洋科学産業伸
ESP-47

塗膜、・メッキ品等耐

食試験
噴霧発生方式 :噴霧塔方式

試験項目:塩水噴霧試験、キャス試験006 キ ャス試験機
スガ試験機欄
CASSER ISO-3

60
塗1莫・メッキ品等耐

湿耐食試験湿潤温度(49℃ ±1℃ )湿度98%以上湿 潤 試 験 機
スガ試験機仰
CT-3

60食品保存性試験
使用温度範囲 -20～ 85℃

使用湿度範囲 40～95%RH
有効容量 105η

仰タバイエスペック

LHU-112T恒 温 恒 湿 器
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(3)物理量測定機器

機 器 名 型    式 仕  様 1生   青ヒ 用   途
得
度

取
年

R01 ヘーズメーター
スガ試験機棚
HGM-2DP

試料寸法 60X80X50Eul以 下、ЛSK6717

他による。

拡散・平行光・全光
線透過率による曇価
測定

60

加 速度 変換 器
棚共和電業
AS-10B他

測定範囲 10、 50、 200、 1,000G(1方向)

50、 500G(3方 向同時タイプ)

加速度の浪I定 に用い

る計測ヘッド
61

R02

三 軸加速 度 計
PCB社
306A06

最大加速度 ±500G、 周波数 1～ 3,000Hz

(± 5%)、 重量 17g、 感度 10 mv/G
三軸方向加速度計測 62

トル ク変換 器 棚共和電業
TP-2KMAB他 測定範囲 ±2 kg・ m、 ±50kg・ m トルクの測定に用い

る計測ヘッド
61

R03

スリップリング 棚共和電業
RBE― A

配線本数 4本 回転部と固定部間の

配線用
61

R04 5変 位変換器 仰昭和測器
TCL-20L,100L

測定範囲 ±204MI、 ±1004ul
変位の測定に用いる

測定ヘッド
61

R05 圧 力 変 換 器
日本電気三栄榊
LPUO、 5他

測定範囲 0～ 0,5、 0～ 20、 0～ 200、 0～

500k9/面 (歪ゲージタイプ)、 0～ 140k9/面

(半導体タイプ)

圧力の測定に用いる
計韻Iヘ ッド

61

R06 荷 重 変 換 器
日本電気三栄伽
9E01-L21-50K他

測定荷重範囲 0～ 50、 0～2,000k9(歪 ゲ
ージタイプ)

荷重の測定に用いる

計測ヘッド
61

R07 ハ ンディ回転計
仰小野測器
rr32,HT346,HT446

測定範囲 0～ 2,000、 15～ 20、000rpm(接 触
タイプ)50～50,000rpm(,F接触タイプ)

回転体の回転速度測
定

61

R08 ハンディ温湿度計
島津理化器械僻
DGT-70 湿度測定精度 ±2%RH 湿度・温度測定 61

R09
イ

計

デ

度温

ン

射

ハ
器
泳

ミノルタ伽
IR-630,IR-0510

非接触タイプ、測定範囲 -50° ～1,000℃ 、
600° ～3,000℃

接触出来ない部分の

温度測定
61

ハ ンディ温度計

オプテックス棚
HD-lK」
HD-lPT

測定範囲 -20° ～800℃ 、-200° ～500℃
接触出来る部分の温
度測定

61

熱電 対温 度 計
仰アドバンテスト
TR―■08-010

Pt 1009、 シート形、測定範囲 -50° ～

+150℃ 、ЛSO,5級
接触出来る部分の温
度測定

61

熱電 対温 度 計
伽アドバンテスト
TR―■08-001

T(CC)、 シート形、
測定範囲 -200° ～+150℃
」ISO,75級

高温物の温度測定 60

熱電 対温度 計
棚アドバンテスト
TR-1102-140

PR(12,8)、 シース形、
測定範囲 0° ～+900℃
」ISO.25級

高温物の温度測定 61

R10

熱電 対温 度 計
仰アドバンテスト
TR-1101-130

K(CA)、

測定範囲
シース形、
-200° ～+600℃

ЛSO.75級
高温物の温度測定
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得
度

取
年用   途仕  様 1生   含ヒ機 器 名 型    式

熱電対を用いての温

度測定
60横河電機帥

4088-11タト
30チ ャンネル、ЛS(R,K,E,J,T)対応R ll 多点温度記録装置

61
温度分布の測定。撮
影

測定範囲 -50° ～2,000℃

64色 カラー表示
R12 熟映像計測装置

日本電気三栄僻
6T61

62
光源の波長分析・光

学部品の透過率測定
測定範囲 600～ 1,750aul、 ファイバー入光

式、外部発光源入光ユニット付R13
光スペクトル・

アナ ライザ ー
アンリツ帆
M S 9001 A

60回転数の測定測定範囲 100～ 60,000rpmR14 ストロボスコープ
仰菅原研究所
S-125N

60騒音レベル測定周波数範囲 31.5～ 8,000Hz、

測定範囲 27～ 130dB騒  音  計
リオン棚
NA-20

60騒音振動等記録周波数範囲 1～ 100Hz、 記録範囲 50dB

(最大)、 記録紙送り速度 0,01～ 30ml1/s

R15

レベル・レコーダー
リオン仰
LR-04

60床面振動レベル測定周波数範囲 1～ 90Hz

測定範囲 30～ 120dB振 動 レベ ル計
IMV傲
VM1220C

61床面振動レベル測定周波数範囲 1～ 90Hz

測定範囲 30～ 120dB振 動 レベ ル計
リオン佛
VM-14B

60
振動 (変位、速度、

加速度)測定
周波数範囲 17～ 1,000Hz

測定モード:変位、速度、加速度

R16

振  動  計
僻明石製作所
AVT一 B

60照度預I定
測定範囲 300/1,000/3,000を x

許容差 :最大目盛値の±4%照  度  計
横河電機仰
3284-10

R17

60試料の重量測定最大袢量 360g、 最小読取限界 0.001g
ラ

「Ｌ

社

３６

二
上皿 電子天 秤

試料の重量測定メトラー社
PE-3600 最大秤量 3,600g、 最小読取限界0.018上皿 電子天 秤

60試料の精密重量測定最小読取限界 0,lm9(最 大絆量 160g)

0,01d9(最 大秤量 30g)

ザルトリウス社
1712M P 8

R18

分析用電子天稀

耐火物、断熟材、ガラ
ス等の熱伝導率測定

60非定常熟流法
測定範囲 0.010～ 1,999W/m ok

京都電子工業傲
TC-32R19 熱 伝 導 率 計

61光軸位置探査用波長範囲 380～ 1,800dul、 波長パワー範囲
-60～ +10dBm

光 ハ ン デ ィ
パ ワーメーター

アンリツ仰
M L93AP29

光学実験用光源波長 632.8mm、 出力 1,5mw、 15mw日本電気帥
G L C 5380、 5600

P27
P28

He一Neレーザー
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機 器 名 型    式 仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年

一
ド

置

一ザ

．
装

レ

オ
啄
イ
動

パ

ダ

駆

浜松ホトニクス抑
C2508

駆動可能ダイオードの波長 890nm、

出力 10w 光学実験用光源

フ

ア

セ

ン

ン サ

プ
浜松ホトニクス佛

倍率 107、 10iv/A

用

盤定学
海ニ

立
ん

ハ

昭和サイエンス棚
OR-2010-SHD

寸法 2,000X l,000aull、 除振サーボシステ
ム付

光学実験用フォトセ
ンサの発生電流増幅

振動が問題となる光

学実験
62

光学測定ユニット 中央精機懺他
パルスステージ、光変調、赤外線ビームファ
インダー、各種レンズ、各種光学部品

光学実験を行う時の

治具及び補助具
62

デ ジ タ ル

フォース・ゲージ

シンポエ業僻
DFG-0.2K、 2K

引張圧縮力測定範囲 ±0,2k9～ ±2k9

(光学的検出タイプ)

小荷重の簡易測定 62

モーダル解析装置
GENRAD社
GR-2515

チャンネル数 8、 入力周波数:最大 25.dKHz
ソフト:RT-11、 RTA、 MPLUS、 TSL2

機械構造物の動特性
解析

僻)化学分析機器

分   析

機 器 名 型    式 仕  様 性 宮ヒ 用   途
得
度

取
年

S01 電 子 式水 分 計
チョウバランス伸
P D2~300WM B

秤量範囲 0～ 300g、 水分率 0～ 100%

精度 ±1,0%

ペースト、粉体等の

水分量測定
60

S02 分 光 光 度 計
日本分光工業仰
UVIDEC-340

波長範囲 200～ 1,000nm、 波長精度 ±0.5

nm、 分解能 4nm
微量成分の比色定量・

微生物の濃度測定
60

S03 赤外分光光度計
仰日立製作所
270-30

測定波数 4,000～ 400cm■

分解能力 l cn■ ～1.5cm‐
1/1,000clll■

有機化合物の定性試
験

60

自記分光光度計
僻島津製作所
UV-365

測定波長範囲 185～ 2,500nm

分解能 0.lnm(250nmにて)

紫外・可視・近赤外
域での分光分析

60

S04

ダブル ビー ム

分 光 光 度 計
帥島津製作所
UV-250

測定波長範囲
バンド幅

190～ 900mm

O.1～ 5nm 微量成分の比色分析 60

S05
フー リエ変換
赤外分光光度計

ニコレー社
5DX

分解能 2 clll■ 、波長範囲 4,800～ 400cm(1

ATR法・拡散反射による測定が可能
有機化合物の分子構
造決定等の定性分析

S06 定電位電解装置
伽柳本製作所
VE-8

設定電位 0～±5V、 設定電流 0～ 5A
検出感度 l mV

定電位・定電流の電
解分析

60

S07
定

置

滴

装

差位

録

電

記

平沼産業仰
滴定法 :電位差滴定、分極滴定、光度滴定

中和・酸化・退元の

自動滴定
60

S08 電 解 分析 装置
棚柳本製作所
AES-2

最大電圧 2.5V、 最大電流 5A
検出感度 5mV

金属試料の電解重量
分析

60
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用   途
得
度

取
年機 器 名 型    式 仕  様 性  能

水中の炭素含量測定 60S09 全有機 炭 素計
棚島津製作所
TOC-500

測定方法:燃焼―非分散赤外線ガス分析法
測定範囲 0～ lppmから0～ 3,000ppmま で

揮発性物質の定量分
析

60
コ ンピュー タ

ガスクロマトグラフ
僻島津製作所
GC 9AMシ ステム

検出器 FID、 FPD(S、 P用 )

温度範囲 :定温-399℃ (プログラム昇温)

60
検出器 FID
温度範囲 :室温～400℃

有機溶剤等の成分分

析
ガスクロマトグラフ

僻柳本製作所
G2800F P

60

有機化合物等の熱分
解時における発生ガ
ス分析

熱 分 解 式

高分子分析装置

僻島津製作所
PYP-lA
GC-8A

加熟炉法、炉温度 1,000℃ 以下、

検出器FID

S10

60
食品中の糖類・ビタ
ミン等定量分析

棚島津製作所
LC-6Aシ .ス テム

検出器:紫外可視分光光度計、示差屈折計、
蛍光光度計

S ll
高 速 液 体
クロマ トグラフ

60
薄層クロマトグラム

等の解析
い島津製作所
CS-930

波長範囲 200～ 700■m測定法 :反射吸収

法、透過吸収法、反射蛍光法S13
二  波  長
クロマトスキャナー

60
食品中のタンパク量

等定量分析
三田村理研工業僻
QDS-10M

測定法 :ケ ルダール法準拠

測定範囲:N量 2～100mgS14
自動式窒素蛋白

質迅速定量装置

60
食品中における水の

存在状態測定

日本ブルカー傲
ミニアペック
PC-120

高周波パルス出力 220W、 共鳴周波数 20
MHz、 検波方式 :ダ イオード、位相検波S15

パ ル ス

共 鳴 分

気

置

磁

装

核

析

61
有機化合物の同定、
分子構造の推定

僻日立製作所
R-90H

共鳴周波数 lH:90MHz、 多核種測定

温度可変測定 -1009～ 200℃
S16

鴫

置

と
♂
振

気磁

析

核

分

60
液体試料中の金属成
分定量分析

原子化法 :フ レーム法およびグラフアイト

アトマイザー法 測定波長 190～ 900nmS18 原子吸光分析装置
仙島津製作所
AA-670

60
鋼・合金鋼中
る炭素と硫黄
分析

におけ
の定量レコ社

CS-344
検出方法 :赤外吸収式
最小分析値 0.0001%(炭 素・黄硫)

S19
時

置

同黄

装

硫

量

素炭

定

60
遊離アミノ酸含量や

アミノ酸組成分析
分析方法 :ワ ンカラム陽イオン交換分析法

検出法 :ニ ンヒドリン発色吸光光度法
S20 アミノ酸分析装置

伽日立製作所
835--30

(データ処理付)

鉄鋼中の酸素、窒素、
水素の定量分析

60測定範囲:酸素 0～ 2,000ppm、 窒素0～

2,000ppm、 水素 0～ 200ppmS21
酸素・窒素・水素
同時定 量 装置

僻堀場製作所
EMGA-1300

排水の簡易検査 60測定項目:濁度、温度、pH、 電気伝導度、DOS22 ポータブル濁度計
傲堀場製作所
水質チェッカーU-7

61
液体試料中の金属成

分等微量定量分析
Ｉ

分

光

置

発

装

ＰＣ

析
仰島津製作所
ICPS-1001

測定範囲 163～ 458nm

ダイナミックレンジ 108S25

61測定範囲 5B～ 92U
X線管球(Rh)、 データ処理プログラム付

無機・金属材料等の

定性・定量分析S26 蛍光X線分析装置
仰島津製作所
VF-320
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機 器 名 型    式 仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年

S27 X線 回析 装 置
搬リガク

RAD― RB
最大出力 12KW、 試料高温装置付 (最 高
1,200℃ )X線管球(Cu、 co)自 動検索プ
ログラム付

無機・金属材料等の

結晶構造解析
60

S28 熱 分 析 装 置
傲リガク

T A S100
示差走査熱量計 500℃ 以下、示差熱天稀
熟機械分析装置 1,500℃以下

融点など熱的変化と
膨張率など機械的変
化測定

60

ル

一訂

ブ

析

夕

分
一
素

ポ

酸
棚島津製作所
POT-101

測定方法 :磁気風式
測定範囲 0～ 10及 び0～ 25Vol%02 排ガス中の酸素測定 60

ガ

析

排

分

ス NOx
装 置

伽島津製作所
NOA-305

測定方法 :常圧式化学発光法
測定範囲 0～50か ら0～ 1,000ppm NOxま で

排ガス中の室素酸化
物測定

60

ル
　
一

プ

タ

タ

ス】ア

一　
ス

ポ

ガ
仰島津製作所
CGT-10-1-A

法

囲

方

範

定

定

測

測
:非分散赤外線吸収法
0～0,1/0.5VOl%CO
O～ 15Vol%C02

排ガス中のCO、 C
02測定

60

排

分

ガ ス SOx
析 装 置

棚島津製作所
IRA-106

測定方式 :非分散赤外線吸収法
測定範囲 0～ 200及 び0～ 500ppm S02

排ガス中のイオウ酸
化物測定

60

量

置

ん

装

じヽ
と
ん

ば

測
仰岡野製作所
ESA-302C T

測定方法 :自 動等速吸引ダスト濃度測定
(」IS― Z-8808に準拠)

排ガス中のばいじん

量測定
60

D O メ タ
セントラル科学棚
UD-1

測定項目DO(0～ 20.Omg/η X 02(0～
25,0%X温度(0～ 50.0℃ )

水中の溶存酸素測定

高速自動旋光計
榊堀場製作所
SEPA-200

測定角度範囲 ±90,000°

検出感度   0,001°
光源 :ナ トリウムランプ(589nm)他

光学活性物質の旋光
度測定

62

又線回析用試料
高 温 装 置

棚リガク
Cat No.231181

最高使用温度 1,350℃
高温加熱状態でのX
線回析

分光蛍光光度計
仰日立製作所
F-3000

分光器:励起、蛍光側とも無収差凹面回析
格子 90骸 /un、 測定波長範囲 220～ 730nm

蛍光物質の蛍光スペ

クトル測定
62

食 塩 濃 度 計 仰堀場製作所 測定範囲 0～ 10% 食品中の食塩濃度測
定

62

物 性 評 価

機 器 名 型    式 仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年

T01 精密アッベ屈折計
伽アタゴ

3

測定範囲 1.3000～ 1.7100(Br破 0～ 95%)

最小日盛 0,0002
物質の屈折率測定 60

T02 ヘリウム比重計
い島津製作所

1303

最大測定容量 30耐
圧力検知能力 ±0.022mmHg

個体物質の体積測定

T03 水分活性測定装置
ノバシーナ社
HUMIDAT RC

測定範囲:水分活性 0,02～ 1.00

RH 2.0～ 100%

食品におけ
の指標とな
性測定

る保存性
る水分活
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得
度

取
年仕  様 1生   宮ヒ 用   途機 器 名 型    式

加工食品や染色物の
色調測定

60日本電色工業伽
SZ―Σ80

測定波長
Lab等

400～ 700mm、 表色系 XYZ
T04

素

タ一

ゑ
∪
　
ユ

色

ピン

Ⅷ
側
コ

60窯業、食品材料等の
粒度分布測定

棚島津製作所
SA一 CP2-20

測定範囲 0,1～ 15針m、

測定方法 :分散沈降法および光透過法
T05 遠 心 沈 降 式

粒度分布測定装置

鵬
酸化還元電位

60測定範囲 pHO～ 14、 ORP O～±1,999mVT06 pHメ ー ター 仙堀場製作所
F-8AT、 F-8

水中油分測定 60辞宅努離出孟†!決巣話越聖黎採漁方式T07 油 分 濃 度 計 い柳本製作所
OIL-103

自

一 ド́昇糧局星尊
ア ノ

61北斗電工傲
HZ-lA

ポテンショスタット、ガルバノスタット任
意関数発生方式T08 全自動分極装置

61
樹脂等の弾性率、誘
電率、圧電率測定

温度範囲 -150° ～250℃ 、
ロードセル101c9f、 最大畑振力 1.51c9f

T09
性
置

弾
装

粘的
定

動
測

仰東洋精機製作所
S型

60度 または45度鏡面
光沢測定

61測定値面積 42X13mln以上、
測定条件 JISZ-874T10

デジタル携帯用
光  沢  計

日本電色
VG―

工業僻
2PD型

液体試料の粘度測定 61
芝浦

ビ
システムい
スメトロンVDA

― L 珊電等要:ヨニ智羅 学T ll 回 転 粘 度 計

60癌号峯お協程蜀是ヽ仰全 研
GTX-2-IN 饗τ響]機響歓間の口腔をモデル化T12

テ クス チ ュ ロ
メ ー タ ー

澪二脅;受晟
F壕幹61超音波共振法モーガン社

PPM-5RT13

ダイナミックモジ
ュラーステスター

(弩藁警
弾性率

り

60
食

定
品、薬品等物性測不動工実僻

NRM-2010J― C
W

荷重 0
作動速度

・
２
速

”０

４ 汁 5争∫‰ /耐→T14 レ オ メ タ

60
熱可塑性樹】旨の加熱

整
における流動性測,唇響コィ¥緞番橋測定)

T15
ン

一

イ

サ

レ

ク

メ

デ
僻東洋精機製作所
P-001

樹脂材料の熱変形温
度測定

試験槽温度 :常温～300℃ 、
冷却方式 :油強常I循環方式、試料敷 3

懺東洋精機製作所
S3-FHT16 熟変形温度測定機

60
高分子フィルム
ガス透過率測定
STM準拠)

の

Ａ

等

ぐ榊東洋精機製作所
M一 C3

測定範囲
24hr・ atm、

過面積 38
垢を解勢 淀:ヾ!!Cもるよ蓬
.46耐

T17
ガ

測

´
ハ
と
庄

透 過
装

率

置

試 料 調 整

得
度

取
年用   途仕  様 性  能機 器 名 型    式

60今,テ勢
生物のホモい日

A
本精機製作所
M 容量 50～ 1,000祀 、ステンレス容器U01 ホモ ジナ イザ

60試料の回液分離日立工機仰
OSP-21B 最高回転数 5,000 vpmU02 卓 上 遠 心 機
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機 器 名 型 式 仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年

U03
却
機

冷
離分

速
ｂ

一れ
と込

日立正機榊
SCR-20B B

最高回転数 20,000rpm、 冷凍機能力 1.5
肺、スローアクセル、スロエブレーキ機能
付

微生物菌体の分離・
精製

61

U04 電 気泳 動 装 置
アトー佛
SJ-1065外

種類 :デ ィスク、スラブデイスク、SDS
等電点、二次元の各電気泳動

核酸・タンパク質等

雰絆
関連物質の分離 60

U05
マ
　
一

ズ

タク

一フ

ア

プ

リ
ヤマト科争帥
PR-503

高周波出力
発振周波数

0～500W、

13.56ヽlHz
有機試料の低温灰化 60

U06 凍 結乾燥 装 置
日本真空技術棚
DF-01H

乾燥棚面積 0.08∬ 、棚温度範囲 -45～
80℃ 、到達圧力 0.05allHg(無 負荷時)

食品や微生物の凍結
乾燥

60

U07 高 圧 滅 菌 器 佛 工

０

精

３２
一　

一 鶴目
圧温聾盈2℃!毎象説錘竪

前、使用温度
53を 犠善花蓬

具等の高圧
60

U08 ワ
検

グ

置

ブ

装
ル

圧
的犬岳製作所
OT― ST-9 呈F鵠尋室温+5℃ ～70℃ 、温度精度

振トウ敷 20～ 160rpm 微生物の活動度測定 61

電 子 レ ン ジ 三洋電機榊
EMO一 A52W型

機能
燥

電子レンジ、グリル、オープン、乾
食品の加工試作 60

U09

電 気 オー ブ ン 北沢産業伽
KSP-611

温度範囲:室温～400℃ 、
内寸法 580X200X450om

食品の試作加工 61

U10 粉 体 混 合 機 榊品川工業所
50MV― r

容量 5ゼ 食品の試作加工 61

U■ 振 トウ培養装置
仰いわしや生物科学
PMR― S-20P

培養温度 15～ 60℃

rpm、 振 トウ方式
両用

敷

一

ウ

リ

ト

タ

振

一

ヽ
ロ

50-320
レンプロ 徹生物の大量振

培養
トウ

61

U12 細 胞 破 砕 装置
仰日本精機製作所
US-600 学,プな

6り

x、観窃解墓緞1詭チ
Hム

微生物細胞の破砕

U13 圧 縮 装 置
仰島津製作所
MP-30 最大圧力 30t F 粉末の成型

U14 ガラスピード装置
棚島津製作所

T R AutO一 Bead
1000S  . 冷緊号蚕i醤景移鍔筆

1'100℃、 蛍光X線分析用無機
材料等の試料調整

U15 イ    オ   ン
コーティング装置

僻日立製作所
E-101

ターゲッ
放電電圧

卜 Au― Pdリ ング決、
D C 400、 1,700V

電子顕微鏡用試料の
前処理

61

U16 真空恭着装置 型ＢＣ

所

５

作

一

製

Ｓ

立

Ｕ

日

Ｈ

僻
カーボン蒸着 電子顕微鏡用

前処理  i
試料の

61

U17 臨界点乾燥装置
仰日立製作所
HCP-2

温度設定範囲 -10～ 40℃ 、
圧力 150kgf/前

電子顕微鏡用
料の前処理

生物試
61

U18
ク

機
ッ

整

】ァ

調

ス】フ
爛
竹

プ

試
僻東洋精機製作所
DN 試験片の成形・調整 60
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機 器 名 型    式 仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年

U19 分析用試料粉砕機
日本ゼネラル仰
サイクロテック 処理能力 3～ 49/S 穀物試料等の粉砕 60

ロ ー タ リ ー
エバポレーター

柴
仰
日科学器械化学工業

RE-120A― QW
温度範囲 :室温～100℃ 溶液試料の減圧濃縮 60

超低温フリーザー 三洋電機傲
MDF-380A T 温度範囲 0～ -100℃ 試料の低温保存 60

分離用超遠心機
日立正機い
S C P70H型

酵索、
の分離

タンパク質等
・精製

最高回転数 70,000rpm、

分析機能 :UVス キャナー

オー トス チ ル 島津理化器械仰
SWAC-700

蒸留水採取量 1,8ゼ /hour、

貯蔵タンク 20η
分析用純水製造 60

オー トスチ ル ヤマト科当脚
WA-52G

蒸留水採取量 5を /hour、

蒸留水タンク 80ゼ
分析用純水製造 60

逆浸 透 濾過 器
アルバック
RO-3

サービス仰
型 震暑径

袈
舞降

操作圧力 0～ 60k9F/前、 限外。逆浸透膜の汗
過試験

60真 空 ポ ン プ 日立工機傲
160V P一 D

到達圧力 ll1 4Torr、

排気能力 168を φ/min
真空実験用

分液ロートの振トウ 60振  ト ウ 器
仰イワキ

V一 SN

容量 2ゼ 微生物の培養試験 60
ジ ャ ー フ ァー
メ ン タ ー

三ツワ理化学工業仰
KMJ-5

回転数 500～ 10,000rpm、

最大トルク 7k9-cm
液体試料攪拌 61攪  拌  機

仰業工械

Ｉ

器

一

学

Ｍ

化

Ａ

日

Ｉ

柴

60
り

一

ト

ヤ

ラ

ンヽ

ボ

オ

ラ

ウ

ヤマト科学研
AW-62

超  音  波
ピペット洗浄器

僻日本精機製作所
VE-8 60

薬
ン

用 冷
ョー ケー

蔵
ス

棚

一

機

Ｒ

電

Ｐ

洋

Ｍ 60

全自動製氷機
スコッツマン社
AF-20

金属 `梢子器具等の
滅菌処理

60乾 熱 滅 菌 器 仰タバイエスペック
LG-122

使用温度範囲 +40° ～250℃ 、
有効容量 196ゼ

ク

一

ッ

ラ

チ

・

不ヽグ

タ

マ

ス
東洋科学産業い
PA-6 6連式 試料の混合攪拌 60
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機 器 名 型    式 仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年

フ ラ
コ

ンヽ

ク

ク

レ

ン

タ
仰大日本精器
DFC-100U 100本掛

液体クロマトグラフ
ィー溶離溶液の分取
。分画

60

東洋科学産業い
TME-21タッチミキサー 試験管内溶液の攪拌 60

インキュベータ
棚

１

機

１ ５

特

一

気

Ｒ

電

Ｉ

洋

Ｍ

三 温度調節範囲 -10° ～50℃ 、
有効容量 126ゼ

微生物の静置培養

インキュベータ
三洋電気特機僻
MIR-251

温度調節範囲 -10° ～50℃ 、
有効容量 254を

微生物の静置培養 60

嫌気性培養装置
仰ヒラサワ
HZC-3

温度範囲 :室温～50℃ 、
温度精度 ±0,3℃

嫌気性微生物培養、
徹好気性微生物培養

61

(5)食品加工機器

(6)工作機器等

機 器 名 型   式 仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年

W01 真空 らい潰機 僻備
V

文
AM8B 容量 15η 食品の試作加工 61

W02 真 空 煮 練 機 仰品川工業所
2QTVP 容量 20ゼ 食品の試作加工 61

W03 卓上真空包装機
仰西原製作所
TVG-447-S インパルスシール方式 食品の試作411正 61

W04
プ

ク

レ シ ャ ー
カ

仰平出製作所
PC-305-S

常用圧力 1～ 5孔圧、
常用温度 100° ～158℃

食品の耐高温
・高圧試験

高湿
60

仕  様 性 育ヒ 用   途
得
度

取
年機 器 名 型   式

超高速昇温電気炉 伸モトヤマ
SC-2025S

ヒーター容量 7 kw、 最高常用温度 1,500
℃、昇温時間:約30分 /1,500℃

各種材料の加熟 60X01

X02 電 気 加 熟 炉 富士電波工業伽
FE-20 最高温度 1,450℃ 撃P熱

処理(焼入れ60

X03 真空熱処理炉 仰島津製作所
VVLta10/8 発熱体1歩サチテイト1量目最震】おIItl 畳塞擁恐撃、焼戻

し
60

X04 ガ ス 浸 炭 炉 僻島津製作所
SMC― O

最高温度 950℃ 、赤外線C02ガ ス分析制
御方式

鋼のガス浸炭、浸炭
窒化熱処理

60
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仕  様 1生    會ヒ 用   途
得
度

取
年機 器 名 型    式

重索謡畿Υ
5脇

岳続)1肺
試ヽ料の灰化、アルカ
リ溶融

60X05 電気マッフル炉
憫東洋科学産業
OPM-16D

プラスチックの再利
用

60X06 粉  砕  機
棚朋来鉄工所
VC-360 5馬力 (3.7m)

金属材料の切断 (軽

切断用)

60X07 高速砥石切断機 富士製砥佛
FS-16B 量製研角需拮#0,締」器:;冊角

鉄

ル

ス

の
テンレス、ア
薄板の切断

60X08 薄板専用エアープ
ラズマ切断機

松下電器産業傲
YP-030P

直流出力電流 35A、 直流出力電圧 130
V、 切断能力:軟鋼、ステンレス9111、 ア
ルミ6 4Mll

フライスエ具等の研
摩

60X09 万能工具研削盤 榊松沢製作所
MZ-8BG Z元孟社

>獣
暫1誌認!鰐饗大

径 1504Mll

60桑轟s法 (レ免端X～
'μ

生1儲
まJ方式:正円垂杯善孫爵

ンニング

ドリルの
およびンX10 ドリル研 削盤 仰藤田製作所

DG-80B

60適用ドリル径
60° ～200° 、 ド

賦
憑

”５
嘱

ドリル先端角
さ  390mal

ンヽ

Ｘ
（
ニ

の

　

ヽ
ン

ル

彰
イ
ン

ド
ゥ

、

ン

ン

ポ

，

二

　

ヽ

ガ

ノ

ン

形

ン

グ

イ
Xll

ル

盤クンニン

ド
ミ
ン

仰藤田製作所
D T50E X

60目盤民転警9釜 思ゞ絆薬塵装置付
金属材料の表面除去
加工X12 両頭グラインダ 昭和電機仰

SGB― CBX

60ヒーター 3.4kv、 最高温度 180℃ 原料の乾燥X13 乾  燥  機 僻松井製作所
PO-80

試作部品加工 60
ベッド上の振り
,604111、 センター簡惜躍

往`復台上の振り
800mlX14 旋 盤

リンノエ機仰
LN-32A I

試作部品加工 60平岡工業仰
MS― SCV

テーブルの最大移動距離 X600、 Y250、

為践甥換
こと軸回転数 60～ 1,800 rpmのX15 フ ラ イ ス 盤

窃昂驚‖
の切断(重 60帯  鋸  盤 仰アマダ

H-250S A 霧町蓬農繁甥1娩Ⅲ罵1瑠∫留4辞絆`X16

材料の穴あけおよび
ねじ立て加工

60仰吉田鉄工所
YD2-55

穴

ね

３０

あ

じ

け
立

１
．

勘
硝
踊

S45C
力 S45C

40皿、F
M24、

C25 50ndl
お
し

Ｏ
Ｆ Mボ ー ル 盤(大 )

材料の穴あけ加工 60ボ ー ル 盤(中 )
仰北川鉄工所

K D R410
4∞W

材料の穴あけ加工 60

X17

ボ ー ル 盤(小 )
い吉良鉄工所
NRD-13R

穴あけ能力 S45C 10皿、F C20 131Bll

200W

実験、研究用部品の
矯正・歪取り

61仰大阪ジャッキ製作所
30K P A― A 最大加圧力 30tF、 最大ストローク 125malX18 簡 易 プ レ ス

材料の炭酸ガス溶接
性試験・試作加工

60大阪変圧細榊
CPVM-350 定格出力電流 350A、 定格負荷電圧 36VX19 炭酸ガス溶接機
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機 器 名 型   式 仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年

X20
ス

機

ガ

力
接

ア

溶
松下電器産業仰
YC-300TWS 3 チ砧絹島、

3!!◆、
扁望落ち春許ィ僻 材料のティグ溶接性

試験・試作加工
60

X21 スポット溶接機
松下電器産業仰
YR-150 S A

最大溶接電流 9000A、 フトコロ寸法 200
X400mm、 最大加圧力 500k9

材料のスポット溶接
性試験・試作加工

60

X22 糸  鋸  盤
旭鋼機仰
オートU1300 留習能43繊 轟`ギ乳二毛0。

制%ヽ フト
木 工 60

X23 バ ン ド ソ 日立工機榊
C B100 F 重冥ふg罰サ高ピ

2七

16蛇

OXO・ 8%、
木 工 60

X24 自動 かん な盤
佛マキタ電機製作所

♯2004
最大切削巾 1321Ml、 切削材厚さ
alm、 最大切削深さ 3血

5～ 130
木 工 60

金型温度調節機 仰松井製作所
MC-15A 籍督ξ警で穀ヽ鵜

160℃ 、
2.6ι

金型の温度調整 60

昇辮ψψ買仰安田精機製作所
血196

最大負担 37ton、 最高温度 250℃ 、
ラムストローク 100ma 熟硬化性樹脂の成形 62

無錘 台 は か り 宮本衡機い 稀量 1～ 100k9 重量物の計量 61

P25 精密招合定盤 榊ユニ精機
U」 -10部磁11

A級 機械部品等の加工準
備と計測等

60

(7)デ ザ イ ン

機 器 名 型    式 仕  様 性  能 用   途
得
度

取
年

デザインスコープ
いづみや
フルオート5000

原寸最大撮影サイズ 280X360%(r=150
%)、 倍率 400～ 25%

拡大縮小トレース、
自黒反転

60

ム

一

ロ

サ

ク
ン

ッ

ニ

セ

ム

ロ

オ

プ
レトラセット
2000プロセッサー

使用紙幅
使用紙厚

:最大幅325%(A3サイズ)、

1.5% 白黒コピーヘの着色 62

引  伸  機
富 士
A450

フィルム 4X5判以下、引伸倍率
5.5(135%)、 0.4～■.4(75%)

0.8～
モノクロプリント 60

カ   メ    ラ
日本光学工業仰
ニコンF3ハイアイ
ポイント

電子制御式 354ul~限 レフレックスフォー
カルプレーンシャッターカメラ

ビ デ オ カ メ ラ 日 立
VM-200

VHS方式カラービデオデッキー体式カメ
フ

60

複  写  機
ミノルタ
PD■ 7

複写幅 680%(Al判 )、 現像方式 PD
(プ レッシャー・ジアプ)方式

青 焼
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(8)そ の 他

仕  様 1生   宮Z 用用  途途
得
度

取
年機 器 名 型型   式式

水平多関節型4軸 自動化の研究用 61H01 多軸ロボ ッ ト 松下電器産業仰
NM-6652S

パソコンによるカラ
ー画像処理

61H05 画像 入 力装置
佛エー・ディ・エス

P I P4011

CPU Z80、 プログラムメモリ
ィト、データメモリ 16Kバ イト
モリ 2Mバイト

32Kバ
画像メ

パソコン研修、メカ
トロ研修

60H07
パーソ

ユ~タ

ク シ

ピ
一ム

ウ
的ｙア

「卍
和
ス

日本電気脚
PC-8801mK I 言語 N88BASIC、 マタロアセンブラ等

CPU:Z80 メカトロ研修の実習
機器

60H08
ス

置

ク二

装

ロ卜

御

カメ

制

島津理化器械佛
SCP-2外
-1

AIO

各種論理回路実習 60H09
電
路
実

秘購装
酬凹習

回
等
置

安藤電気仰
DL-3D、 PVO
-35

粛号買旨路 接昇i積み学:乙節鴇畳
等
加

算器、2進乗算等

(61)

リー
ス

日本 IBM仰
4361

主記憶 12M B、 外部記憶 2GB、 有限
要素解析、データベース

有限要素解析、デー

タベース等の各種処
理

H■ 中型コンピュータ

技術情報
PATO
索用端末

Ｏ

Ｓ

く

Ｌ

Ｓ
、

ヽ
検 60H12

ル

タ

・一“，′　　一

ソ
　
ュ

ピ
一
ン

パ

コ

パナファコム
C-280D S

ロボット制御研究 60P19 害秦
用マイクロ ヒース社

HER01
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5 センター関係規程

○ 滋賀県行政組織規則 (抄 )

改正 昭和60年 4月 1日 規則第14号

昭和61年 4月 1日 規則第21号

昭和61年 10月 13日 規則第64号

滋賀県行政組織規則をここに公布する。

滋賀県行政組織規則

滋賀県行政組織規程 (昭和30年滋賀県規則第31号)の全部 を改正する。

第 1章 総   則

(目 的)

第 1条 この規測は、知事および出納長の権限に属する事務を処理するため、必要な組織を定める

とともに、事務の分掌を明確にし、もつて行政事務の能率的な遂行を図ることを目的とする。

(機関の設置および分掌事務)

第 2条 前条に規定する組織 を構成する機関およびその分掌事務は、法令または条例に定めるもの

を除 くほか、この規測 により定めるものとする。

(機関の種別)

第 3条 前条に規定する機関をわけて本庁、地方行政機関、その他の機関および附属機関とする。

(昭和52規則 16。 一部改正)

第 4章 その他の機関

(設置)

第10条 その他の機関として別表第 3条に掲げる機関を置き、その位置および管轄区域は、同表に

定めるとおりとする。

(課、係、支所等の設置)

第■条 次の表の左欄に掲げるその他の機関に、それぞれ当該右欄に掲げる局、部、図書館、付属

病院、課、科および係を置く。

企画管理課 管理係、企画係

技術第一科 電子応用係、機械応用係

技術第二科 工業材料係、化学食品係、デザイン係

工業技術センター

(分掌事務)

第12条 前 2条 に規定するその他の機関またはその他の機関の局、部、図書館、付属病院、課、科、

係、支所および分場の分掌事務は、次のとおりとする。

(極磐賢名蔀昼∴畳)
昭和60年 6月 1日 規則第31号

昭和61年 10月 1日 規則第63号

昭和62年 4月 1日 規則第15号
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管 理 係
1)セ ンターの庶務に関すること。

2)そ の他他の科および係に属さない事項

企画管理課

企 画 係

(1)

(2)

(3)

(4)

試験研究の企画調整に関すること。

工業技術の情報および調査研究に関すること。

工業技術振興協会に関すること。

その他工業技術の振興に関すること。

電子応用係
(1)電気 。電子技術に関する試験・試験研究および指導に関す

ること。

(1)機械技術に関する試験研究および指導に関すること。

技術第一科

機械応用係

工業材料係 (1)工業材料に関する試験研究および指導に関すること。

化学食品係 (1)化学および食品に関する試験研究および指導に関すること。

工 業 技 術

セ ン タ ー

技術第二科

デザイン係 (1)産業デザインに関する研究および指導推関することと

付 則 (昭和61年規則第64号)

この規則は、公布の日から施行する。

付 則 (昭和62年規則第15号 )

この規貝Jは、公布の日から施行する。

別表第 3

5 商工労働部所属

(1)滋賀県工業技術センター

(2)滋賀県立信楽窯業試験場

(3)滋賀県繊維工業指導所

(4)滋賀県立機械金属工業指導所

(5)高等職業訓練校

滋賀県立草津高等職業訓練校

滋賀県立彦根高等職業訓練旗

滋賀県立長浜高等職業訓練枚

(6)滋賀県婦人就業援助センター

栗太郡栗東町

甲賀郡信楽町

長  浜  市

彦  根  市

草  津  市

彦  根  市

長  浜  市

近 江 八 幡市
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○ 滋賀県工業技術センター施設整備基金条例

(渥磐置霙高昼ザ畳)
改正 昭和60年 3月 29日 条例第12号

〔滋賀県工業技術試験研究施設整備基金条例〕をここに公布する。

滋賀県工業技術センター施設整備基金条例 (昭60条例12・ 改称)

(設置)

第 1条 滋賀県工業技術センターの施設 (以下「施設」という♪の整備を円滑に行うため、滋賀県

工業技術センター施設整備基金 (以下「基金」というかを設置する。

(昭60条例12。 一部改正)

(積立て)

第 2条 基金として積み立てる額は、その積立をする年度の一般会計歳入歳出予算 (以下「予算」

という∂で定める額とする。

(管理)

第 3条 基金に属する現金は、金融機関への預金その他最も確実勝つ有利な方法により保管しなけ

ればならない。

2 基金に属する現金は、必要に応じ、最も確実かつ有利な有価証券に代えることができる。

(運用益金の処理)

第4条 基金の運用から生ずる収益は、予算に計上して、この基金に繰り入れるものとする。

(繰替運用)

第 5条 知事は、財政上必要があると認めるときは、確実な繰戻しの方法、機関および利率を定め

て、基金に属する現金を歳計現金に繰り替えて運用することができる。

(処分)

第 6条 知事は、施設の整備に要する経費の財源に充てるために、予算の定めるところにより、基

金を処分することができる。

(委任)

第 7条 この条例に定めるもののほか、基金の管理に関し必要な事項は、規則で定める。

付 則

この条例は、公布の日から施行する。

付 貝10召和60年条例第12号 )

この条例は、昭和60年 4月 1日 から施行する。
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○ 滋賀県工業技術振興基金条例

(極磐智憂高昼::畳)

滋賀県工業技術振興基金条例をここに公布する。

滋賀県工業技術振興基金条例

(設置)

第 1条 工業に関する技術開発基盤の強化を図り、工業技術の振興に資するため、滋賀県工業技術

振興基金 (以下「基金」という♪を設置する。

(積立て)

第 2条 基金として積み立てる額は、その積立てをする年度の一般会計歳入歳出予算 (以下「予算」

という♪で定める額とする。

(管理)

第 3条 基金に属する現金は、金融機関への預金その他最も確実かつ有利な方法により保管しなけ

ればならない。

2 基金に属する現金は、必要に応じ、最も確実かつ有利な有価証券に代えることができる。

(運用益金の処理)

第 4条 基金の運用から生ずる収益は、予算に計上して、基金の設置の目的を達成するために必要

な経費の財源に充て、またはこの基金に繰り入れるものとする。

(繰替運用)

第 5条 知事は、財政上必要があると認めるときは、確実な繰戻しの方法、期間および利率を定め

て、基金に属する現金を歳計現金に繰り替えて運用することができる。

(委任)

第 6条 この条例に定めるもののほか、基金の管理に関し必要な事項は、規則で定める。

付 則

この条例は、昭和60年 4月 1日 から施行する。
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○ 滋賀県使用料および手数料条例 (抄)

(渥督贅憂洗昼亀畳)
昭和61年 10月 13日 条例第38号改正 昭和60年 12月 24日 条例第41号

昭和62年 3月 23日 条例第 8号

県議会の議決を経て滋賀県使用料及び手数料を次のように制定する。

滋賀県使用料および手数料条例

第 1条 地方自治法 (昭和22年法律第67号)第 225条 および第227条 の規定に基づく使用料および手

数料については、別に定めるもののほか、この条例の定めるところにより徴収する。

(昭39条例 4・ 全改)

(使用料および手数料の額)

第 2条 前条の使用料および手数料ならびにその額は、次のとおりとする。

(50)の 2 工業技術センター試験等手数料

別表第 4の 2に定める額

第 3条 使用料および手数料は、規則で特別の定めをする場合を除き、使用の開始または申請と同

時に徴収する。ただし、授業料は、分割 して徴収することができる。

(昭28条例19・ 全改、昭和60条例41・ 一部改正)

第 4条 削除

第 5条 削除 (昭27条例27)

第 6条 使用料および手数料は如何なる事由があってもこれを退付 しない。ただし、知事が必要と

認めた場合はこの限りでない。

第 7条 試験または検査のため提出した物件はこれを還付 しない。ただし、特別の事由がある場合

はこの限 りでない。

第 8条 知事は、特別の事情があると認める者に対 しては、使用料または手数料を減免することが

できる。

(昭33条例27・ 全改)

第 8条の2 詐偽その他不正の行為により使用料または手数料の徴収を免がれた者については、そ

の徴収を免がれた金額の 5倍に相当する金額以下の過料を科する。

第 9条  この条例に定めるものの外、使用料および手数料の徴収に関して必要な事項は、規則で定

める。

(昭28条例19・ 全改)

付 貝J

この条例は、公布の日から施行する。

付 則 (昭和62年条例第 8号 )

この条例は、昭和62年 4月 1日 から施行する。

別表第 4の 2  省略
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○ 滋賀県行政財産使用料条例 (抄 )

(極督習憂病昼響畳)
改正 昭和60年 3月 29日 条例第15号   昭和60年 12月 24日 条例第42号

昭和62年 3月 23日 条例第 9号

滋賀県行政財産使用料条例をここに公布する。

滋賀県行政財産使用料条例

(趣旨)

第 1条 地方自治法 (昭和22年法律第67号)第 238条 の4第 4項の規定に基づき、許可を受けて使用

する行政財産に係る使用料については、別に定めるもののほか、この条例の定めるところにより

徴収する。

(昭50条例 6。 一部改正)

(使用料の額)

第 2条 前条の使用料の額は、別表に掲げるとおりとする。

第 3条 電気、水道またはガスを一定の量をこえて使用した場合は、一定の量をこえる量に対応す

る金額を前条の使用料に加算して徴収する。

2 前項のほか、火災保険料、暖冷房費その他管理上の経費を必要とする場合は、その料金を前条

の使用料に加算 して徴収する。

(納付の時期 )

第 4条 使用料は、使用の開始または申請と同時に納付 しなければならない。ただし、使用期間が

長期にわたるものについては、分害Jし て荼内付することができる。

(還付)

第 5条 既納の使用料は、還付しない。ただし、使用者の責めに帰さない理由により使用許可を取

り消 した場合は、この限りでない。

(減免)

第 6条 知事は、特別の事情があると認める者に対 しては、使用料を減免することができる。

(過料)

第 7条 詐偽その他不正の行為により使用料の徴収を免がれた者については、その徴収を免がれた

金額の 5倍に相当する金額以下の過料を科する。

(委任)

第 8条 この条例に定めるもののほか、行政財産の使用料につき必要な事項は、規測で定める。

付 貝」

1 この条例は、昭和39年 4月 1日 から施行する。

付 則 (昭和62年条例第 9号)

この条例は、昭和62年 4月 1日 から施行する。

別表  省略
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○ 滋賀県工業試験研究機関試験等取扱要綱

(捏督賢魯卓昼ユ是})

改正 昭和62年 3月 23日 告示第142号

滋賀県工業試験研究機関試験等取扱要綱を次のように定める。

滋賀県工業試験研究機関試験等取扱要網

(趣旨)

第 1条 工業技術センター、信楽窯業試験場、繊維工業指導所および機械金属工業指導所 (以下

「工業試験研究機関」という♪が行 う試験、測定および分析 (以下「試験等」という♪の依頼手

続等については、別に定めがあるもののほか、この要綱の定めるところによる。

(試験等の依頼)

第 2条 試験等の依頼をしようとする者 (以下「依頼者」という♪は、別に定める依頼書を工業試

験研究機関の長 (以下「所長等」という♪に提出しなければならない。

(成績書の交付)

第 3条 所長等は、試験等が完了したときは、試験成績書を依頼者に交付するものとする。

(手数料の細目)

第 4条 滋賀県使用料および手数料条例 (昭和24年滋賀県条例第18号)房 J表第 4の 2、 別表第 5お

よび別表第6に規定する手数料の額の細日は、別表のとおりとする。

(雑則)

第 5条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。

付 則

この要綱は、昭和61年 4月 1日 から施行する。

付 則 (昭和62年告示第142号 )

この告示は、昭和62年 4月 1日 から施行する。

別表 省略
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試 験 分 析 依 頼 書

昭和  年  月  日

滋賀県工業技術センター所長 殿

T

住     所

氏名または名称                囲

代 表 者 名         ⑩

電 話 (代 表) | | | ―EEIl一 EEEEEl
連  絡  者          a(  ) 一

↓
　
※
こ
こ
か
ら
下
欄
は
記
入
し
な
い
で
下
さ
い
。

下記試験等を依頼 します。

試料品名

依頼事業

数 量

働
使用時間設備番号 設 備 名 称

イ固

担  当調  定

―
tjl―

金額 (円 ) 整理番号単価 単位試験別 項 目

350和   文

欧   文 450

複  本

円人 計



第
=
日

昭和  年  月

昭和  年  月

試 験 成 績 書

殿

滋賀県工業技術センター所長

日に依頼のありました供試品の試験結果は、下記のとおりです。

言己
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試験分析手数料 (S.62.4.1施行)

電気・電子試験

材 料 試 験

金 額項 目 単  位

1測 定 1,500101 抵抗測定

102 インピーダンス測定 1,500

1,500103 静電容量測定

1,500104 インダクタンス測定

電
気
特
性
の
測
定

その他 1,500105

1試 験 1,500106 耐電圧試験

1,500107 耐衝撃電圧試験

1測 定 1,500108 絶縁抵抗測定

1,000109 周波数測定

1,500110 漏えい電流測定

2,000111 波形写真撮影

1  枚 250112 焼増し

1測 定 3,llC10113 波形解析

2,000114 磁気特性測定 1測 定

3,000115 電磁遮蔽特性測定

1,500116 温度測定 (接触式)

金 額項 目 単  位

1時 間 2,000217 引張・圧縮・ね じり
(金属)

600218 じ

1,700219 振動 (プラスチック)

300220

疲

労
試
験

振動 (プラスチ ック)

士曽カロ

800221 ショア… 1試料 1測定

800ブリネル222

ロックウェル 800223

800224 ビッカース

800225 マイクロビッカース

4,000226 高温ビッカース

800バ ー コ ,レ227

800

硬

さ

試

験

デュロメーター228

1試料10測定まで 2,200229 硬さ分布試験

1測 定 100230 増加測定

(プ 1試 料 2,000231 テー″ヾ―
ラスチック

2,Ol10232 西原式摩耗試験 (金属)

2,l100金属顕微鏡 1視 野233

2,Ol10234 実体顕微鏡

2,000235 マクロ

1,500236 試料調整 1試 料

250237

金
属
組
織
試
験

焼き増し 1  枚

8,000238 1視 野

1,500鶉 語撮影239

X線像 1成 分 10,000240

1,500241 増加

10,000242 線分析

1,500″ 増加243

1試 料 6,000244

微
小
Ｘ
線
分
析

点分析

1  枚 500245

電

子

顕

微

鏡

試

験

焼増し

1試 料 5,000246 超音波探傷

5,000247

非
破
壊
試
験 磁粉探傷

1試料 1項目 2,lll10248 フィルム特性試験

1試 料 2,500249 熱伝導率測定

単  位 金 額項 目

1試 験 1,200201 引 張

1,200202 降伏点

203 耐 カ 1,200

300204 伸  び

300205 え々  り

1,200206 抗折 (金属)

1,200207 引裂 (金属)

1,200208 圧 縮

209 曲 げ 1,200

1,200210 剪断 (金属)

211 接着力 (金属) 1,200

1,200212 衝 撃

1,600213 ねじり (金属)

214 1,000エ リクセ ン

1,000215 深絞 り (金属)

強

度

試

験

実物強度 2,000216
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項 目 単  位 金 額

301 景三ざ掃辱慧茎 ミ リ 1測 定 1,100

302 メ1-ざ拝写巻午翠♀0ミ リ
2,000

303 角度
(精産 1今 井募 さ左 ぃう 1,100

304 角度
r糟唐 1今 井蓼十るゝ 2,000

305 真円度 2,Ol10

306 表面粗さ 1,000

307 真直度 1,900

308

形

状

測

定
平面度 1,000

309 ねじピッチ 1,100

310 ねじ有効径 1,100

311 ねじ角度 1,100

312 三次元座標 2,500

313 増加 400

314

特

殊

測

定

メッキ・塗装厚さ 2,500

精 密 測 定

環 境 試 験

物 性 試 験

化 学 分 析

食品物性 。微生物試験

成績書の複本

使用時間にこ があるときは、そ
の端数を切り上げるものとする。
.試験に要する費用がこの表に定める額を越えるときは、
その実費を徴収する。

この表以外に特殊な試験を行う場合および特別に要し
た費用については、その実費を徴収する。

(注)1

2

3

項 目 単  位 金 額

601 pH測定 1試 料 700

602 そ 1成 分 1,500

603 700

604 名5ぅ 
の他測定分析 全 成 分 4,000

605 その他測定分析 1成 分 2,000

項 目 単  位 金 額

401 騒音レベル lヶ 所 900

402

騒
音

測
定 周波数分析 1,200

403 振動測定 900

404 振動試験 1時 間 3,lX10

405 増加 1,200

406 キャス 24時間5試料 1,500

407 ナ曽力田 1試 料 50

408 掃環竜掲簸茸イク24時間5試料 2,500

409

腐

食

試

験
帰環篭緑筆禽,亀玲 1試 料 50

410 恒温恒湿試験 1時 間 1,000

411 //    1曽力口 300

412 紫外線ウェザー試験 24時 間 18,000

413 デューサイクルサンシャ
アンキヤノン獣鯰 14,000

項 目 単  位 金 額

701 粗たんぱく質 1成 分 2,000

702 粗脂肪 2,000

703 水 分 2,000

704 灰  分 2,000

705 離 2,000

706 全 糖 2,000

707 塩 分 2,000

708

定

量

分

析

その他食品分析 2,000

709 食品添加物 (定性) 1,500

710 ( // )'曽 力Π 700

711 ( 全 成 分 4,Ol10

712 (定量) 1成 分 2,000

713 食品物性試験 1試料 1項目 1,200

714 恒温1亘湿 24時間10試料 3,lX10

715 増加 24時 間 2,000

716

食
品
保
存
性
試
験 水分活性試験 1試 料 1,200

717 顕微鏡 1視 野 2,000

718 ″ 焼 き増し 1  枚 250

719

微
生
物
試
験 菌数測定 1試 料 3,000

720 酵素力測定 1試料 1項 目 2,000

721 アミノ酸分析 1試 料 10,000

722 粘土測定 1試 料 2,000

項 目 単  位 金 額

801 和  文 1  通 350

802 欧  文 1  通 450
項 目 単  位 金 額

501 高温クリープ試験 1時 間 2,Ol10

502 増加 800

503 熱変形温度試験 1試 料 2,000
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○ 滋賀県工業試験研究機関試験研究等施設使用要綱

(極磐
61年 4月 1日

県告示第173号)

改正 昭和62年 3月 23日 告示第141号

滋賀県工業試験研究機関試験研究等施設使用要綱を次のように定める。

滋賀県工業試験研究機関試験研究等施設使用要網

(趣旨)

第 1条 工業技術センター、信楽窯業試験場、繊維工業指導所および機械金属工業指導所 (以下

「工業試験研究機関」という♪の設備の使用等については、FUに定めがあるもののほか、この要

綱の定めるところによる。

(使用の許可)

第 2条 工業調験研究機関の設備の使用の許可を受けようとする者は、あらかじめ別に定める設備

使用許可申請書を当該工業試験研究機関の長 (以下「所長等」という♪に提出しなければならな

2 所長等は、前項の設備使用許可申請書の提出を受けた場合は、これを審査し、適当と認めたと

きは許可するものとする。この場合において、必要と認めるときは、条件を付すことができる。

(使用時間)

第 3条 設備の使用時間は、工業試験研究機関の職員が勤務している日の午前 9時から午後 5時

(土曜日にあっては、午前 9時から正午)ま でとする。

2 前項の規定にかかわらず、所長等が特に必要と認めたときは、使用時間を変更することができ

る。

(使用の開始の申出等 )

第 4条 前条の規定により設備の使用許可を受けた者 (以下「使用者」という♪は、設備の使用を

開始しようとするときおよび終了したときは、所長等にその旨を申し出なければならない。

(使用の変更)

第 5条 使用者は、使用許可を受けた期間、時間等を変更しようとするときは、あらかじめ所長等

の承認を受けなければならない。

(使用者の道守事項)

第 6条 使用者は、当該設備の使用に当たっては、次に掲げる事項を守らなければならない。

(1)当該使用許可を受けた目的以外に使用しないこと。

(2)善良な管理者の注意をもって使用すること。

(3)所長等および所長等の指揮を受けた者の指示に従 うこと。

(使用料の細目)

第 7条 滋賀県行政財産使用料条例 (昭和39年滋賀県条例第 5号)汚」表第 6号および第 7項 に規定

する使用料の額の細目は、別表に掲げるとおりとする。

(使用料の免除)

第 8条 次の各号に掲げる場合は、使用料を免除することができる。
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(1)設備の使用申込者が、当該工業試験研究機関と共同して、または当該工業試験研究機関の委

託 を受けて試験、研究、調査等を行 う場合

(2)前号に準ずる場合で、所長等が必要と認める場合

(賠償責任)

第 9条 所長等は、使用者がその責に帰すべき事由により設備を減失し、またはき損したと認める

ときは、当該使用者に、その魚担において、減失し、またはき損 した設備の補てんまたは修理を

させることができる。

(使用許可の取消)

第10条 所長等は、使用者が第 2条第 2項の規定により付された条件に違反 したときまたは第 6条

各号に掲げる事項を守らないときは、使用許可を取 り消すことができる。

(雑則)

第11条 この要綱に定めるもののほか、設備の使用等に関し必要な事項は、別に定める。

(ηイそナ11)

付 貝J

と この要綱は、昭和61年 4月 1日 から施行する。

2 滋賀県繊維工業指導所および滋賀県立機械金属工業指導所設備使用規定 (昭和32年滋賀県告示

第102号 )は、廃止する。

付 則 (昭和62年告示第142号 )

この告示は、昭和62年 4月 1日 から施行する。

別表  省略
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試験研究用設備使用申請書

昭和  年  月 日

滋賀県工業技術センター所長 殿

T

住     所

氏名または名称

|

次の使用条件を遵守のうえ、下記のとおり設備を使用したいので申請 します。

使用条件

1.職員の指示に従い使用 します。

2.使用目的以外の使用はしません。

3.善良な管理者の注意をもって使用します。

4.使用者の責に起因して発生した損害は申請者の負担とします。

言E

囲

⑩名

翔

名

者

代

者

表

話

用

代

電

使

自

至

不

琴

昭

昭

年

年

月

月

日

日

時

時

分

分使 用 期 間

使 用 目 的
1.基礎研究 2.新製品開発 3.生産技術開発 4.製品の改良・改善

5.品質管理 6.品質証明 7.苦情処理 8。 そ の 他

使用時間 (H) 単価 (円 ) 金額 (円 )設備番号 設 備 名 称

円八 計

本 件 承 認 し て よ ろ し い か

整理番号所 長 次  長 議八 調  定 担  当
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機 器 名 称 単 位 金 額

A01 耐電圧試験システム 1時間 800

02 ライトニングシミュレータ 同 400

03 雑音総合評価試験機 同 600

04 防害波測定装置 同 400

05

防 害 波
測定装置 高精度防害波測定装置 同 1,100

06 電磁波発生装置 同 100

1,電気、電子計測機器

電気・磁気環境

計 測 機 器

測

記 録 装 置

設 備 使 用 料 (S.o2.4.1施行)

発 生 器

変 換 装 置

磁気特性測定装置

2.機械試験機器

精 密測定

機 械 試 験

機 器 名 称 単 位 金 額

E01 ファンクションジェ不レータ 1時間 100

02 発振器 同 100

03 パルス発生装置 同 100

04 標準信号発生器 同 300

05 AC電圧電流発生器 同 200

06

標準電圧

電流発生器 DC電圧電流発生器 同 400

機 器 名 称 単 位 金 額

B01 静電電圧計 1時間 100

02 表面電位計 同 100

03 隣卜直流電圧計 同 100

04 絶縁抵抗計 同 100

05 表面抵抗計 同 100

06 接地抵抗計 同 100

07 直流精密測定システム 同 400

08 マルチロガー 同 200

09

電圧電流
測定装置 デジタルマルチメータ 同 200

10 デジタルLCRメ ータ 同 400

11

Ｒ

タ

Ｃ

一

Ｌ

メ 高周波LCRメ ータ 同 400

12 ユニバーサルカウンタ 同 100

13 ひずみ率計 同 100

14 Qメ ータ 同 100

15 位相計 同 100

16 単相用 同 100

17 3相用 同 100

18

電 力 ・

電力量計
記録電力量計 同 200

機 器 名 称 単 位 金 額

F01 周波数変換器 1時間 400

02 光電変換器 同 500

03 抵抗減衰器 同 100

04 ダイヤル可変抵抗器 同 100

機 器 名 称 単 位 金 額

G01 磁束計 1時間 100

02 ガウスメータ 同 100

03 磁気特性測定装置 同 700

機 器 名 称 単 位 金 額

」01 二次元測定機 1,∞0

02 ハンディ表面粗さ計 同 100

03
表面粗さ
測 定 機 表面粗さ測定機 同 800

04 輪郭形状測定機 同 800

05 真円度測定機 同 800

06 万能測長機 同 600

07 レーザー外径測定装置 同 300

08 非接触変位計 同 300

09 電子マイクロメータ 同 100

10 オー トコリメータ 同 500

11 ブロックゲージ (0級 同 100

12 超音波厚さ計 同 400

13 うず電流式 同 100

14

厚
機定

膜
測 電磁式 同 100

15 万能投影器 同 400

機 器 名 称 単 位 金 額

C01 シンクロスコープ 1時間 400

02 ス トレージスコープ 同 400

03

オ ン ロ

スコープ
デジタルストレージオンロ 同 400

04 ウェーブメモライザ 同 400

05
波  形
測定装置 波形記憶解析処理装置 同 800

06 半導体カープトレーサ 同 500

07 ロジックアナライザ 同 600

08 回線 トレーサ 同 100

機 器 名 称 単 位 金 額

D01 データレコーダ 1時間 100

02 電磁オンログラフ 同 400

03 記録計 (多点ペン式) 同 200

04 x一 Yレ コーダ 同 200

機 器 名 称 単 位 時 間

K01 動ひずみ測定機 1時間 400

02
み
機

ず
定

ひ
測 静ひずみ測定機 同 400

03 ボルト軸力計 同 100

同 500
04 小型振動試験機

400

1時間 1,300
05

振  動

試 験 機
振動試験機

1,200
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機 器 名 称 単 位 金 額

1時間 1,000
K06 落下衝撃試験機

900

07 水圧試験ポンプ 1時間 100

材 料 試 験

微 小 観 察

試 料 調 整

環   境

3日 物理量測定機器

4日 化学分析機器

分 析

機 器 名 称 単 位 金 額

1時間 600
001 デューサイクルサンシャインキ

セノンウェザーメーター 与暫留樫 500

1時間 600
02 紫外線ウェザーメーター

1嘗V愕 500

1時間 400
03 低温恒澄恒湿槽

与暫習愕 300

10004 ウォーターバス 1時間

05
温水槽

精密高れ憎 同 100

06 キャス試験機 1  日 1,000

単 位 金 額機 器 名 称

L01 万能材料試験機 1時間 900

02 インストロン型万能試験機 同 900

03 ねじり試験機 同 900

同 900
04 高温クリープ試験機

800

05 深絞 り試験機 1時間 100

06 エリクセン試陳磯 同 100

同 900
07 疲労試験機 (引張・圧縮)

600

1時間 400
08 万能疲れ試験機 (薄板用)

300

09 西原式 1時間 100

10
耗
機験

摩
試 テーバ式 同 400

111 シャルピー 同 300

12

撃
機験

衝
試 アイプット 同 300

プリネル 50013

同 20014 ショア

同 50015 ロックウェル

16 ビッカース 同 500

17 マイクロビッカース 同 500

18 高温炉付ビッカーズ 同 1,000

19 デュロメータ 同 300

20

硬

さ

試

験

機

バ ー コ ル 同 300

21 磁粉探傷装置 同 500

同 1,00022

非 破 壊
試験装置 超音波探傷装置

機 器 名 称 単 位 金 額

R01 ヘーズメータ 1時間 200

加速度 同 10002

03 トルク 同 100

04 変 位 同 100

05 圧 カ 同 100

物
理
量
変
換
器

荷 重 同 10006

07 回転計 同 100

08 ハンディ温湿度計 同 100

09 放射温度計 同 100

10 熱電対温度計 同 100

11 多点温度記録装置 同 400

熟映像計測装置 同 1,00012

温
湿
度
測
定
装
置

13 光スペクトルアナライザー 同 500

14 ス トロボスコープ 同 100

10015 騒音計 同

同 10016 振動計

17 照度計 同 100

18 電子天稀 同 100

熱伝導率計 同 40019機 器 名 称 単 位 金 額

小型工具顕微鏡 1時間 100M01
同 10002 実体顕微鏡

20003 金属顕微鏡 同

04 偏光頭微鏡 同 200

05 生物顕微鏡 同 200

06 画像解析装置 同 1,200

07 走査型電子顕微鏡 同 4,000

同 40008 大型マクロ写真装置

機 器 名 称 単 位 金 額

N01 湿式切断磯 1時間 500

02 精密低速切WFe 同 500

03 試料研磨機 同 500

04 湿式ベルト粗研摩機 同 400

05 ポータブル電解研摩装置 同 100

06 油圧手動埋心機 同 500

07 熱風乾燥機 同 200

機 器 名 称 単 位 金 額

S01 電子式水分計 ユ時間 200

分光光度計 同 20002

03 赤外分光光度計 同 500

04 自記分光光度計 同 600

05

分
光
光
度
計

同 900

同 30006 定電位電解装置

07 電位差滴定記録装置 同 300

08 電解分析装置 同 300

30009 全有機炭素計 同

同 20010 ガスクロマ トグラフ

液体クロマ トグラフ 同 70011

13 二波長デンントメータ 同 300
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機 器 名 称 単 位 金 額

S14 自動式窒素/蛋白質迅速定量装置 1時間 800

15 ノリレス核磁気共鳴分析装置 同 500

16

核 磁 気
共 鳴 分
析 装 置 核磁気共鳴分析装置 同 1,500

18 原子吸光分析装置 同 800

19 炭素硫黄同時定量分析装置 同 1,000

20 アミノ酸分析装置 同 1,100

21 酸素、水素、室素同時定量分析装置 同 1,100

22 ポータブル濁度計 同 100

23 BOD測定装置 同 100

24 COD測定装置 同 200

25 ICP発光分析装置 同 3,C00

26 蛍光X線分析装置 同 2,500

27 X線回折装置 同 2,500

28 熟分析装置 同 600

機 器 名 称 単 位 金 額

U13 圧縮装置 1時間 200

14 ガラスビー ト装置 同 500

15 イオンコーティング装置 同 500

16 真空蒸着装置 同 500

17 臨界点乾燥装置 同 500

18 プラスチック試料調整装置 同 300

19 分析用試料粉砕機 同 100

物 性 評 価

試 料 調 整

5.食品加工機器

6口 工作機器等

(注)使用時間にこの表の単位未満の端数があるときは、その端
数を切り上げるものとする。

機 器 名 称 単 位 金 額

W01 真空らい濤機 1時間 200

02 真空煮練機 同 200

03 卓上真空包装機 同 100

04 プレッシャークッカー 同 200

機 器 名 称 単 位 金 額

T01 精密アッベ屈折計 1時間 100

02 ヘリウム比重計 同 200

03 水分活性測定装置 同 300

04 色素メータ 同 300

05 粒度分布測定装置 同 500

06 pHメ ータ 同 100

07 油分濃度計 同 100

08 全自動分極装置 同 500

09 動的粘弾↑生測定装置 同 1,200

10 デジタル携帯用光沢計 同 100

11 回転粘度計 同 100

12 テクスチュロメータ 同 400

13 同 200

14 レオメータ 同 500

15 メ,レ トインデクサ 同 400

16 熟変形温度測定機 同 600

17 ガス透過率測定装置 同 500

機 器 名 称 単 位 金 額

1時間 500
X01 超高速昇温電気炉

与暫ゼ愕 400

1時間 700
02 電気加熱炉

与嘗習憎 600

ユ時間 2,000
03 真空熱処理炉

手警習憎 2,l100

1時間 3,000
04 ガス浸炭炉

与暫ぽ愕 2,900

1時間 100
05

加

　

　

熟

　

　

炉

マ ッフル炉
100

06 プラスチック粉砕機 1時間 200

07 高速切断機 同 200

08
切断機

薄板専用プラズマ切断機 同 300

09 万能工具研削盤 同 700

10 ドリル研摩機 同 400

11 ドリルシンニング盤 同 400

12

研摩機

両頭グラインダ 同 400

13 乾燥機 同 200

14 旋 盤 同 500

15 フライス盤 同 500

16 金属用帯のこ盤 同 500

17 ボール盤 同 200

18 ベンチプレス 同 100

19 炭酸ガス溶接機 同 300

20 アルゴンガス溶接機 同 500

21

溶接機

スポット溶接機 同 300

22 糸のこ盤 同 100

23 バンドソー 同 200

24 自動かんな盤 同 100

機 器 名 称 単 位 金 額

U01 ホモジナイザ 1時間 100

02 卓上遠心機 同 200

03

遠 ′b
分謗磯 高速冷却遠心分離機 同 300

04 電気泳動装置 同 300

05 プラズマリアクタ 同 400

06 凍結真空乾燥装置 同 200

07 高圧滅菌器 同 100

08 ワールブルグ検圧装置 同 200

09 電気調理器 同 100

10 粉体混合磯 同 200

11 振とう培養装置 同 200

12 細胞破砕装置 同 200
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○ 滋賀県工業技術振興懇話会設置要網

(趣旨)

第 1条 滋賀県の中 。長期的な技術展望および滋賀県工業技術センターのあり方について産業界な

らびに学識経験者等の各分野から専門的な意見または提言等を得、本県の工業技術の振興に資す

るため、工業技術センター内に滋賀県工業技術振興懇話会 (以下「懇話会」という♪を設置す

る。

(齢 )

第 2条 懇話会は、委員22名以内で組織する。

(構成)

第 3条 委員は、次の各号に掲げる者のうちから、知事が委嘱 し、または任命する。

(1)県内企業の代表者

(2)学識経験を有する者

(3)関係行政機関の職員

(4)そ の他知事が適当と認める者

2 委員の任期は、 2年 とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

3 委員は再任されることができる。

(座長)

第 4条 懇話会に座長を置き、委員の互選によって定める。

2 座長は、会務を総理 し、懇話会を代表する。

3 座長に事故があるときは、あらかじめ座長の指名する委員がその職務を代理する。

(専門部会)

第 5条 座長は、必要に応 じ、懇話会に専門部会を置 くことができる。

2 部会に属する委員は、座長がす旨名する。

3 部会に部会長を置き、座長の指名する委員をもって充てる。

4 部会長は、部会の会務を総理する。

(幹事)

第 6条 懇話会に幹事若千人を置く。

2 幹事は、県の職員のうちから知事が命ずる。

3 幹事は、懇話会の所掌事務について委員を補佐する。

(庶務)

第 7条 懇話会の庶務は、滋賀県工業技術センターにおいて処理する。

(そ の他 )

第 8条  この要綱に定めるもののほか、懇話会の運営に関し必要な事項は、座長が懇話会に諮つて

定める。
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付 貝J

この要綱は、昭和60年 4月 1日 から施行する。

付 則

この改正は、昭和61年 8月 21日 から施行する。
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○ 滋賀県技術相談役設置要網

(設置)

第 1条 県内企業の工業技術力を高め、工業の振興を図るため滋賀県技術相談役 (以下「技術相談

役」という♪を滋賀県工業技術センター (以下「センター」という♪に設置する。

(業務)

第 2条 技術相談役は、センター所長の要請を受けて次の業務を行 う。

(1)県内中小企業に対する主として高度で専門的かつ将来的な工業技術課題の解決を目指 した技

術指導

(2)セ ンターの技術指導業務に対する指導、助言

(3)そ の他、センター所長が必要と認める事項

(身分)

第 3条 技術相談役の身分は、地方公務員法 (昭和25年法律第261号)第 3条第 3項第 3号 に規定

する特別職の非常勤の職員とする。

(委嘱等)

第 4条 技術相談役は、工業技術に関する:学識経験を有する者のうちから大学教授もしくはこれに

準ずる者を知事が委p/Rす る。

2 前項の委嘱期間は、 2年以内とする。ただし、知事が必要と認める場合は、これを更新するこ

とができる。

(業務従事日)

第 5条 技術 1日談役の業務従事日は、月4日 以内とし、その日はセンターの事業計画に基づき、セ

ンター所長が定めるものとする。

(報酬等)

第 6条 技術相談役の報酬は、毎年度予算の範囲内で、別に定める額とし、月額とする。

2 費用弁償は、居住地からヤンターまたは業務従事地までの往復旅費の実費を支払 うものとする。

但 し、宿泊を伴 う場合は、滋賀県旅費支給条例 (昭46年滋賀県条例第11号)の規定を準用し、そ

の額は、行政職結料表 6級相当職とする。

(秘密を守る義務)

第 7条 技術相談役は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を遅いた後も同様 とす

る。

(解嘱)

第 8条 知事は、技術相談役が次の各号のいずれかに該学する場合にはこれを解嘱することができ

る。

(1)職務上知 り得た秘密を他に漏 らしたときもしくは業務の遂行状況が不適当と認められると

き。

(2)病気その他心身の故障のため業務の遂行に支障があるとき。

(3)そ の他、その職に必要な適袴陛を欠くとき。
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(災害補償)

第 9条 技術相談役の公務災害については、滋賀県議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償

等に関する条例 (昭和42年滋賀県条例第43号)の定めるところによる。

(庶務)

第10条 技術相談役に関する庶務は、センターにおいて行 う。

(そ の他)

第11条  この要綱に定めるもののほか、技術相談役の設置に関 し必要な事項は、知事が別に定める。

付 則

この要綱は、昭和61年 3月 1日 から施行する。
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1

○ 特別技術相談役制度の創設について

(妥壁盈盈毛号ザ呈)
。目 的

技術革新の進展に対応して県内企業の技術開発力を高め、本県の工業振興を図るため、大学等

との連携のもとに、滋賀県工業技術センター (以下「センター」という♪に「特別技術相談コー

ナー」を設置し、産学の技術交流を推進する。

2.相談コーナーの設置

センター内に「特別技術相談コーナー」を

開設する。

3.相談の対象者

相談の対象者は、原則として中月ヽ企業者

とする。

4.相談指導

1)相談内容は、概ね次の分野とする。

○ エレクトロニクス関連… (コ ンピュ

ータ関連、集積回路、センサー等)

○ メカトロニクス関連… (ロ ボット、

CAD/CAM等 )

○ 先端加工技術関連… (難削材、超精

密切削、特殊加工等)

○ 新素材・複合材料関連… (高分子材

料加工、高分子複合材料、金属材料等)

○ 食品関連… (食品製造技術、醸造技

術、バイオテクノロジー関連等)

2)相談指導には、右に掲げる「滋賀県技

術相談役」または技術相談役が推薦する

大学等の研究者およびセンター職員が当

たる。

5,本目言炎日

相談日は、月 1回 とする。

また、時間は、午後 1時からとする。

6。 相談の申込み

相談の申し込みは、センター技術第一科

(電気・電子・機械)お よび技術第二科 (工

業材料、食品)と する。

7.相談料

専 門 分 野氏  名 現   職

情報工学

(言範こ;:猪
ピユ~夕魔

〕松本欣二
静岡大学名誉教授

浜松情報専門学校長

(工 学 博 士 )

名 古 屋 大 学 教 授

(工 学 博 士 )

機械工学

(鍾厄鞘ニユ欅酬壬)山口勝美

制御工学

(3肇]雫)

花房秀郎
京都大学名誉教授

立 命 館 大 学 教 授

(工 学 博 士 )

材料工学

(旨晏筆盪馨糾恐(FRP))
平井恒夫

同 志 社 大 学 教 授

(工 学 博 士 )

金属工学

(銅量難)田村今男
京都大学名誉教授

(工 学 博 士 )

京都府立大学名誉教授

武庫川女子大学教授

(農 学 博 士 )

食品工学

金森正雄

布目    言炎 日技術相談役名

毎 月 第 3水 曜 日松 本 欣 二

毎 月 第 2水 曜 日山 口 勝 美

毎 月 第 3水 曜 日花 房 秀 郎

毎 月 第 3水 曜 日平 井 恒 夫

毎 月 第 3水 曜 日田 村 今 男

毎 月 第 3木 H穏 日金 森 正 雄
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相談料は、無料とする。

事後指導

企業から事後指導の要望がある場合は、センターと技術相談役は引き続 き技術指導を行 う。

申込みの受付

申し込みの受け付けは、昭和61年 6月 1日 から開始する。
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